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はじめに  
建 学 の 精 神 と キ ャ リ ア 教 育  

 

「 現 代 的 教 育 ニ ー ズ 取 り 組 み 支 援 プ ロ グ ラ ム 」 に 選 定 さ れ て 3 年 間 、「 学 生

個 人 を 大 切 に し た キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 」 と い う テ ー マ 実 現 に 向 け 努 力 し て き た

そ の 成 果 を 本 「 最 終 報 告 書 」 に ま と め 江 湖 に 問 う こ と が で き ま す こ と に 喜 び を

禁 じ え ま せ ん 。  
 文 部 科 学 省 に よ る G P 選 定 は 本 学 に と っ て 初 の 慶 事 で あ り ま し た 。 テ ー マ 実

現 に 向 け て の 教 職 員 の 意 識 改 革 を 始 め 体 制 作 り 等 本 学 に と っ て は 未 知 の 世 界 へ

の 挑 戦 で あ り 大 き な 試 練 で あ っ た こ と も 事 実 で し た 。 現 代 的 課 題 で あ る キ ャ リ

ア 教 育 に つ い て 社 会 か ら の 大 学 へ の 要 請 、 期 待 に 応 え る こ と は 、 大 学 が 行 う べ

き 社 会 的 貢 献 で あ り 、 大 学 が 存 立 す る た め に 一 層 重 要 視 さ れ る べ き 社 会 に 対 す

る ミ ッ シ ョ ン で も あ る と い え ま し ょ う 。 さ ら に は 本 プ ロ グ ラ ム へ の 取 り 組 み に

邁 進 す る こ と は 、「 選 ば れ る 大 学 」と し て 生 き 残 る た め に 大 学 を 活 性 化 さ せ る 貴

重 な 施 策 と も な り ま し た 。  
 本 プ ロ グ ラ ム へ の 取 り 組 み が 、 本 学 の 建 学 の 精 神 の 具 現 化 と し て 受 け 止 め る

こ と が 出 来 た こ と は あ り が た い こ と で し た 。 本 学 の 建 学 の 精 神 は 、 校 訓 の 「 真

実 心 」に 示 さ れ る 。こ の 言 葉 は 、本 学 の 創 設 者 が 親 鸞 聖 人 の 文 献 か ら 採 ら れ た 。

そ の 文 献 を 渉 猟 す る と 、 真 実 心 と は 、 慈 悲 の 心 、 思 い や り の 心 で あ る こ と が 判

明 す る 。  
 慈 悲 の 心 、 思 い や り の 心 と は 、 智 慧 と な ら ぶ 仏 教 の 基 本 的 徳 目 で あ る 。 智 慧

は ブ ッ ダ の 悟 り の 内 容 で あ る 。 そ れ は 、 私 と い う 存 在 が 他 者 と の 関 係 の 中 に 生

か さ れ て い る 相 対 的 存 在 で し か な い こ と の 発 見 で あ る 。 ブ ッ ダ の 悟 り は 、 ブ ッ

ダ 一 個 人 の 苦 か ら の 解 放 に と ど ま ら ず 、 苦 悩 す る 他 者 全 人 へ の 救 済 に 向 け て 慈

悲 と し て 自 ら は た ら き 出 る も の で あ る 。 智 慧 が 慈 悲 へ と 展 開 し て 一 切 衆 生 を 救

う と い う の が 仏 教 の 道 理 で あ る 。 自 己 を 省 察 す る 智 慧 は 自 ず と 他 者 へ 向 か う 。

従 っ て 、慈 悲 と は 、 利他 の 心 で あ っ て 、 抜苦 与 楽 を 本 質 と す る 。利 他 の 心 情 は 、

他 人 の 苦 し み 痛 み を 我 が も の と し て 受 け と め 、 誰 を も 差 別 な く 受 け 入 れ 、 見 捨

て る こ と を し な い こ と で あ る 。 か か る 慈 悲 の 心 情 は 、 摂 取 不 捨 の 心 と 換 言 で き

る 。 親 鸞 聖 人 は 「 摂 取 」 と は 「 も の の に ぐ る を お わ え と る な り 。 ひ と た び と り

て す て ぬ な り 」 と お っ し ゃ っ て お ら れ る 。  
 こ の 慈 悲 の 心 を も っ て 学 生 を 育 成 す る こ と こ そ 、 教 育 に ほ か な ら な い 。 本 学

で は 、 教 職 員 一 同 が 、 慈 悲 の 心 を も っ て 学 生 に 接 し 、 学 生 た ち が 慈 悲 の 心 を 身

に 付 け て 社 会 に 巣 立 つ こ と を 期 待 し て い る 。  
 か か る 建 学 の 精 神 に 裏 付 け ら れ た キ ャ リ ア 教 育 こ そ 現 代 社 会 か ら 求 め ら れ て

い る も の と 認 識 す る 。最 近 の 世 相 に 思 い を 致 す と き 、相 手 の 立 場 に 立 っ て 考 え 、

行 動 す る と い う 慈 悲 の 心 、 思 い や り の 心 が 欠 如 し て い る こ と を 憂 え ざ る を 得 な



 

い 。 一 方 、 最 近 の 学 生 の 動 向 を 見 る と 大 学 へ の 進 学 は 希 望 す る も の の 、 自 分 は

何 を 学 び い か な る 道 に 進 む の か 、 い わ ゆ る 自 分 の ラ イ フ 、 キ ャ リ ア を デ ザ イ ン

し え な い 学 生 が 急 増 し て い る 。 さ ら に 、 フ リ ー タ ー 、 ニ ー ト と 表 現 さ れ る タ イ

プ の 学 生 が 出 現 し て い る 状 況 に あ る 。 か か る 学 生 は 既 存 の 教 育 カ リ キ ュ ラ ム で

は 吸 収 、 対 応 で き な い の が 実 情 で あ る 。  
 か か る 学 生 の 就 労 は 、現 代 社 会 の 深 刻 な 課 題 で あ る 。か れ ら に 手 を 差 し 伸 べ 、

就 労 意 識 を 喚 起 、 醸 成 し 、 社 会 人 と し て の 基 礎 能 力 を あ ら た め て 修 得 さ せ 、 し

っ か り し た 判 断 能 力 を そ な え た 、 社 会 人 と し て 自 立 で き る 学 生 の 教 育 に 取 り 組

む こ と は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。 本 学 は 、 か ね て よ り 、 エ ン ロ ー ル メ ン ト ・ マ ネ ジ

メ ン ト の 取 り 組 み で 、 学 生 一 人 ひ と り に 対 応 し た 面 倒 見 の い い 親 切 な 教 育 を ほ

ど こ す こ と を 心 が け て い る 。 本 学 で は 、 在 学 中 は 言 う に 及 ば ず 入 学 以 前 か ら 卒

業 後 に 至 る ま で 世 話 す る 運 動 を 展 開 し て い る 。  
 建 学 の 精 神 に 基 づ く エ ン ロ ー ル メ ン ト ・ マ ネ ジ メ ン ト と い う 教 育 シ ス テ ム を

背 景 に し て 本 学 G P プ ロ ジ ェ ク ト を 遂 行 出 来 た こ と を 喜 び と す る も の で あ り 、

こ の 成 果 に 対 し 広 く ご 意 見 を 賜 り 今 後 の 指 針 と さ せ て い た だ け れ ば と 願 う 次 第

で あ る 。  
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１ . 本 事 業 の 目 的 と 取 組  

 

１ .１  概 要  

 

（ １ ）  要 旨  

 

現 代 社 会 が か か え る 「 若 者 の 就 労 」 の 問 題 に 対 し 、 キ ャ リ ア 教 育 の 課 題 を 就

労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成 と 職 業 人 と し て の 基 本 的 能 力 の 養 成 と と ら え る 。 基 本 的 能

力 と し て は 「 読 む 、 書 く 、 聞 く 、 話 す 」 の 基 礎 能 力 の 習 得 か ら 始 め 、 こ れ を 発

展 ・ 高 度 化 し た 社 会 人 基 礎 力 の 習 得 を 目 指 す 。 そ の た め 、 導 入 教 育 か ら 専 門 教

育 ま で を キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 か ら 体 系 化 し 、 正 課 の 教 育 課 程 を 大 学 全 体 と し て

構 築 す る 。 さ ら に 、 ス キ ル ア ッ プ を 含 む キ ャ リ ア 形 成 ・ 就 職 支 援 等 の 正 課 外 教

育 と の 連 携 を 図 り 、 総 合 的 で 実 践 的 な キ ャ リ ア 教 育 課 程 を 構 築 ・ 推 進 す る 。 そ

の 有 効 な 方 法 を 徹 底 し た 個 別 対 応 教 育 に 求 め 、 そ の 実 現 を 支 援 す る た め に I C T

の 活 用 を 図 る 。 個 別 対 応 教 育 は 多 様 な 学 生 に 対 し て 、 教 育 効 果 を 上 げ る た め の

唯 一 の 解 決 法 で あ る 。 こ れ を 実 現 す る に は 時 間 的 ・ 空 間 的 に 学 習 お よ び コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 形 成 の 場 を 広 げ る 必 要 が あ り 、 ユ ビ キ タ ス な 教 育 環 境 を 可 能 に す

る I C T の 活 用 で 解 決 す る 。  

 

（ ２ ）  取 組 の 要 点  

 

本 取 組 の 要 点 は 以 下 の よ う に 、①「 キ ャ リ ア 教 育 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 」（ キ

ャ リ ア 教 育 の 基 本 的 な 目 的 （ ね ら い ） を ど の よ う に 考 え た か ）、 ② そ れ （ 目 的 ）

を 達 成 す る た め の 「 教 育 体 系 」（ キ ャ リ ア 教 育 と し て の 教 育 課 程 ）、 ③ 教 育 課 程

を 実 施 す る た め の 「（ 広 い 意 味 で の ） 教 育 の 方 法 」 と い っ た 構 成 と 流 れ で あ る 。 

①  「 キ ャ リ ア 教 育 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 」（ 人 材 育 成 目 標 ）  

以 下 の 3 点 を 目 標 と し て 、 社 会 人 と し て 必 要 な 要 件 を 備 え た 人 材 を 育 成 す

る 。  

  就 労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成  

  基 本 的 能 力 の 養 成  

  社 会 人 基 礎 力 の 養 成  

②  「 教 育 体 系 」（ 教 育 課 程 ）  

以 下 の よ う に 、「 正 課 」 お よ び 「 正 課 外 」 教 育 か ら な る 、 総 合 的 で 実 践 的

な 「 キ ャ リ ア 教 育 課 程 」 を 体 系 化 す る 。  

  正 課 教 育 （ ＝ 正 課 の キ ャ リ ア 教 育 課 程 ）  

・ 導 入 教 育  

・ 発 展 ・ 応 用 教 育  

か ら 成 り 、 専 門 課 程 を 含 め て 関 連 の 科 目 を 「 キ ャ リ ア 教 育 」 の 視 点 か ら 体

系 化 す る 。  

  正 課 外 教 育  

・ キ ャ リ ア 形 成 お よ び 就 職 の 支 援  
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③  「 方 法 」  

上 記 の 教 育 課 程 を 実 施 し 、① の 目 標 を 達 成 す る た め 、次 の 方 法 を 導 入 す る 。 

  個 別 的 対 応 教 育  

  個 別 対 応  

  I C T の 活 用  

 

（ ３ ）  教 育 課 程  

 

 本 教 育 課 程 （ キ ャ リ ア 教 育 課 程 ） は 、 既 存 の 全 学 共 通 あ る い は 、 学 科 ご と の

基 礎・専 門 科 目 を ベ ー ス に し て 、「 キ ャ リ ア 教 育 」の 視 点 か ら 構 築 す る バ ー チ ャ

ル な も の （ 学 部 ・ 学 科 横 断 的 な 課 程 ） で あ る 。 対 象 は 大 学 の 全 学 部 ・ 学 科 と し

て い る 。 そ の 教 育 課 程 は 図 1 お よ び 表 1 に 示 す と お り で 、 大 き く 次 の 3 つ で 構

成 さ れ る 。 ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム と の 関 係 は 表 2 の と お り で あ る 。  

①  正 課 教 育 の う ち 、 全 学 共 通 で 実 施 さ れ る も の  

図 1 の ① - 1 と - 2、 ② 、 ③ （ 前 半 部 分 ）  

②  正 課 教 育 の う ち 、 各 学 科 で 実 施 さ れ る も の  

こ の 種 の 教 育 は 、 次 の 3 種 類 で 構 成 さ れ る  

  導 入 ・ 基 礎 教 育 （ 図 1 の ① - 1、 お よ び ③ の 前 半 ）  

  専 門 教 育 （ 図 1 の ③ の 後 半 ）  

  専 門 職 養 成 教 育 （ 学 科 に よ る ）  

③  正 課 外 教 育  

図 １ の ⑥ 及 び ⑦  

社 

会 

 

図 １  キ ャ リ ア 総 合 教 育 課 程 の イ メ ー ジ  

入

学 

卒

業 

就

職 

① -1 就労意識の喚起  ① -2 就労意識の醸成  

導入・基礎教育  

リメディアル教育 

学習の動機付

 学 習 方 法 の 習

 
③ 基本的能力の習得→社会人基礎力の習得  
 理解力、論理的思考力、表現力、調査分析力、コラ

ボレーション力、情報システム活用力、英語力  
基  礎  発  展  

⑤ 資格取得課程（教職，司書，その他） 

⑥ スキルアップ支援  
スキルアップ課外講座・検定試験（ICT，英語，ビジネス他）  

⑦ キャリア形成・就職支援  
 就学相談，就職相談，カウンセリング等  

②
導
入
教
育 

④ 学科専門課程  
専門分野の知識・技能・技術の習得 

正

課

教

育 

正

課

外

教

育 

発展・応用教育  
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表 1  教 育 目 標 と 教 科 ・ 講 座  

表 2  キ ャ リ ア 教 育 課 程 と し て の カ リ キ ュ ラ ム （ 教 育 目 標 と 科 目 ）  

教 育 目 標  
1 年 次  2 年 次  3 年 次  4 年 次  

前 期  後 期  前 期  後 期  前 期  後 期  前 期  後 期  

① 就 労 意

識 の 喚

起 ・ 醸 成  

基 礎 ゼ ミ           

  
ｷ ｬ ﾘ ｱ ﾃ ﾞ

ｻ ﾞ ｲ ﾝ講

座 Ⅰ  

ｷ ｬ ﾘ ｱ ﾃ ﾞ

ｻ ﾞ ｲ ﾝ講

座 Ⅱ  

  

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

講 座 Ⅲ →  

ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾝ ｼ ｯ ﾌ ﾟ  

      

        専 門 実 習 （ 学 外 施 設 実 習 ）   

    イ ン タ ー ン シ ッ プ       

② 導 入 ・

基 礎 教 育  

基 礎 ゼ ミ （ 学 習

の 動 機 付 け ・ 学

習 方 法 の 教 育 ）  

            

リ メ デ ィ ア ル              
大 学 基 礎 講 座

（ 学 習 の 動 機 付

け ・ 学 習 方 法 の

教 育 ）  

            

③ - 1 基 本

的 能 力 の

養 成  

  

大 学 基 礎 講 座       

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

基 礎 ゼ ミ  

情 報 処 理       

英 語   

   講 読   

③ - 2 社 会

人 基 礎 力

の 養 成  

        専 門 ゼ ミ   

    
社 会 人 基 礎 力 講 座

（ 基 礎 )  

社 会 人 基 礎 力 講 座

（ 発 展 ）  
    

④ 専 門 職

教 育  

    専 門 課 程   

    資 格 取 得 課 程   

⑤ ス キ ル

ア ッ プ  

ス キ ル ア ッ プ 講 座 （ I C T、 英 語 、 ビ ジ ネ ス 等 ）  

資 格 検 定 試 験 （ I C T、 英 語 、 漢 字 、 文 章 能 力 、 ビ ジ ネ ス 他 ）   
       

 凡 例   正 課 教 育   正 課 外 教 育   

目  標  初 期 段階 （ 1， 2 年 次）  発 展 ・応 用 段階 （ 2～ 4 年 次 ）  
① 就 労意 識 の喚 起・醸 成  A1（ 基 礎 ゼ ミ ，キ ャリ ア 科

目 ）  

A2（ キ ャ リ ア 科 目，イ ン ター

ン シ ップ ， 学外 施設実 習 ）  

② 導 入

教 育  

基 礎 学力 の 補習  B0（ リ メ デ ィ アル 教育 ）   

学 習 の動 機 付け  B1（ 基 礎 ゼ ミ ）   

学 習 方法 の 習得  B2（ 大 学 基 礎 講 座 ，基 礎 ゼ

ミ ）  

 

③ 基 本

的 能 力

の 習 得  

→ 社 会

人 基 礎

力 の 養

成  

理 解 力  

（ 聞 く・ 読 む）  

C1 基 礎 的 学習  

（ 大 学基 礎 講座 ，基礎ゼ ミ ，

ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ ン

グ な ど）  

C2 社 会 人 基礎 力 養成  

（ 主 に講 読 、専門 ゼミ 、デ ー

タ 解 析 な ど の 専 門 教 育 の 中

で 実 施）  

論 理 的思 考 力  

表 現 力  

（ 話 す・ 書 く）  

調 査 力  

（ 調 査・ 分 析）  

コラボレーション力 

英 語 力  D（ 英 語 ）   

情報システム活用力 E1（ 情 報 処 理 基礎 教育 ）  E2（ 応 用 的 情 報処 理教 育 ）  

社 会 人基 礎 力   F 社 会 人基 礎 力養 成講座  

⑥ ス キル ア ップ  G1 ス キ ル アッ プ 講座 ・検定  G2 ス キ ル アッ プ 講座・ 検 定  
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（ ４ ）  本 取 組 で 採 用 し た 方 法  

 

以 下 の 5 点 よ り な る 。  

①  

期 待 に 応 え た 教 育 （ 学 習 ） 成 果 を 約 束 で き る よ う 、 徹 底 し た 個 別 的 対 応

教 育 を 実 施 す る 。 学 生 個 々 の さ ま ざ ま な 状 況 を 考 え て 、 最 適 な 指 導 と 支

援 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 卒 業 時 の 到 達 水 準 を 約 束 し て い く 。  

徹 底 し た 個 別 対 応 教 育 の 導 入  

②  学 習 効 果 を 保 証 す る 新 た な 教 育 プ ロ グ ラ ム の 導 入

③  

 

指 導 と 評 価 を 徹 底 し 、 き め 細 か に ま た 丁 寧 に 対 応 す る こ と に

よ っ て 、 一 段 と 高 い 学 習 効 果 が 約 束 で き る 学 習 プ ロ グ ラ ム を

導 入 す る 。  

学 習 支 援 の た め の I C Tと ｅ ラ ー ニ ン グ の 活 用

④  

 

本 取 組 実 現 の 基 盤 と し て 重 要 に な る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 形 成

を I C Tに よ り 支 援 し 、個 別 対 応 教 育 と し て の 支 援 効 果 を 期 待 す

る 。 ま た 、 復 習 ・ 自 習 教 材 に よ る 各 教 科 の 学 習 支 援 お よ び ス

キ ル ア ッ プ 学 習 用 に eラ ー ニ ン グ を 提 供 す る 。  

学 生 総 合 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 と 活 用

⑤  

 

学 生 に 関 す る 情 報 を 一 元 的 に 管 理 し 、 個 々 の 学 生 の 状 況 を 詳

細 に 把 握 す る 。 こ れ に よ り 、 学 生 個 々 の 状 況 に 応 じ た 支 援 ・

指 導 を 可 能 に し 、 大 学 で の 活 動 に 必 要 な 情 報 を 提 供 し 、 円 滑

な 学 習 と 学 生 生 活 を 支 援 す る 。  

体 系 的 な イ ン タ ー ン シ ッ プ の 実 施 と そ の 支 援

 

 

目 的 に 応 じ た 各 種 の イ ン タ ー ン シ ッ プ を 置 き 、 働 く こ と の 体 験 を 目 標 に

実 施 す る 。 こ れ に よ り 、 職 業 理 解 と 就 労 意 欲 を 高 め る 。  

 

（ ５ ）  実 施 体 制  

 

図 ２ に 示 す 通 り で あ る 。 こ の た め 、 次 の 組 織 を 設 置 ・ 編 成 し た 。  

①  キ ャ リ ア 教 育 推 進 セ ン タ ー  

次 の 役 割 を 担 う 。  

  本 取 組 （ 総 合 キ ャ リ ア 教 育 ） の 組 織 及 び 実 施 に つ い て の 統 括  

  全 体 組 織 の 管 理 ・ 運 営  

  取 組 全 体 に つ い て の 実 務  

②  キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会  

  推 進 セ ン タ ー 長 、 同 事 務 室 長 、 推 進 セ ン タ ー 所 員 、 各 担 当 学 科 ・ 関 連 部

署 等 の 代 表 で 構 成 し 、 次 の 役 割 を 担 う 。  

・ 取 組 の 実 施 に あ た っ て の 各 担 当 学 科 ・ 部 署 等 間 で の 調 整  

・ 取 組 結 果 の 点 検 ・ 評 価  
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（ ６ ）  全 体 ス ケ ジ ュ ー ル  

 取 組 の 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル は 表 3 の 通 り 、 3 年 計 画 で 実 施 す る 。 こ の 過 程 を 経

て 、 正 課 教 育 と 正 課 外 教 育 を 総 合 し て キ ャ リ ア 教 育 全 体 の 体 系 化 を 進 め る 。 あ

わ せ て そ の 実 施 に 必 要 な 支 援 環 境 を 整 備 し 、効 果 的 で 円 滑 な 実 施 体 制 を 整 え る 。 

表 3  取 組 の 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル  

取 組 項 目  平 成 1 9 年 度 平 成 2 0 年 度 平 成 2 1 年 度 

正 課 教 育     

 

① 就 労 意 識 の 喚
起 ・ 醸 成  

基礎ゼミ・キャリア科目 A1 拡 充 ・ 強 化  継 続  継 続  

イ ン タ ー ン シ ッ プ A2 検 討 ・ 準 備  試 行  実 施  

② 導 入 教 育  
大学基礎講座 B2、基礎ゼミ B1 拡 充  継 続  継 続  

リ メ デ ィ ア ル 教 育 B0 検 討  試 行  実 施  

③ 基 本 的 能 力 の 習
得  

大 学 基 礎 講 座 C1 拡 充  継 続  継 続  

基 礎 ゼ ミ C1 試 行  実 施  完 成  

英 語 教 育 の 改 善 C1 検 討 ・ 準 備  試 行  実 施  

専 門 教 科 の 中 で の 実 施 C 2 検 討  実 施  継 続  

情報システム活用力 E1、 E2 拡 充  継 続  継 続  

④ ⑤ 専 門 課 程  学科専門課程、資格取得課程 検 討 ・ 試 行  実 施  実 施  

新 教 育 方 法 導 入  個 別 対 応 教 育 プ ロ グ ラ ム  試 行  改 善 ・ 実 施  継 続  

正 課 外 教 育     

 

③ 社 会 人 基 礎 力 の
養 成  

講 座 ・ 能 力 検 定 F 試 行  試 行 ・ 実 施  継 続  

⑥ ス キ ル ア ッ プ  講 座 ・ 検 定 試 験 G1、 G2 拡 充  継 続  継 続  

⑦ キ ャ リ ア 形 成 ・
就 職 支 援  

面 談 支 援 シ ス テ ム の 導 入  準 備 ・ 試 行  実 施  継 続  

ICT 化 と e ラ ー ニ ン グ     

 

正 課 の ICT 化  
授 業 へ の LMS 導 入  拡 大  拡 大  全 授 業 へ  

学 外 実 習 支 援 シ ス テ ム  開 発  開 発 ・ 試 行  運 用 開 始  

e ラ ー ニ ン グ 導 入  正 課 へ の 導 入  試 行  導 入 拡 大  継 続  

ス キ ル ア ッ プ 講 座  導 入 拡 大  継 続  継 続  

（ 表 内 の 番 号 ・ 記 号 は 前 出 の 表 1 中 の も の に 対 応 ）  

 

図 ２  実 施 体 制 （ 表 内 の 番 号 ・ 記 号 は 前 出 の 表 1 中 の も の に 対 応 ）  

 

統 括 ： キ ャ リ ア 教 育 推 進 セ ン タ ー （ 代 表 ： 山 本 ）  

⑥ ス キ ル ア ッ プ （ G1,  G2）： エ ク ス テ ン シ ョ ン セ ン タ ー  

② 導入教育：統括：全学共通教育センター（代表：澤井）  
・ 基 礎 学 力 の 補 習 （ B0）： 全学共通教育センター（代表：伊藤）  
・ 学 習 の 動 機 付 け （ B1）： 各学科（代表：基礎ゼミ授業担当者）  
・ 学 習 方 法 の 習 得 （ B2）： 全 学 共 通 教 育 セ ン タ ー （ 代 表 ： 澤 井 ）、  

各 学 科 （ 代 表 ： 基 礎 ゼ ミ 授 業 担 当 者 ）  

協力関係  

③基本的能力の習得教育：統括：全学共通教育センター（代表：澤井）  
・基 礎 的 教 育（ C1）：全学共通教育センター（代表：伊藤）、各学科（各教科担当）  
・ 英 語 教 育 （ D）： 英 語 英 米 文 学 科 （ 代 表 ： 和 栗 ）  
・ 情 報 処 理 教 育 （ E1， E2）： 人間関係学科メディア情報専攻（代表：阿部）  
・ 社 会 人 基 礎 力 養 成 教 育 （ C2）： 各 学 科 （ 代 表 ： 各 教 科 担 当 ）  
④ 学 科 専 門 課 程 教 育 ： 各 学 科 （ 代 表 ： 各 教 科 担 当 ）  

⑤ 資 格 取 得 課 程 （ 教 職 等 ）： 全 学 共 通 教 育 セ ン タ ー （ 代 表 ： 澤 井 ） 

キ

ャ

リ

ア

支

援

セ

ン

タ

ー 

学

生

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

ー 
①就労意識の喚起・醸成(A1, A2) ： 統括：全学共通教育センター（代表：澤井） 
全 学 共 通 教 育 セ ン タ ー （ 代 表 ： 澤 井 ）、 各 学 科 （ 代 表 ： 基 礎 ゼ ミ 授 業
担 当 者 、 学 外 実 習 担 当 者 ）  
 

情

報

教

育

セ

ン

タ

ー 

学

園

Ｉ

Ｔ

推

進

部 

支 援  

連 携  

IＣ T 化  
・ IＣ T 活 用

 

京
都
光
華
高
校 

⑦ キ ャ リ ア 形 成 ・ 就 職 支 援 ： キ ャ リ ア 支 援 セ ン タ ー  
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１ .２  取 組 内 容  

 

（ １ ）  平 成 １ ９ 年 度  

 

 1 9 年 度 の 補 助 事 業 の 目 的 を 達 成 す る た め 、次 の ス ケ ジ ュ ー ル で 計 画 を 実 施 し

た 。 本 補 助 事 業 は 3 年 計 画 で 実 施 す る も の で あ り 、 本 年 度 は そ の 中 で 、 こ れ ま

で の 準 備 を さ ら に 進 め 、試 行 と 一 部 の 本 実 施 を 通 し て 、 2 0、 2 1 年 度 の 全 面 的 な

本 実 施 ・ 完 成 へ と 進 め る こ と に し た 。  

 

①  1 0 月  全 体 的 な 実 施 体 制 の 始 動  

②  1 0 月 ～ 2 月  基 礎 ゼ ミ 、 キ ャ リ ア 科 目 の 拡 充 ・ 強 化 （ 本 年 度 は 試 行 が 中

心 。 次 年 度 以 降 で 本 実 施 ）  

③  1 0 月 ～  正 課 教 育 改 革 へ の 着 手 （ 個 別 対 応 教 育 プ ロ グ ラ ム の 試 行 、 I C T

化 の 推 進 ）（ 本 年 度 は 一 部 の 学 科 で 試 行 。 2 0 年 度 に 全 学 展 開 ）  

④  1 0 月 ～  関 連 の 教 材 の 開 発 （ リ メ デ ィ ア ル 教 材 の 検 討 。 英 語 教 材 の 第 1

段 階 開 発 ）（ 本 年 度 は 検 討 ・ 設 計 お よ び 、 2 0 年 度 の 試 行 向 け の 開 発 。 2 0、

2 1 年 度 に 改 訂 ・ 改 善 し 、 2 1 年 度 の 同 教 育 の 本 実 施 へ 備 え る ）  

⑤  1 1 月 ～ 1 2 月  正 課 外 教 育 の 試 行 （ 社 会 人 基 礎 講 座 の 準 備 と し て の 能 力 検

定 な ど ）（ 本 年 度 は 3 学 年 で 試 行 。 2 0 年 度 か ら 1～ 3 学 年 へ 展 開 ）  

⑥  1 0 月 ～  支 援 環 境 の 整 備 （ 学 生 サ ー ビ ス ポ ー タ ル サ イ ト お よ び 就 職 ・ キ

ャ リ ア 形 成 面 談 支 援 シ ス テ ム の 試 験 運 用 ）（ 本 年 度 の 環 境 整 備 を 受 け て 、

2 0 年 度 か ら 本 運 用 ）  

⑦  1 0 月 ～  イ ン タ ー ン シ ッ プ 活 動 の 見 直 し と 制 度 化 作 業 （ 本 年 度 末 の 制 度

化 を 受 け て 、 2 0 年 度 か ら 段 階 的 に 実 施 ）  

⑧  1 0 月 ～  専 門 課 程 お よ び 資 格 取 得 課 程 で の 対 応 体 制 の 整 備 （ 本 年 度 の 整

備 を 受 け て 、 2 0 年 度 か ら 実 施 、 2 1 年 度 に は さ ら に 拡 充 ）  

⑨  1 0 月 ～  教 育 （ 正 課 及 び 正 課 外 教 育 ） の I C T 化 と e ラ ー ニ ン グ 授 業 の 導

入 （ 本 年 度 は こ れ ま で の 実 施 内 容 （ 一 部 学 科 を 中 心 に 実 施 ） を 強 化 ・ 発

展 さ せ 、 2 0 年 度 以 降 、 対 象 の 拡 大 と 内 容 の 拡 充 を 図 る ）。  

⑩  1 0 月 ～ 3 月  個 別 評 価 会 議 （ 隔 月 計 3 回 ） お よ び 全 体 の 評 価 会 議 の 開 催

（ 3 月 ）（ 次 年 度 以 降 も 、 同 様 の 趣 旨 で 継 続 ）  
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（ ２ ）  平 成 ２ ０ 年 度  

 

 2 0 年 度 の 補 助 事 業 の 目 的 を 達 成 す る た め 、次 の ス ケ ジ ュ ー ル で 計 画 を 実 施 し

た 。2 0 年 度 は そ の 中 で 、1 9 年 度 の 取 組 の 実 施 結 果 と 準 備 に 基 づ い て 、全 面 的 な

本 実 施 へ 入 り 、 2 1 年 度 の 完 成 を 目 指 し た 。  

 

①   4 月  2 0 年 度 の 実 施 内 容 ・ 方 法 ・ 体 制 に つ い て の 確 認  

②   4 月  学 生 へ の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン と 学 生 向 け 案 内 リ ー フ レ ッ ト の 印

刷 ・ 配 布 （ 1 9 年 度 に 作 成 済 み ）  

③   4 月 ～ 2 月  基 礎 ゼ ミ 、 キ ャ リ ア 科 目 の 拡 充 ・ 強 化 （ 1 9 年 度 の 試 行 を 受

け て 、 2 0 年 度 は 本 実 施 ）  

④   4 月 ～ 2 月  正 課 教 育 改 革（ 個 別 対 応 教 育 プ ロ グ ラ ム の 導 入 、 I C T 化 の 推

進 ） の 実 施 （ 1 9 年 度 の 一 部 の 学 科 で の 試 行 を 受 け て 、 全 学 へ 展 開 ）  

⑤   4 月 ～ 2 月  リ メ デ ィ ア ル 教 育 の 試 行（ 新 英 語 教 育 の 一 部 学 科 で の 試 行 。

2 1 年 度 に は 全 学 科 へ 展 開 ） と 関 連 の 教 材 の 開 発 （ リ メ デ ィ ア ル 教 材 の 開

発・改 訂 ）（ 英 語 教 材 に つ い て は 、2 0 年 度 の 試 行 結 果 に よ り 改 訂・改 善 し 、

2 1 年 度 の 同 教 育 の 本 実 施 へ 備 え る 。 新 た に 国 語 基 礎 教 育 用 の 教 材 開 発 に

着 手 ）  

⑥   4 月 ～ 3 月  正 課 外 教 育 の 実 施 ・ 試 行 （ 社 会 人 基 礎 力 の 能 力 検 定 、 お よ

び 社 会 人 基 礎 講 座 ）（ 能 力 検 定 は 、 1 9 年 度 の 3 年 次 生 へ の 試 行 か ら 1～ 3

年 次 生 へ 全 面 展 開 。社 会 人 基 礎 講 座 は 、全 学 部 学 科 の １ ～ 3 年 次 生 を 対 象

に 試 行 ）  

⑦   4 月 ～ 3 月  支 援 環 境 （ 学 生 サ ー ビ ス ポ ー タ ル サ イ ト お よ び 就 職 ・ キ ャ

リ ア 形 成 面 談 支 援 シ ス テ ム ） の 本 運 用 （ 1 9 年 度 の 環 境 整 備 を 受 け て 試 験

運 用 を 継 続 し 、 2 0 年 度 後 半 か ら 本 運 用 ）  

⑧   4 月 ～ 9 月  新 制 度 に よ る イ ン タ ー ン シ ッ プ 活 動 の 試 行 （ 2 1 年 度 の 本 実

施 へ 向 け て 、 2 0 年 度 に 試 行 ）  

⑨   4 月 ～ 2 月  専 門 課 程 お よ び 資 格 取 得 課 程 で の キ ャ リ ア 教 育 の 試 行 ・ 実

施 （ 2 0 年 度 か ら 実 施 、 2 1 年 度 に は さ ら に 拡 充 ）  

⑩   4 月 ～ 2 月  教 育 （ 正 課 及 び 正 課 外 教 育 ） の I C T 化 と e ラ ー ニ ン グ 授 業

の 導 入（ 2 0 年 度 は こ れ ま で の 実 施 内 容（ 一 部 学 科 を 中 心 に 実 施 ））を さ ら

に 強 化 ・ 発 展 さ せ 、 対 象 の 拡 大 と 内 容 の 拡 充 を 図 る 。  

⑪   5 月 ～ 2 月  先 行 事 例 の 現 地 調 査  

⑫   5 月 ～ 3 月  個 別 評 価 会 議 （ 隔 月 奇 数 月 に 実 施 、 計 6 回 ） お よ び 全 体 の

評 価 会 議 の 開 催 （ 9 月 、 3 月 ）（ 次 年 度 も 、 同 様 の 趣 旨 で 継 続 ）  

⑬   2 月 ～  3 月  2 0 年 度 中 間 報 告 書 の 作 成  
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（ ３ ）  平 成 ２ １ 年 度  

 

 2 1 年 度 の 補 助 事 業 の 目 的 を 達 成 す る た め 、次 の ス ケ ジ ュ ー ル で 計 画 を 実 施 し

た 。本 補 助 事 業 は 3 年 計 画 で 実 施 す る も の で あ り 、2 1 年 度 は そ の 中 で 、2 0 年 度

ま で の 取 組 の 実 施 結 果 と 試 行 に 基 づ い て 、 全 面 的 な 本 実 施 へ 入 り 、 最 終 年 度 と

し て の 完 成 を 目 指 し た 。  

 

①   4 月  2 1 年 度 の 実 施 内 容 ・ 方 法 ・ 体 制 に つ い て の 確 認  

②   4 月  学 生 へ の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン と 学 生 向 け 案 内 リ ー フ レ ッ ト の 印

刷 ・ 配 布 （ 2 0 年 度 に 作 成 済 み ）  

③   4 月 ～ 2 月  基 礎 ゼ ミ 、 キ ャ リ ア 科 目 の 拡 充 ・ 強 化 （ 2 0 年 度 よ り 本 実 施

し た も の を 継 続 実 施 ）  

④   4 月 ～ 2 月  正 課 教 育 改 革（ 個 別 対 応 教 育 プ ロ グ ラ ム の 導 入 、 I C T 化 の 推

進 ） の 強 化 （ 2 0 年 度 の 全 学 展 開 の 結 果 を 受 け て 、 改 善 ・ 強 化 ）  

⑤   4 月 ～ 2 月  リ メ デ ィ ア ル 教 育 の 続 行 （ 新 英 語 教 育 を 全 学 科 で 実 施 ） と

追 加（ 国 語 基 礎 教 育 を 試 行 ）、お よ び 関 連 の 教 材 の 開 発（ 英 語 教 材 の 改 訂 ・

改 善 。 国 語 基 礎 教 育 用 教 材 の 改 訂 ）  

⑥   4 月 ～ 3 月  正 課 外 教 育 の 実 施 （ 社 会 人 基 礎 力 の 能 力 検 定 、 お よ び 社 会

人 基 礎 力 講 座 を 全 学 部 学 科 の １ ～ 3 年 次 生 を 対 象 に 実 施 ）  

⑦   4 月 ～ 3 月  支 援 環 境 （ 学 生 サ ー ビ ス ポ ー タ ル サ イ ト お よ び 就 職 ・ キ ャ

リ ア 形 成 面 談 支 援 シ ス テ ム ） の 本 運 用 （ 2 0 年 度 の 試 行 結 果 を 受 け て 本 運

用 へ 移 行 ）  

⑧   4 月 ～ 9 月  新 制 度 に よ る イ ン タ ー ン シ ッ プ 活 動 の 実 施 （ 2 0 年 度 の 試 行

結 果 に よ り 改 善 ）  

⑨   4 月 ～ 2 月  専 門 課 程 お よ び 資 格 取 得 課 程 で の キ ャ リ ア 教 育 の 拡 充 （ 2 0

年 度 の 試 行 結 果 に よ り 改 善 ）  

⑩   4 月 ～ 2 月  教 育 （ 正 課 及 び 正 課 外 教 育 ） の I C T 化 と e ラ ー ニ ン グ 授 業

の 導 入 （ 2 1 年 度 は こ れ ま で の 実 施 内 容 （ 一 部 学 科 を 中 心 に 実 施 ） を さ ら

に 強 化 ・ 発 展 さ せ 、 対 象 の 拡 大 と 内 容 の 拡 充 を 図 る 。）  

⑪   5 月 ～ 2 月  先 行 事 例 の 現 地 調 査  

⑫   5 月 ～ 3 月  個 別 評 価 会 議 （ 隔 月 奇 数 月 に 実 施 、 計 6 回 ） お よ び 全 体 の

評 価 会 議 の 開 催 （ 9 月 、 3 月 ）  

⑬   2 月 ～ 3 月  最 終 報 告 書 の 作 成 （ 1 9～ 2 1 年 度 ）  

⑭   3 月  本 事 業 の 報 告 会 の 開 催  
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１ .３  文 部 科 学 省 に よ る 選 定 理 由  

 

 本 取 組 が 文 部 科 学 省 の 補 助 事 業 と し て 選 定 さ れ た 際 の 選 定 理 由 を 以 下 に 報 告

す る 。 本 取 組 は 、 以 下 の 選 定 理 由 を 念 頭 に 置 き 取 り 組 ん で き た 。  

 

 本 取 組 は 、貴 学 の 全 学 的 な 取 組 と し て 着 手 し て い る 、エ ン ロ ー ル メ ン ト・マ

ネ ジ メ ン ト（ 入 学 か ら 卒 業 後 に い た る ま で の 一 貫 し た 個 別 対 応 教 育 を 通 じ て 学

生 の あ ら ゆ る 不 安 や 疑 問 に 徹 底 的 に 対 応 し 、そ の 過 程 で 主 体 的 な 学 習 意 欲 を 引

き 出 す こ と に よ っ て 、よ り 高 度 な 水 準 で 教 育 理 念 の 具 体 化 を 目 指 す ）の 一 環 と

し て 位 置 づ け ら れ て い ま す 。こ れ ま で 個 々 に 行 わ れ て き た キ ャ リ ア 関 連 教 育 を

体 系 化 し 、正 課 外 教 育 活 動 の キ ャ リ ア 形 成・就 職 支 援 と の 連 携 を 図 り 、総 合 的

な キ ャ リ ア 教 育 の 体 系 化 を 目 指 し た も の で す 。  

 安 易 な I T 導 入 に よ る キ ャ リ ア 教 育 支 援 シ ス テ ム に は 本 来 悲 観 的 で す 。 し か

し な が ら 、 全 学 生 を 対 象 と し 、 か つ 1～ 4 年 生 の 4 学 年 を 通 じ て 、 1 0 名 以 内 を

原 則 と し た ゼ ミ を 置 き 、ゼ ミ 担 当 者 に よ る 徹 底 し た 個 別 対 応 体 制（ 丹 念 な 学 力

把 握 と 個 別 指 導 、成 績 評 価 、出 席 確 認 な ど も 含 む ）に よ り 、キ ャ リ ア 形 成 へ の

恒 常 的 な 対 応 を す る と い う 人 に よ る 運 用 が 計 画 さ れ て お り 、 そ れ を I T 活 用 に

よ る 支 援 シ ス テ ム で バ ッ ク ア ッ プ し よ う と 試 み て い ま す 。そ の 相 乗 効 果 が 発 揮

さ れ る こ と を 期 待 し ま す 。  

 本 取 組 が 効 果 的 に 機 能 し 、実 効 性 が あ が る よ う 実 施 プ ロ セ ス の 経 過 評 価 、実

施 結 果 の 評 価 ・ 検 証 を し っ か り と 行 っ て い た だ け る こ と を 期 待 し ま す 。  
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２ . 取 組 の 実 施 概 要  

 

２ .１  「 就 労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成 」 に 関 す る 取 組  

 

 本 取 組 の 目 標 の 1 つ 「 就 労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成 」 で は 、 十 分 な 就 労 観 （ 職 に 就

く こ と へ の 理 解 ） を 持 つ こ と に よ り 、 働 く こ と の 意 味 を 理 解 し 、 そ こ に 希 望 を

見 出 す こ と が で き る こ と を 目 指 し た 。「 基 礎 ゼ ミ 」を は じ め と し た 正 課 科 目 と 個

別 対 応 教 育 と し て 取 り 組 ん だ 以 下 の 実 施 項 目 で 、 就 労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成 を 図 っ

た 。 そ の 実 施 項 目 と 特 徴 を 以 下 に 説 明 す る 。 ま た 、 そ の 効 果 に つ い て は 、 ア ン

ケ ー ト に よ り 就 労 意 識 を 調 査 す る こ と で 分 析 し た 。  

 

（ １ ）  実 施 項 目 と 特 徴 ・ 内 容  

 

①  基 礎 ゼ ミ  

 1 5 名 以 下 の 少 人 数 ゼ ミ で 行 う 必 修 科 目 。 以 下 の 内 容 を 全 学 共 通 の

学 習 項 目 と し て 授 業 に 組 み 込 む こ と と し て い た 。  

1 .  自 分 史 と 将 来 イ メ ー ジ の 具 体 化  

2 .  将 来 イ メ ー ジ の 視 点 か ら 大 学 で の 学 び デ ザ イ ン  

3 .  就 労 体 験 談 （ 卒 業 生 な ど の 講 演 ）  

4 .  個 別 面 談  

5 .  夏 休 み の 社 会 活 動  

 

②  キ ャ リ ア デ ザ イ ン 講 座 Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ  

 全 学 共 通 の 比 較 的 多 人 数 で 実 施 す る 選 択 科 目 。学 科 の 枠 を 超 え 、毎

回 違 う メ ン バ ー に よ る グ ル ー プ ワ ー ク を 中 心 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

能 力 の 向 上 を は か っ た 。  

Ⅰ は １ 年 生 を 対 象 と し 、 自 己 分 析 ・ 自 己 理 解 を 目 的 と し て い た 。  

Ⅱ は ２ 年 生 を 対 象 と し 、 社 会 と 職 業 理 解 を 目 的 と し て い た 。  

Ⅲ は ３ 年 生 を 対 象 と し 、実 践 的 な 職 業 体 験（ イ ン タ ー ン シ ッ プ ）に 取

り 組 む こ と を 目 的 と し て い た 。  

 

― 10 ―



③  大 学 基 礎 講 座 Ⅰ ・ Ⅱ  

 「 学 び の 技 法 」を テ ー マ と し 、Ⅰ で は 、大 学 の 様 々 な 授 業 で 必 要 と

さ れ る 基 礎 的 で 一 般 的 な 「 学 習 技 能 」 に つ い て 学 ぶ 。「 大 学 で 興 味 深

く ・ 積 極 的 に ・ 楽 し く 学 ぶ 」と い う こ と を 実 現 す る た め の 援 助 を す る

こ と を 目 的 と し て い た 。  

Ⅱ で は 、自 分 で 研 究 を し 、そ の 成 果 を 発 表 す る た め の 技 術 の 習 得 を

目 的 と し た 。大 学 で は 、高 校 ま で と 異 な り「 与 え ら れ た 課 題 を こ な す 」

だ け で は な く 、自 分 で 問 題 を 発 見 し 、そ の 解 決 に 取 り 組 む こ と が 要 求

さ れ る 。こ の 授 業 で は 、そ の た め の 基 本 的 な 技 能 に つ い て 体 験 的 に 学

修 し た 。  

 

④  ラ ー ニ ン グ ル ー ム  

 個 別 対 応 教 育 と し て 、 先 輩 学 生 （ 3 年 生 中 心 ） か ら 後 輩 （ 1 年 生 ）

へ の 個 別 ア ド バ イ ス に よ り 大 学 生 活 を サ ポ ー ト す る こ と を 目 的 と し

た 。各 学 科 単 位 で ル ー ム 開 設 し 、決 め ら れ た 時 間 内 は 、先 輩 学 生（ S A）

が 待 機 し 、 相 談 希 望 者 の 対 応 を 行 っ た 。  

 学 科 に よ っ て は 必 要 な 知 識 の リ メ デ ィ ア ル 教 育 の 役 割 も 担 っ て お

り 、基 礎 統 計 ・ 文 章 表 現 力 テ ス ト ・ 漢 字 検 定 対 策 講 座 な ど の テ ー マ に

従 っ た 学 習 支 援 も 行 っ た 。  

 

⑤  ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー の 個 別 面 談  

 

⑥  教 育 実 習 ・ 栄 養 士 の 臨 地 実 習 ・ 社 会 福 祉 現 場 実 習 ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ  

 

 

 全 学 年 で 担 任 制 の 構 成 に し 、教 員 に よ る 個 別 面 談 を 実 施 し た 。そ の

中 で 、 就 労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成 に つ な が る 指 導 を 行 っ た 。  

 実 際 の 働 く 現 場 を 体 験 す る こ と で 、就 労 意 識 の 醸 成 と 社 会 人 基 礎 力

の 養 成 を 目 的 と し た 。終 了 後 の レ ポ ー ト 作 成 と 発 表 に よ り 、省 察 す る

こ と で 成 果 の 定 着 を 図 っ た 。  
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（ ２ ）  実 施 結 果  

 

 上 記 実 施 項 目 に 関 し て 、 各 学 科 ・ 関 連 部 署 に お い て 年 間 計 画 を 作 成 し 、 そ れ

に 基 づ き 実 施 し た 。 実 施 状 況 は 以 下 の よ う な 共 通 フ ォ ー マ ッ ト を 作 成 し 、 キ ャ

リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 で 報 告 し 情 報 共 有 を 行 っ た 。  

 

 

取 組 期 間 を 振 り 返 っ た 各 学 科 か ら の 実 施 結 果 報 告 は 以 下 の と お り で あ っ た 。 

 

①  日 本 語 日 本 文 学 科  

各 教 員 に よ っ て 取 り 組 み の 方 法 ・ 内 容 に ば ら つ き が あ っ た が 、 学 生 の 反

応 を 見 る と 、 お お む ね 効 果 が あ っ た と 考 え ら れ る 。  

 

②  国 際 英 語 学 科  

現 在 の 不 況 の も と 、3 回 生 ぐ ら い か ら は 就 職 状 況 を 心 配 し て 、自 分 が ど の

よ う な キ ャ リ ア を 選 べ る の か 関 心 が 強 ま っ て い る 。 本 学 科 で は あ る 程 度

だ が 、 学 生 の そ の よ う な 関 心 に 応 え る こ と が 出 来 た 。  
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③  全 学 共 通 教 育 セ ン タ ー  

各 取 組 に お い て 学 生 に 促 し て お り 、 学 生 は 素 直 に 反 応 し 意 欲 を 見 せ て は

い る が 、 学 生 は あ る 一 定 レ ベ ル に 到 達 し た 時 点 で そ れ 以 上 を 目 指 さ な く

な る 傾 向 が あ る 。  

 

④  人 間 関 係 学 科  

具 体 的 テ ー マ と し て 意 識 す る こ と に よ り 、 向 上 が 感 じ ら れ る 。 ア ン ケ ー

ト 結 果 か ら も そ れ が 読 み 取 れ る 。  

 

⑤  健 康 栄 養 学 科  

1 年 生 で の 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 の 仕 事 の イ メ ー ジ を 描 く こ と 、 1～ 3 年 生

の 「 健 康 栄 養 学 科 キ ャ リ ア 支 援 講 座 」 に お け る 卒 業 生 の 講 演 は 目 指 す 管

理 栄 養 士 の 職 場 に 対 す る 就 労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成 に 効 果 が あ っ た と 考 え ら

れ る 。  

 

⑥  社 会 福 祉 学 科  

1 年 次 の 基 礎 演 習 か ら 自 ら の 将 来 像 を 意 識 し て 、そ の 実 現 に 必 要 な 知 識 ・

技 術 を 習 得 す る た め の 学 習 意 識 を 高 め る た め の 内 容 と し た 。 特 に 、 多 く

の 学 生 が 、 ゲ ス ト ス ピ ー カ ー の 話 や 現 場 で の 見 学 を 経 験 か ら 、 そ の 意 識

は 持 つ 効 果 が あ っ た 。 ま た 、 本 学 科 で は 、「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 講 座 Ⅰ 」 を

履 修 す る よ う 指 導 し て お り 、 履 修 率 は 非 常 に 高 い 。  
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（ ３ ）  就 労 意 識 調 査 の 結 果  

 

 就 労 意 識 の 喚 起 測 定 と し て は 、 1， 2 年 生 を 対 象 に ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。平

成 2 1 年 1 月 に 実 施 し た ア ン ケ ー ト （ 図 ３ ）、 平 成 2 1 年 6 月 （ 図 ４ の 上 部 ）、 平

成 2 2 年 1 月 （ 図 ４ ） と 都 度 必 要 と 考 え ら れ る 改 善 を 行 い な が ら 実 施 し た 。  

 

２ 年 生 の 意 識 調 査 結 果  1 年 生 の 意 識 調 査 結 果  

2 1 年 １ 月 調 査  

（ 2 9 1 名 ） ※ 1  

2 2 年 1 月 調 査  

（ 2 3 8 名 ）  

2 1 年 6 月 調 査  

（ 3 4 8 名 ）  

2 2 年 1 月 調 査  

（ 3 2 4 名 ）  
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 赤 系 統 ： 就 職 し て 、 ず っ と 働 き 続 け た い  

 黄 系 統 ： 家 事 や 育 児 中 は 、 仕 事 は 休 み た い  

 青 系 統 ： 就 職 す る が い つ か や め る  

 

※ 1） 平 成 2 1 年 1 月 実 施 の 初 回 ア ン ケ ー ト で は 、 1 年 生 に は 「 結 婚 」 が 現 実 的

な 言 葉 と し て 受 け 取 る こ と が 難 し い と の 意 見 が あ り 、 6 月 実 施 の ア ン ケ ー

ト か ら 、設 問 の 見 直 し を 実 施 し た 。先 に 働 く 事 を イ メ ー ジ さ せ 、人 生 の 延

長 上 に は 、家 事 や 育 児・介 護 と い っ た 選 択 が あ る こ と を 意 識 さ せ る ア ン ケ

ー ト へ の 変 更 を 行 っ た 。  

 

以 上 の 実 施 結 果 か ら 考 え ら れ る ま と め  

 ■ 就 職 し て 、 ず っ と 働 き 続 け た い 学 生 は 半 数 以 上   

 ■ 就 職 す る が い つ か や め る と い う 学 生 は 、 ２ 年 生 の 方 が 少 な い  

 ■ 家 事 や 育 児 中 は 、 仕 事 は 休 み た い 学 生 は １ 年 生 の 方 が 多 い  
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図 ３  平 成 2 1 年 1 月 実 施  就 労 意 識 調 査  

（京都女子大学のアンケートを参考に作成） 
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図 ４  平 成 2 2 年 1 月 実 施  就 労 意 識 調 査  
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（ ４ ）  今 後 の 課 題  

 

 現 在 、 就 労 意 識 に 関 し て は 低 学 年 で の み ア ン ケ ー ト を 実 施 と し て い る 。 前 述

の 取 組 が 低 学 年 向 け の 実 施 内 容 が 中 心 で あ る 事 と 、 4 年 生 に は 「 学 生 生 活 に 対

す る 満 足 度 」 や 「 進 路 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 し て お り 、 学 生 へ の 負 担 軽

減 を 考 慮 し て で あ る 。 今 後 、 ア ン ケ ー ト の 負 担 軽 減 策 を 考 え る こ と で 、 卒 業 時

点 で の 就 労 意 識 調 査 に よ り 4 年 間 の 学 習 効 果 を 測 定 に つ い て 検 討 が 必 要 で あ る 。 

 

 

２ .２  「 基 本 的 能 力 の 養 成 」 に 関 す る 取 組  

 

 本 取 組 目 標 の 「 基 本 的 能 力 の 養 成 」 で は 、 社 会 に 出 て 働 く と き に 基 本 的 に 必

要 と さ れ る 「 読 む 、 書 く 、 聞 く 、 話 す 」 な ど の 「 理 解 力 、 表 現 力 、 論 理 的 思 考

力 」 と い っ た 基 本 的 能 力 を 、 徹 底 し て 養 成 し た 。 リ メ デ ィ ア ル 教 育 を 中 心 に 、

個 々 の 能 力 に 応 じ て 学 習 で き る e -ラ ー ニ ン グ 教 材 を 取 り 入 れ た 内 容 と な っ て

い る 。 取 組 効 果 の 測 定 と し て は 、 入 学 時 ・ 就 職 活 動 開 始 時 に 実 施 す る ア セ ス メ

ン ト に よ り 測 定 を 行 っ た 。 本 取 組 期 間 が 、 2 年 6 ケ 月 で あ る こ と か ら 、 同 学 生

で の 経 年 比 較 は で き な か っ た が 、 大 学 全 体 と し て の 目 安 と し て 、 全 国 偏 差 値 で

の 効 果 報 告 と し た 。  

 

（ １ ）  実 施 項 目 と 特 徴 ・ 内 容  

 

①  基 礎 ゼ ミ  

 1 5 名 以 下 の 少 人 数 ゼ ミ で 行 う 必 修 科 目 。 各 学 科 の 学 習 で 必 要 と な

る 基 礎 的 な 能 力 を 育 成 す る 事 を 目 的 の 一 つ と し た 。  

 

②  ラ ー ニ ン グ ル ー ム  

 個 別 対 応 教 育 と し て 、 先 輩 学 生 （ 3 年 生 中 心 ） か ら 後 輩 （ 1 年 生 ）

へ の 個 別 ア ド バ イ ス に よ り 大 学 生 活 を サ ポ ー ト す る こ と を 目 的 と し

た 。各 学 科 単 位 で ル ー ム 開 設 し 、決 め ら れ た 時 間 内 は 、先 輩 学 生（ S A）

が 待 機 し 、 相 談 希 望 者 の 対 応 を 行 っ た 。  

 学 科 に よ っ て は 必 要 な 知 識 の リ メ デ ィ ア ル 教 育 の 役 割 も 担 っ て お

り 、基 礎 統 計・ 文 章 表 現 力 テ ス ト ・漢 字 検 定 対 策 講 座 な ど の テ ー マ に

従 っ た 学 習 支 援 も 行 っ た 。  

 

③  ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー の 個 別 面 談  

 全 学 年 で 担 任 制 の 構 成 に し て お り 、 教 員 に よ る 個 別 面 談 を 実 施 し
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④  国 語 基 礎 教 育  

 

⑤  新 英 語 教 育  

 

⑥  導 入 教 育 （ 大 学 基 礎 講 座 ）  

 

⑦  I C T リ テ ラ シ ー 教 育 （ 情 報 処 理 ）  

 

⑧  ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 に よ る 自 習 教 育  

 

 

た 。そ の 中 で 、基 礎 的 な 能 力 を 把 握 し 、学 習 を 補 う よ う に 指 導 を 行 っ

た 。  

 リ メ デ ィ ア ル 教 育 と し て 、本 学 学 生 の 苦 手 分 野 の オ リ ジ ナ ル 教 材 を

開 発 し 講 座 で 活 用 し た 。  

 教 育 の I C T 化 を 実 現 し 、音 声 学 習 を 可 能 と し た オ リ ジ ナ ル ｅ ラ ー ニ

ン グ 教 材 を 開 発 し 、授 業 に 活 用 し た 。自 宅 学 習 に よ り 、学 生 個 人 の 学

力 と 進 度 に 応 じ た 学 習 が 可 能 で 、音 声 教 材 は 携 帯 音 楽 プ レ イ ヤ ー に も

ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が 出 来 る 。 i T u n e s を 利 用 す る と ポ ッ ト キ ャ ス

ト 機 能 に よ り 自 動 ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が で き 、  i P o d を 使 用 し た モ

バ イ ル 学 習 の 環 境 を 実 現 し た 。  

 文 章 作 成 能 力 や 漢 字 識 字 能 力 と い っ た 、大 学 の 授 業 を 受 け る た め に

必 要 な 能 力 を 学 習 し た 。  

 コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー に 関 す る 実 習 を 中 心 と し た 講 座 を 実 施 し

た 。  

 W e b シ ス テ ム に e ラ ー ニ ン グ 環 境 を 構 築 し 、 実 績 の あ る 以 下 の 教 材

を 導 入 し 、 自 習 す る よ う 指 導 し た 。  

 ・ T O E I C 写 真 描 写 問 題  

・ T O E I C 応 答 問 題  

 ・ リ メ デ ィ ア ル 統 計 学 Ⅰ  

・ 簿 記 入 門  

 ・ 正 し い 日 本 語 入 門  
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（ ２ ）  実 施 結 果  

 

上 記 実 施 項 目 に 関 し て 、 各 学 科 ・ 関 連 部 署 に お い て 年 間 計 画 を 作 成 し 、 そ れ

に 基 づ き 実 施 し た 。 実 施 状 況 は 、 共 通 フ ォ ー マ ッ ト に ま と め キ ャ リ ア 教 育 推 進

連 絡 会 で 報 告 し 情 報 共 有 を 行 っ た 。 取 組 期 間 を 振 り 返 っ た 各 学 科 か ら の 実 施 結

果 報 告 は 以 下 の と お り で あ っ た 。  

 

①  日 本 語 日 本 文 学 科  

学 生 へ の 周 知 、 提 供 す る 内 容 に 工 夫 す べ き 余 地 が あ り 、 未 実 施 の 内 容 が

出 た が 、 実 施 し た 項 目 に つ い て は 効 果 を あ げ る こ と が で き た 。  

 

②  国 際 英 語 学 科  

本 学 で は 、 英 語 力 の 向 上 が 最 大 の 目 標 だ が 、 各 種 英 語 強 化 科 目 で の 授 業

を 通 し て 、 あ る 程 度 の 効 果 が 上 が っ た 。  

 

③  全 学 共 通 教 育 セ ン タ ー  

各 取 組 に お い て 学 生 に 促 し て お り 、 学 生 は 素 直 に 反 応 し 意 欲 を 見 せ て は

い る が 、 学 生 は あ る 一 定 レ ベ ル に 到 達 し た 時 点 で そ れ 以 上 を 目 指 さ な く

な る 傾 向 が あ る 。  

 

④  人 間 関 係 学 科  

ラ ー ニ ン グ ル ー ム で の 数 学 、 英 語 リ メ デ ィ ア ル 教 育 で 一 定 の 効 果 が あ が

っ て い る 。 学 生 の モ チ ベ ー シ ョ ン 維 持 と プ レ ー ス メ ン ト テ ス ト で の 苦 手

分 野 の 分 析 等 が 今 後 の 課 題 で あ る と 考 え て い る 。  

 

⑤  健 康 栄 養 学 科  

入 学 時 の 学 生 の 基 本 的 能 力 に 差 が あ る が 、 理 数 系 を 中 心 と し た リ メ デ ィ

ア ル 教 育 等 に よ る 底 上 げ に つ い て 検 討 し て い き た い 。  

 

⑥  社 会 福 祉 学 科  

本 学 科 で は 、 大 学 基 礎 講 座 Ⅰ を 履 修 す る よ う に も 指 導 し て お り 、 履 修 率

は 非 常 に 高 く な っ て い る 。  

平 成 2 0 年 度 は 1 年 生 を 対 象 に 文 章 表 現 力 テ ス ト を 導 入 し 、 テ キ ス ト を 用

い た 文 章 表 現 の 学 習 も 実 施 し た ． 平 成 2 1 年 は １ 、 2 年 生 を 対 象 に 文 章 表

現 力 テ ス ト を 実 施 し 、さ ら に 1 年 生 を 対 象 に 日 本 語 力 テ ス ト を 実 施 し た 。

文 章 表 現 力 テ ス ト は １ 、2 年 次 を 比 較 す る と 2 年 年 次 の 結 果 が １ 年 次 を よ

り も 低 く な っ て お り 原 因 の 追 及 が 必 要 で あ る 。  

一 方 で 2 1 年 度 1 年 生 は 現 2 年 生 の 1 年 次 よ り も 若 干 基 礎 能 力 が 高 い 結 果

と な っ た ． 今 後 こ れ ら （ 文 章 表 現 力 ・ 日 本 語 能 力 テ ス ト ） の 結 果 を ふ ま

え て ど の よ う に 能 力 を 伸 ば す よ う 指 導 し て い く が 検 討 を 要 す る 。  
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（ ３ ）  成 果  

 

 基 本 的 能 力 の 測 定 と し て は 、 入 学 時 に 実 施 す る ベ ネ ッ セ コ ー ポ レ ー シ ョ ン の

ア セ ス メ ン ト 「 自 己 発 見 レ ポ ー ト 」 と 3 年 生 の 就 職 活 動 開 始 時 に 実 施 す る 「 キ

ャ リ ア ア プ ロ ー チ（ 職 業 適 性 検 査 ）」の 基 本 的 能 力 の 全 国 偏 差 値 に よ り 、効 果 測

定 を 実 施 し た 。 本 取 組 実 施 後 の 測 定 を 開 始 し た ア セ ス メ ン ト で あ る た め 、 1 年

生 に 関 し て は 、平 成 2 0、 2 1 年 入 学 の 2 学 年 で 実 施 し（ 入 学 直 後 の 4 月 実 施 ）、 3

年 生 に 関 し て は 、 平 成 1 7～ 1 9 年 入 学 の 3 学 年 で 実 施 し た （ 平 成 1 9～ 2 1 年 11

月 実 施 ）。 同 学 年 生 を 対 象 に し た 経 年 比 較 は ま だ 測 定 で き な い 状 況 で は あ る が 、

全 国 偏 差 値 で あ る こ と か ら 、 大 学 と し て の 教 育 効 果 に つ い て 取 組 成 果 の 推 定 は

で き る と 考 え る 。 以 下 に そ の 結 果 を 報 告 す る 。  

 

受 診 人 数  平 成 1 9 年 度  平 成 2 0 年 度  平 成 2 1 年 度  

自 己 発 見 レ ポ ー ト （ １ 年 生 ）  未 実 施  1 6 8 名  2 5 3 名  

キ ャ リ ア ア プ ロ ー チ （ ３ 年 生 ） 1 9 1 名  1 7 9 名  1 8 8 名  

 

 上 記 は 、平 成 2 1 年 度 実 施 の 自 己 発 見 レ ポ ー ト（ １ 年 生 ）と キ ャ リ ア ア プ ロ ー

チ （ ３ 年 生 ） の 全 国 偏 差 値 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。 寒 色 系 グ ラ フ は １ 年 生 、

暖 色 系 グ ラ フ が ３ 年 生 の 偏 差 値 分 布 で あ る 。  

言 語 能 力 に 関 し て は 、 １ 年 生 で は 「 標 準 よ り や や 低 い 」 と こ ろ に 、 2 0 %強 の

学 生 集 団 が 見 受 け ら れ 、 ２ 極 化 さ れ て お り 、 ３ 年 生 お い て は 「 標 準 か ら や や 高

い 」 学 生 集 団 が 大 き く 増 加 し て い る こ と が わ か る 。 ３ 年 生 で 偏 差 値 の 低 い 分 布

が 標 準 に 移 行 し て い る こ と か ら 、 言 語 理 解 力 に 関 し て は 、 低 学 年 で の 基 本 的 能

力 の 教 育 効 果 が 表 れ て い る と 予 測 で き る 。 2 2 年 度 、３ 年 生 に 対 し て「 キ ャ リ ア

ア プ ロ ー チ（ 職 業 適 性 検 査 ）」を 実 施 す る こ と で 、経 年 比 較 が 実 現 で き る こ と よ

り そ の 成 果 確 認 を 実 施 で き る 見 込 み で あ る 。  

平 成 2 1 年 度 言 語 能 力 全 国 偏 差 値  

 １ ・ ３ 年 生 構 成 比 較  

平 成 2 1 年 度 数 理 能 力 全 国 偏 差 値  

１ ・ ３ 年 生 構 成 比 較  
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 １ 年 生 の 判 断 推 理 が 、 標 準 を ピ ー ク に 左 右 対 称 の 構 成 に な っ て い る こ と に 比

べ 、３ 年 生 の 数 理 能 力 は 、「 標 準 か ら や や 高 い 」部 分 に 分 布 の ふ く ら み が 見 受 け

ら れ る こ と よ り 、 取 組 効 果 が 表 れ て い と 予 測 で き る 。 し か し 、 論 理 的 推 論 力 に

関 し て は 、「 や や 低 い 」と「 や や 高 い 」に ピ ー ク が 分 散 す る こ と よ り 、得 意 不 得

意 に 分 離 し て い る こ と が 予 測 さ れ る 。こ の 点 に 関 し て は 、「 間 違 っ て い る 」の か 、

あ る い は「 未 回 答（ 問 題 放 棄 ）」な の か 、回 答 状 況 を 分 析 し 、問 題 に 馴 染 む こ と

（ 反 復 練 習 ） に つ い て 検 討 が 必 要 と 考 え る 。  

 

 

（ ４ ）  今 後 の 課 題  

 

 学 生 の 学 力 に 差 が あ る た め 、 正 課 教 育 と し て 効 率 的 な 学 習 を 行 う た め に は 、

学 力 別 の ク ラ ス 分 け が 必 要 で あ る が 、 実 際 に は 困 難 な 点 が あ る 。 中 に は や る 気

が 続 か な い 学 生 も 存 在 す る 為 、ｅ -ラ ー ニ ン グ 等 、学 力 に 応 じ た 学 習 環 境 の 更 な

る 充 実 と 学 習 意 欲 を 継 続 す る 方 法 に つ い て 検 討 が 必 要 で あ る 。  

 

 

２ .３  「 社 会 人 基 礎 力 の 養 成 」 に 関 す る 取 組  

 

 本 取 組 の 目 標「 社 会 人 基 礎 力 の 養 成 」は 、「 基 本 的 能 力 の 養 成 」を さ ら に す す

め て 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力 、 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 能 力 （ 人 と 共 同 し て 問 題 の

解 決 に 当 た る 能 力 ）、問 題 発 見 力・解 決 能 力 、情 報 シ ス テ ム 活 用 能 力 、英 語 力 等

の よ り 実 践 的 で 高 度 な 社 会 人 基 礎 力 を 養 成 す る 。 正 課 教 育 の み な ら ず 、 正 課 外

教 育 と し て 、 2 , 3 回 生 を 中 心 と し た 希 望 者 へ の「 社 会 人 基 礎 力 養 成 講 座 」「 ス キ

ル ア ッ プ 講 座 」 を 開 講 し た 。  

 そ の 成 果 指 標 と し て 、 希 望 者 を 対 象 と し て 、 株 式 会 社 ジ ェ イ ・ エ ス ・ エ ル の

H Q（ H u m a n  Q u o t i e n t  ®） テ ス ト を 取 り 入 れ た 。 そ の 結 果 を 以 下 に 報 告 す る 。  

 

（ １ ）  実 施 項 目 と 特 徴 ・ 内 容  

 

①  イ ン タ ー ン シ ッ プ ・ 専 門 実 習 （ 教 育 実 習 ・ 栄 養 士 の 臨 地 実 習 ・ 社 会 福 祉

現 場 実 習 ）  

 実 際 に 働 く 現 場 を 体 験 す る こ と で 、就 労 意 識 の 醸 成 と 社 会 人 基 礎 力

の 養 成 を 行 っ た 。  

 

②  専 門 課 程 （ 専 門 ゼ ミ 等 ）  

 専 門 課 程 教 育（ 専 門 ゼ ミ 等 の 正 課 教 育 ）で 、実 務 に 必 要 な 資 格 取 得

に 関 す る 教 育 の 充 実 や 社 会 で 働 く 卒 業 生 と の 交 流 に よ り 社 会 を 身 近

に 感 じ る 教 育 を 行 っ た 。  

 学 生 の 協 調 学 習 を 促 す 授 業 環 境 の 構 築 、グ ル ー プ ワ ー ク 、ロ ー ル プ

レ イ 、ケ ー ス ス タ デ ィ 等 、実 際 の 働 く 環 境 に 近 い 体 験 型 学 習 を 行 っ た 。 
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③  社 会 人 基 礎 力 養 成 講 座 Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ （ 正 課 外 教 育 ）  

 Y E S プ ロ グ ラ ム に 準 拠 し た テ キ ス ト を 活 用 し 、 企 業 に 精 通 し た 外 部

講 師 に よ る 講 義 を 実 施 す る 。Ⅰ と Ⅱ は ２ 年 生 、Ⅲ は ３ 年 生 を 対 象 と し

て お り 、 以 下 の よ う な 内 容 の 講 座 を 実 施 し た 。  

 

社 会 人 基 礎 力 養 成 講 座 Ⅰ ： 読 み 書 き ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

 ビ ジ ネ ス 文 書 の 書 き 方 な ど 社 会 人 と し て 必 要 な 読 み 書 き に 関 す る

こ と と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 に つ い て 、講 座 と 演 習 を 交 え て 学 習 を

行 っ た 。  

 

社 会 人 基 礎 力 養 成 講 座 Ⅱ ： 実 務 計 算 ・ 社 会 人 常 識  

税 金 、利 益 率 な ど 社 会 で 必 要 な 実 務 計 算 と 、社 会 動 向 な ど 社 会 人 常

識 に つ い て 学 習 を 行 っ た 。  

 

社 会 人 基 礎 力 養 成 講 座 Ⅲ ： ビ ジ ネ ス マ ナ ー  

あ い さ つ の 仕 方 、敬 語 の 使 い 方 、伝 言 な ど ビ ジ ネ ス マ ナ ー に つ い て

体 験 を 交 え た 学 習 を 行 っ た 。  

 

④  ス キ ル ア ッ プ 講 座 （ 正 課 外 教 育 ）  

 

 

（ ２ ）  実 施 結 果  

 

上 記 実 施 項 目 に 関 し て 、 各 学 科 ・ 関 連 部 署 に お い て 年 間 計 画 を 作 成 し 、 そ れ

に 基 づ き 実 施 し た 。 実 施 状 況 は 、 共 通 フ ォ ー マ ッ ト に ま と め キ ャ リ ア 教 育 推 進

連 絡 会 で 報 告 し 情 報 共 有 を 行 っ た 。 取 組 期 間 を 振 り 返 っ た 各 学 科 か ら の 実 施 結

果 報 告 は 以 下 の と お り で あ っ た 。  

 

①  日 本 語 日 本 文 学 科  

各 教 員 に よ っ て 取 り 組 み の 方 法 ・ 内 容 に ば ら つ き が あ っ た が 、 学 生 の 反

応 を 見 る と 、 お お む ね 効 果 が あ っ た と 考 え ら れ る 。  

 

②  国 際 英 語 学 科  

学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 の ア ッ プ 、 P o w e r P o i n t な ど を 使 っ た 説 明 、

 資 格 取 得 支 援 、 就 職 活 動 支 援 と し て 、 以 下 の 対 策 講 座 を 開 講 す る 。 

  一 般 企 業 筆 記 試 験 ・ 公 務 員 試 験 対 策 講 座  

  話 し こ と ば 検 定 対 策 講 座  

  面 接 ス キ ル ア ッ プ 講 座  

  日 本 語 検 定 対 策 講 座  
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各 種 書 類 の 書 き 方 な ど 、 ゼ ミ 授 業 を 通 し て 、 一 定 の 成 果 を 挙 げ た 。  

 

③  全 学 共 通 教 育 セ ン タ ー  

各 取 組 に お い て 学 生 に 促 し て お り 、 学 生 は 素 直 に 反 応 し 意 欲 を 見 せ て は

い る が 、 学 生 は あ る 一 定 レ ベ ル に 到 達 し た 時 点 で そ れ 以 上 を 目 指 さ な く

な る 傾 向 が あ る 。 但 し 、 実 際 に 学 生 の 能 力 を 向 上 さ せ る に は 十 分 な 時 間

と 教 え る 側 の 根 気 よ い 指 導 が 必 要 。  

 

④  人 間 関 係 学 科  

か な り 常 識 に 近 い レ ベ ル の 項 目 が 多 く 、 取 り 組 み の 成 果 か ど う か 判 別 し

に く い 。 教 員 間 で の 意 識 共 有 は 大 い に 図 る こ と が で き た 。  

 

⑤  健 康 栄 養 学 科  

専 門 科 目 、 特 に 臨 地 実 習 は 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 に な る た め の 社 会 人 基 礎

力 （ 調 査 分 析 力 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 力 、 レ ポ ー ト 作 成 能 力 、 コ ラ ボ レ

ー シ ョ ン 力 、 Ⅰ Ｃ Ｔ 活 用 能 力 ） を 強 化 す る う え で 一 定 の 効 果 が あ っ た 。  

 

⑥  社 会 福 祉 学 科  

3 年 次 で は 実 習 を 通 じ 、自 ら の 実 習 に お け る 問 題 や 疑 問 ゼ ミ 員 と の デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン を 通 じ 解 決 策 を 考 え 、 実 習 に て 試 す な ど し て 問 題 解 決 に 取 り

組 む 力 を 養 っ た 。  

社 会 福 祉 現 場 実 習 （ イ ン タ ー シ ッ プ ・ 専 門 実 習 ） に お い て は 、 学 生 の 学

状 況 、 到 達 レ ベ ル か ら 判 断 す る と 個 別 指 導 に 十 分 な 時 間 を 要 す る 。 し か

し 授 業 運 営 面 に つ い て は 、 今 年 度 よ り 実 習 指 導 と 実 習 の 教 員 を 固 定 し た

こ と に よ っ て ス ム ー ズ な 実 施 が で き た と い え る 。  

 

⑦  学 生 キ ャ リ ア 支 援 セ ン タ ー  

3 年 生 向 け の 社 会 人 基 礎 力 養 成 講 座 Ⅲ（ ビ ジ ネ ス マ ナ ー ）で は 目 的 意 識 を

も っ た 参 加 者 が 多 く 、出 席 者 の 満 足 度 は 高 い 。し か し 、 2 年 生 向 け Ⅰ 、Ⅱ

の 開 講 で 、 申 し 込 み 者 を 増 や す 工 夫 が 必 要 。 出 席 率 が 低 下 し て い く 点 の

改 善 も 検 討 が 必 要 で あ る 。  

 

 

（ ３ ）  成 果  

 

 社 会 人 基 礎 力 の 測 定 と し て は 、 株 式 会 社 ジ ェ イ ・ エ ス ・ エ ル の H Q（ H u m a n  

Q u o t i e n t  ®）テ ス ト を 利 用 し た 。平 成 1 9 年 度 に 試 行 的 に W e b に よ る 受 診 を 実 施

し た と こ ろ 受 診 者 は 約 3 0 名 で あ っ た 。 平 成 2 0 年 度 は 、 3 年 生 を 対 象 に マ ー ク

シ ー ト に 受 診 を 行 っ た と こ ろ 、受 診 者 は 1 1 8 名 、 W E B 受 診 は 3 2 名 で あ っ た 。平

成 2 1 年 度 は 、 全 学 年 を 対 象 に マ ー ク シ ー ト に よ る 受 診 を 取 り 入 れ た 。  

― 23 ―



平 成 2 1 年 度 の 受 診 状 況 と 受 診 結 果 を 以 下 に 報 告 す る 。  

 

①  受 診 状 況  

 1 年 生  2 年 生  3 年 生  4 年 生  

受 診 数  ２ １ １  １ ５ ２  ２ ４ ４  １ ７ １  

受 診 率  

（ 対 在 籍 数 ）  
５ ２ ％  ４ １ ％  ６ ０ ％  ３ ９ ％  

 

②  1 年 生 と ３ 年 生 の 自 己 評 価 比 較  

 

【 前 に 踏 み 出 す 力 】 自 己 評 価  

 

１ 年 生 に 比 べ 、 ３ 年 生 の 自 己 評 価

が 高 く 、 自 信 が つ い て き て い る こ

と が わ か る 。  

0

10

20

30

40

50

低い 標準 高い偏差値

構成率(%)

1年生

3年生

 
 

【 考 え 抜 く 力 】 自 己 評 価  

 

学 年 が 上 が る に 伴 い 、 自 己 評 価 が

低 い と 考 え る 学 生 が 減 り 、 平 均 的

以 上 に シ フ ト し て い る こ と が わ か

る 。  
0

10

20

30

40

50

低い 標準 高い
偏差値

構成率(%)

1年生

3年生

 
 

【 チ ー ム で 働 く 力 】 自 己 評 価  

 

偏 差 値 が 高 い 方 向 に シ フ ト し て い

る も の の 、 平 均 的 よ り 低 い 位 置 に

ピ ー ク が あ る 点 が 、 今 後 の 課 題 で

あ る 。  
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低い 標準 高い
偏差値

構成率(%)

1年生

3年生
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③  イ ン タ ー ン シ ッ プ 参 加 前 後 の 社 会 人 基 礎 力 比 較 事 例  

 

 

学 生 Ａ ） 社 会 人 と し て 就 労 体 験 す る こ と

で 、 全 体 的 に 自 信 が つ い た 事 例  

 

学 生 Ｂ ） イ ン タ ー ン シ ッ プ 体 験 の 中 に 「 働

き か け 」「 傾 聴 力 」「 情 況 把 握 力 」 を 必 要 と

な る 実 習 が あ り 、 実 体 験 す る こ と で 自 信 が

つ い た 顕 著 な 事 例  

 

 

ま た 、社 会 人 基 礎 力 の 成 果 の ひ と つ と し

て 、経 済 産 業 省 主 催 の 社 会 人 基 礎 力 育 成 グ

ラ ン プ リ に 参 加 し 、 外 部 発 表 を 体 験 し た 。  

 

経 済 産 業 省 主 催  

社 会 人 基 礎 力  

育 成 グ ラ ン プ リ

２ ０ １ ０  

 

西 日 本 予 選 大 会  

  奨 励 賞 受 賞  

 
 

 

 

（ ４ ）  株 式 会 社 ジ ェ イ ・ エ ス ・ エ ル に よ る Ｈ Ｑ サ ー ベ イ 報 告  

 

 社 会 人 基 礎 力 測 定 と し て は 、 H Q（ H u m a n  Q u o t i e n t  ®） テ ス ト を 、 平 成 1 9 年 度

に 試 行 的 に 実 施 し た 。2 0 年 度 は ３ 年 生 の 希 望 者 全 員 を 対 象 に 実 施 、2 1 年 度 は 全

学 年 の 希 望 者 を 対 象 に 実 施 し た 。  

そ の 結 果 は 受 診 者 個 々 の 診 断 結 果 の 他 、 サ マ リ ー 情 報 と し て 、 社 会 人 と 比 較

し た 分 析（ H Q サ ー ベ イ ）報 告 が 得 ら れ た 。そ の 分 析 結 果 を ２ 年 間 連 続 で 受 診 し

た 学 年 で 、 そ の 経 年 比 較 を 以 下 に 報 告 す る 。  

 

①  日 本 語 日 本 文 学 科 （ 平 成 2 0 年 度 2 1 名 受 診 、 平 成 2 1 年 度 4 2 名 受 診 ）  

 

 
３年生時点の結果分析 J S L ア ド バ イ ス  社 会 人 基 礎 力

自己評価上位３ 

社 会 人 基 礎 力

自己評価下位３ ４ 年 生 時 点 の 結 果 分 析  

H 2 0  

自 己 主 張 を す る

よ り も 相 手 の 状

況 や 気 分 に 併 せ

て 対 応 を 変 化 さ

せ る 傾 向 が 見 ら

れ ま す 。  

自 分 の 意 思 や 考

え を 相 手 に 伝 え

る 努 力 を す る こ

と に よ り 、コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 能

力 な ど は も っ と

向 上 す る と 考 え

ら れ ま す 。  

（チームで働く力） 

情 況 把 握 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

課 題 発 見 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

計 画 力  

（チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

 

（前に踏み出す力）

主 体 性  

 

（前に踏み出す力）

実 行 力  

偏

差

値

 

偏

差

値
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H 2 1  

自 分 が 行 う 学 問 や 研 究 に 対 し て 、 あ

る 程 度 の 自 己 完 結 性 を 持 ち な が ら

も 、 自 己 に 対 す る 「 ま だ ま だ 成 長 す

る 余 地 が あ る 」 と い う 思 い を 持 ち な

が ら 研 究 ・ 学 習 を 行 っ て い る よ う に

見 受 け ら れ ま す 。同 学 科 1 年 に 比 べ 、

一 般 社 会 人 女 性 に 比 べ て 波 形 や 差 が

近 し く な っ て い る こ と か ら も 、 社 会

に 向 け て の 自 己 認 識 力 が 備 わ っ て き

て い る よ う に 見 受 け ら れ ま す 。  

（前に踏み出す力） 

実 行 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

課 題 発 見 力  

 

（チームで働く力）

情 況 把 握 力  

（チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

 

（前に踏み出す力） 

主 体 性  

 

（チームで働く力）

規 律 性  

 

 

②  英 語 英 米 文 学 科 （ 平 成 2 0 年 度 1 5 名 受 診 、 平 成 2 1 年 度 3 2 名 受 診 ）  

 

 
３年生時点の結果分析 J S L ア ド バ イ ス  社 会 人 基 礎 力

自己評価上位３ 

社 会 人 基 礎 力

自己評価下位３ ４ 年 生 時 点 の 結 果 分 析  

H 2 0  

自 ら 目 標 を 設 定

す る 力 は や や 弱

い 傾 向 が 伺 え ま

す が 、 G o a l が 確

定 し て い る こ と

に 対 し て は 、 事

前 に し っ か り ス

ケ ジ ュ ー ル を 組

み コ ツ コ ツ と 取

り 組 む 姿 勢 が 伺

え ま す 。  

常 に あ ら ゆ る 媒

体 か ら 情 報 を 収

集 す る 意 識 を 持

つ こ と に よ り 、

今 、必 要 と さ れ る

知 識 や ス キ ル が

明 確 に な り 自 ら

G o a l を 設 定 す る

力 が 養 わ れ る 可

能 性 が 考 え ら れ

ま す 。  

（チームで働く力） 

情 況 把 握 力  

 

（チームで働く力）

規 律 性  

 

（チームで働く力）

柔 軟 性 /傾 聴

力  

（チームで働く力）

発 信 力  

 

（前に踏み出す力）

主 体 性  

 

（ 考 え 抜 く

力 ）  

計 画 力  

H 2 1  

自 己 の 研 究 や 学 習 に 対 し て 一 定 の 品

質 を 保 ち つ つ 完 了 さ せ る こ と が で き

る 自 信 を 持 ち な が ら 、 社 会 人 と し て

必 要 で あ る と 考 え る 、 成 果 に 対 す る

考 え 方 や 、 説 明 責 任 に 対 し て 弱 み を

感 じ て い る よ う に 見 受 け ら れ ま す 。  

（チームで働く力） 

情 況 把 握 力  

 

（前に踏み出す力） 

働 き か け 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

柔 軟 性  

（チームで働く力）

規 律 性  

 

（チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

 

（チームで働く力） 

発 信 力  
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③  人 間 関 係 学 科 （ 平 成 2 0 年 度 5 8 名 受 診 、 平 成 2 1 年 度 4 7 名 受 診 ）  

 

 
３年生時点の結果分析 J S L ア ド バ イ ス  社 会 人 基 礎 力

自己評価上位３ 

社 会 人 基 礎 力

自己評価下位３ ４ 年 生 時 点 の 結 果 分 析  

H 2 0  

環 境 の 変 化 に や

や 弱 く 、 自 ら 積

極 的 に 働 き か け

る よ り も 徐 々 に

関 係 を 構 築 し て

い く コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ス タ イ

ル を 好 む 傾 向 が

伺 え ま す 。  

意 識 的 に 自 分 か

ら 相 手 に 話 し か

け る 意 識 や 努 力

を す る こ と で 、積

極 性 が よ り 備 わ

る と 考 え ら れ ま

す 。  

（チームで働く力） 

傾 聴 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

課 題 発 見 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

計 画 力  

（前に踏み出す力） 

働 き か け 力  

（チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

 

（チームで働く力）

発 信 力  

 

（前に踏み出す力）

主 体 性  

H 2 1  

リ ス ク を 排 除 す る た め に 物 事 を 様 々

な 観 点 か ら 分 析 す る こ と に 対 し て は

強 み を 感 じ て い る よ う に 見 受 け ら れ

ま す が 、 基 本 的 に は 自 己 に 対 し て あ

ま り 自 信 が な い よ う に 見 受 け ら れ ま

す 。  

（前に踏み出す力） 

実 行 力  

 

（前に踏み出す力） 

働 き か け 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

柔 軟 性  

（チームで働く力） 

発 信 力  

 

（チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

 

（前に踏み出す力）

主 体 性  

 

 

④  健 康 栄 養 学 科 （ 平 成 2 0 年 度 1 5 名 受 診 、 平 成 2 1 年 度 0 名 ）  

 

 
３年生時点の結果分析 J S L ア ド バ イ ス  社 会 人 基 礎 力

自己評価上位３ 

社 会 人 基 礎 力

自己評価下位３ ４ 年 生 時 点 の 結 果 分 析  

H 2 0  

多 く の 人 と 関 わ

り な が ら 物 事 を

進 め る よ り も 、

自 分 の 関 心 の あ

る こ と に 対 し て

こ だ わ り 、 確 実

に 遂 行 す る ス タ

イ ル を 好 む 傾 向

に あ る よ う で

す 。  

チ ー ム で 行 な う

行 事 や 取 り 組 み

の 機 会 を 増 や す

こ と で 、コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 能 力

を よ り 高 め ら れ

る と 考 え ら れ ま

す 。  

（前に踏み出す力） 

実 行 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

創 造 力  

 

（チームで働く力）

柔 軟 性  

 

（チームで働く力）

規 律 性  

 

（チームで働く力）

発 信 力  

 

チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

H 2 1  

 

 

ス ケ ジ ュ ー ル の 関 係 で 未 実 施  
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⑤  社 会 福 祉 学 科 （ 平 成 2 0 年 度 2 2 名 受 診 、 平 成 2 1 年 度 5 0 名 受 診 ）  

 

 
３年生時点の結果分析 J S L ア ド バ イ ス  社 会 人 基 礎 力

自己評価上位３ 

社 会 人 基 礎 力

自己評価下位３ ４ 年 生 時 点 の 結 果 分 析  

H 2 0  

自 己 主 張 を す る

こ と を や や 避 け

る 傾 向 が 見 受 け

ら れ ま す が 、 基

本 的 に 人 と 接 す

る こ と を 好 み 、

相 手 を 思 い や っ

た 対 応 を 心 が け

て い る 様 子 が 伺

え ま す 。  

相 手 の 気 持 ち を

大 切 に す る の と

同 じ よ う に 、自 分

の 意 思 も 大 切 に

す る こ と を 意 識

す る こ と で 、自 分

の 思 い を 相 手 に

伝 え る 重 要 性 を

よ り 認 識 す る こ

と が で き る と 考

え ら れ ま す 。  

（前に踏み出す力） 

働 き か け 力  

 

（ 考 え 抜 く 力 ） 

創 造 力  

 

（チームで働く力）

柔 軟 性  

（チームで働く力）

発 信 力  

 

（チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

 

（前に踏み出す力）

実 行 力  

H 2 1  

学 生 は あ ま り 自 信 を 持 っ て い な い よ

う に 見 受 け ら れ ま す 。 自 己 を 律 し な

が ら 自 分 の 行 動 に 対 し て 理 由 を も っ

て 動 く こ と が あ ま り 得 意 で は な い よ

う に 見 受 け ら れ ま す 。  

た だ し 、 波 形 に 関 し て は 一 般 女 性 社

会 に 近 く 、自 信 を も た せ る 事 に よ り 、

社 会 で 活 躍 す る 女 性 と 同 様 の ス キ ル

を 持 つ こ と が で き る 素 養 を 持 っ て い

る よ う に 見 受 け ら れ ま す 。  

（前に踏み出す力） 

働 き か け 力  

 

（チームで働く力） 

傾 聴 力  

 

（チームで働く力） 

情 況 把 握 力  

（チームで働く力）

ス ト レ ス 耐 性  

 

（チームで働く力）

規 律 性  

 

（チームで働く力） 

発 信 力  

 

 

 

（ ５ ）  今 後 の 課 題  

 

 社 会 人 基 礎 力 養 成 講 座 （ 特 に ２ 年 生 を 対 象 と し た Ⅰ と Ⅱ ） の 受 講 率 が 低 く 、

正 課 科 目 だ け で の 教 育 で は 、 不 十 分 と 考 え ら れ る 。 今 後 、 こ の 講 座 の 受 講 率 を

向 上 す る た め の 施 策 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、「 チ ー ム で 働 く 力 」 が 弱 い こ と か ら 、「 チ ー ム で 働 く 力 」 に つ い て 自 信

を つ け る た め に 、 大 学 で の 学 習 や 各 種 の 取 組 ・ イ ベ ン ト で チ ー ム 活 動 の 場 を 提

供 す る 環 境 を つ く る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  
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２ .４  支 援 環 境  

 

上 記 、 取 組 目 標 を 達 成 す る た め の 支 援 環 環 境 に つ い て 報 告 す る 。  

 

（ １ ）  実 施 項 目 と 特 徴 ・ 内 容  

 

①  学 生 ポ ー タ ル サ イ ト  

 

②  就 職 支 援 シ ス テ ム  

 

③  学 生 面 談 シ ス テ ム  

 

 学 内 や 自 宅 の パ ソ コ ン か ら イ ン タ ー

ネ ッ ト を 通 じ て 、学 生 一 人 ひ と り の 大 学

生 活 を サ ポ ー ト す る さ ま ざ ま な 情 報 に

ア ク セ ス で き る ポ ー タ ル サ イ ト 。教 務 関

係 の 諸 手 続 き ・ 各 種 情 報 の 照 会 ・ 教 職 員

と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 授 業 支 援 ・ 就

職 支 援 な ど た く さ ん の 機 能 を 持 っ た 総

合 情 報 処 理 シ ス テ ム 。  

 本 学 に 来 て い る 求 人 情 報 を 検 索 す る

シ ス テ ム 。学 生 自 身 が 勤 務 地 や 職 種 な ど

の 条 件 に よ り 検 索 し 、希 望 の 企 業 を 学 生

キ ャ リ ア 支 援 セ ン タ ー に 申 し 出 て 手 続

き を 行 う 。  

 学 生 の 面 談 デ ー タ を 一 元 的 に 保 存 ・ 管

理 し 、 学 生 の 状 況 を 詳 細 に 把 握 し 、 こ れ

に よ り 学 生 個 々 の 状 況 に 応 じ た 迅 速 ・ 的

確 な 支 援 ・ 指 導 を 行 う 。  

― 29 ―



④  ｅ -ポ ー ト フ ォ リ オ  

 

⑤  学 外 実 習 支 援 シ ス テ ム  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥  ｅ ラ ー ニ ン グ  

 在 学 中 を 通 し て 、学 生 生 活 の 記 録 を 残 す 。学 生 と 担 当 教 員 の 交 換 日

記 形 式 で 、教 員 の 指 導 に よ り 学 生 の 成 長 を 促 し 、卒 後 の 進 路 を 考 え る

時 期 に 参 考 に す る 。  

 学 外 実 習 に 必 要 な 情 報 を 一 つ に 集 め 、 実 習 中 に 大 学 に 来 な く て も 、

実 習 先 や 自 宅 か ら 情 報 の 閲 覧 が で き 、 レ ポ ー ト な ど の 提 出 も で き る 。 

 社 会 福 祉 の 学 外 実 習 支 援 シ ス テ ム を モ デ ル ケ ー ス と し て 、教 育 実 習

支 援 シ ス テ ム 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ 支 援 シ ス テ ム を 順 次 開 発 し た 。  

1 .  社 会 福 祉 の 学 外 実 習 支 援 シ ス テ ム  

2 .  教 育 実 習 支 援 シ ス テ ム  

3 .  イ ン タ ー ン シ ッ プ 支 援 シ ス テ ム  

 オ リ ジ ナ ル の e ラ ー ニ ン グ 教 材 開 発 、及 び 市 販 の e ラ ー ニ ン グ 教 材

を 導 入 す る こ と で 、 学 生 の 自 習 環 境 を 整 備 し た 。  

1 .  論 文 添 削 （ オ リ ジ ナ ル ）  

学 生 は 論 文 作 成 を W o r d で 行 う 為 、教 員 も W o r d の フ ァ イ ル に コ メ

ン ト 追 加 を 行 い 、 フ ァ イ ル で 返 却 し た 。 2 4 時 間 自 宅 か ら の 提 出

も 可 能 で 、 提 出 履 歴 の 管 理 を 自 動 化 し た 。  

2 .  新 英 語 教 育 （ オ リ ジ ナ ル ）  

音 声 学 習 を 可 能 と し た 教 材 を 開 発 し 、 授 業 に 活 用 し た 。  
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⑦  正 課 科 目 の V O D 講 義  

 

 

 

3 .  漢 検 W B T（ 市 販 教 材 ）  

4 .  T A C 基 本 情 報 技 術 者 午 前 対 策 コ ー ス （ 市 販 教 材 ）  

5 .  T O E I C 写 真 描 写 問 題 （ 市 販 教 材 ）  

6 .  T O E I C 応 答 問 題 （ 市 販 教 材 ）  

7 .  リ メ デ ィ ア ル コ ー ス 統 計 学 Ⅰ （ 市 販 教 材 ）  

8 .  簿 記 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

9 .  レ ポ ー ト 作 成 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

1 0 .  プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

1 1 .  デ ィ ベ ー ト 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

1 2 .  就 職 活 動 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

1 3 .  就 職 面 接 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

1 4 .  正 し い 日 本 語 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

1 5 .  社 会 人 マ ナ ー 入 門 （ 市 販 教 材 ）  

1 6 .  働 く 意 義 と 会 社 の し く み （ 市 販 教 材 ）  

 教 職 科 目「 教 育 方 法 論 」、情 報 リ テ ラ シ ー 科 目「 コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 」

「 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 」 に 関 す る V O D 講 義 を 実 施 し た 。  
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２ .５  広 報  

 

本 取 組 の 広 報 に つ い て 報 告 す る 。  

 

（ １ ）  実 施 項 目 と 特 徴 ・ 内 容  

 

①  学 生 へ の 周 知  

 

②  合 同 フ ォ ー ラ ム ・ ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 出 展  

 

③  結 果 報 告 書 作 成  

 

④  シ ン ポ ジ ウ ム  

 

⑤  最 終 成 果 報 告 会  

 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 、 キ ャ リ ア 教 育 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。在 学 生 に は 年 度 初 め に パ ン フ レ ッ ト（ 資 料 １ ）を 配 布 し 、本 事 業

関 連 科 目 の 1 回 目 の 授 業 で は 、 G P に 関 す る 説 明 を 行 っ た 。  

 学 生 デ ザ イ ン に よ る ロ ゴ マ ー ク を 作 成 し 、 関 連 教 材 や

資 料 へ の 表 示 を 行 い 、 関 連 事 業 で の ア ナ ウ ン ス を 明 確 に

し た 。 G P 啓 発 ポ ス タ ー （ 資 料 ２ ） を 作 成 し 、 教 室 に 掲 示

し 周 知 を 図 っ た 。  

 平 成 1 9 年 度 、 選 定 時 に 出 展 （ 資 料 ３ ）。  

 平 成 2 1 年 度 、 完 成 年 度 報 告 時 に 出 展 （ 資 料 ４ ）。  

 平 成 1 9 年 度 、平 成 2 0 年 度 に 年 度 報 告 を 作 成 。完 成 年 度 に 最 終 成 果

報 告 書 （ 本 報 告 書 ） を 作 成 。  

 平 成 2 1 年 3 月 7 日 （ 土 ） 中 間 報 告 会 を か ね た キ ャ リ ア 教 育 シ ン ポ

ジ ウ ム「 社 会 人 基 礎 力 を 考 え る 」を 本 学 徳 風 館 ６ 階 小 講 堂 で 実 施（ 資

料 ５ ）。  

 平 成 2 2 年 3 月 6 日 （ 土 ） 最 終 成 果 報 告 会 を 京 都 駅 前 （ 京 都 セ ン チ

ュ リ ー ホ テ ル  千 寿 の 間 ） で 実 施 （ 資 料 ６ ）。  

本 取 組 の 基 本 報 告（ 資 料 ７ ）に 引 き 続 き 、外 部 評 価 委 員 か ら の 評 価

報 告 を 行 っ た 。そ の 後 、各 学 科 ・ 関 連 部 署 の 取 組 担 当 者 に よ る 成 果 報

告 （ 資 料 ８ ） を 行 っ た 。  
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（ ２ ）  キ ャ リ ア 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 最 終 成 果 報 告 会  実 績 報 告  

 

キ ャ リ ア 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム 、 及 び 最 終 成 果 報 告 会 で は 、 来 場 者 に ア ン ケ

ー ト を 依 頼 し 、 目 的 や 感 想 に つ い て 貴 重 な ご 意 見 を 賜 っ た 。  

 

①  来 場 者 構 成  

「 社 会 人 基 礎 力 を 考 え る 」  

平 成 2 1 年 3 月 7 日 (土 )  
 

  参 加 人 数  

高 校 関 係  2 名  

大 学 関 係  4 0 名  

企 業 関 係  1 0 名  

学 内 関 係  約 6 0 名  

「 最 終 成 果 報 告 会 」  

平 成 2 2 年 3 月 6 日 (土 )  
 

 参 加 人 数  

高 校 関 係  2 名  

大 学 関 係  2 6 名  

企 業 関 係  1 1 名  

学 内 関 係  4 2 名  

そ の 他  2 名  

高校関係

大学関係

企業関係

学内関係

 

高校関係

大学関係

企業関係

学内関係

その他

 

 

 

②  最 終 成 果 報 告 会 ア ン ケ ー ト で の コ メ ン ト （ 抜 粋 ）  

・  い か に 現 代 の 学 生 に 有 効 な 授 業 を 時 代 の 流 れ に 合 わ せ て 本 気 で 考 え て

い る の か を 知 り 驚 き ま し た 。  

・  教 職 員 の 方 々 の 熱 意 、 団 結 が あ っ て の 成 果 で あ っ た の だ ろ う な と 感 動

し ま し た 。  

・  各 先 生 方 1 0 名 が 少 し ず つ 成 果 を 発 表 さ れ た こ と 自 体 全 学 的 取 組 の 成 果

と い え る と 思 い ま し た 。  

・  女 子 大 に お け る キ ャ リ ア 教 育 は ト ッ プ 、 教 員 、 職 員 そ れ ぞ れ が そ の 目

標 ・ 意 義 を 共 有 す る こ と が 非 常 に 重 要 で あ る こ と 、 成 功 の ポ イ ン ト は

そ れ が で き て い る か 否 か に か か わ っ て い る こ と を 痛 感 し ま し た 。  

・  Ｇ Ｐ へ の 取 り 組 み が キ ャ リ ア 形 成 学 部 の 設 置 と し て 見 え る 形 と な っ て

成 果 に 結 び つ い て い る 点 が 素 晴 ら し い と 感 じ た 。  

・  （ 企 業 を 含 め ） 地 域 と の 連 携 の 視 点 に つ い て 考 え る 機 会 が あ れ ば と 思

い ま し た 。  
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２ .６  評 価  

 

 本 取 組 の 評 価 に つ い て 報 告 す る 。  

 

（ １ ）  実 施 項 目 と 特 徴 ・ 内 容  

 

①  外 部 評 価  

 

 

  平 成 2 0 年 度  中 間 外 部 評 価 、 平 成 2 1 年 度  最 終 外 部 評 価 を 外 部

の 有 識 者 を 招 い て 実 施 し た 。  

 

平 成 2 0 年 度  中 間 外 部 評 価 委 員  

 キ ャ リ ア コ ン サ ル タ ン ト  金 子  清 美 氏  

 

平 成 2 1 年 度  外 部 評 価 委 員  

 京 都 女 子 大 学  現 代 社 会 学 部 現 代 社 会 学 科  

 同  大 学 院  現 代 社 会 研 究 科    教 授  槇 村  久 子 氏  

元 (社 )日 本 造 園 学 会 理 事  

(社 )日 本 都 市 計 画 学 会 評 議 員  

(財 )大 阪 市 女 性 協 会 研 究 室 室 長 ・ 副 理 事 長  

N P O 法 人 淀 川 さ く ら 街 道 ネ ッ ト ワ ー ク 理 事 長  

国 土 交 通 省 国 土 審 議 会 水 資 源 部 会 専 門 委 員  

地 球 環 境 関 西 フ ォ ー ラ ム 1 0 0 人 委 員 会 委 員   

  

 た け だ 病 院 経 営 研 究 所  所 長   栗 原  伸 治 氏  

元 京 都 中 央 信 用 金 庫  専 務  

稲 盛 財 団 評 議 員  

稲 盛 福 祉 財 団 評 議 員  

盛 和 福 祉 会 評 議 員  

京 都 西 ロ ー タ ー リ ー ク ラ ブ 会 員 （ 元 会 長 ）  
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②  キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 内 部 評 価 ）  

 

 

 各 学 科 、関 連 部 署 の 代 表 委 員 が 参 加 し て 毎 月 １ 回 、実 施 計 画 や 内 容

に つ い て 情 報 共 有 ・ 意 見 交 換 を 行 う こ と で 取 組 を 評 価 し 、都 度 、改 善

を 行 っ た 。  

（ 1）  平 成 １ ９ 年 度 第 一 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 1 月 7 日 ）  

（ 2）  平 成 １ ９ 年 度 第 二 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 月 2 4 日 ）  

（ 3）  平 成 １ ９ 年 度 第 三 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 3 月 1 4 日 ）  

（ 4）  平 成 ２ ０ 年 度 第 一 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 4 月 2 4 日 ）  

（ 5）  平 成 ２ ０ 年 度 第 二 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 5 月 2 2 日 ）  

（ 6）  平 成 ２ ０ 年 度 第 三 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 6 月 1 9 日 ）  

（ 7）  平 成 ２ ０ 年 度 第 四 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 7 月 2 4 日 ）  

（ 8）  平 成 ２ ０ 年 度 第 五 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 9 月 2 5 日 ）  

（ 9）  平 成 ２ ０ 年 度 第 六 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 0 月 2 3 日 ）  

（ 1 0）  平 成 ２ ０ 年 度 第 七 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 2 月 4 日 ）  

（ 1 1）  平 成 ２ ０ 年 度 第 八 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 月 2 2 日 ）  

（ 1 2）  平 成 ２ ０ 年 度 第 九 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 2 月 1 9 日 ）  

（ 1 3）  平 成 ２ ０ 年 度 第 十 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 3 月 1 8 日 ）  

（ 1 4）  平 成 ２ １ 年 度 第 一 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 4 月 2 3 日 ）  

（ 1 5）  平 成 ２ １ 年 度 第 二 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 5 月 2 1 日 ）  

（ 1 6）  平 成 ２ １ 年 度 第 三 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 6 月 2 5 日 ）  

（ 1 7）  平 成 ２ １ 年 度 第 四 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 7 月 2 3 日 ）  

（ 1 8）  平 成 ２ １ 年 度 第 五 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 9 月 2 4 日 ）  

（ 1 9）  平 成 ２ １ 年 度 第 六 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 0 月 2 2 日 ）  

（ 2 0）  平 成 ２ １ 年 度 第 七 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 1 月 2 6 日 ）  

（ 2 1）  平 成 ２ １ 年 度 第 八 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 2 月 1 7 日 ）  

（ 2 2）  平 成 ２ １ 年 度 第 九 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 1 月 2 8 日 ）  

（ 2 3）  平 成 ２ １ 年 度 第 十 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 2 月 2 5 日 ）  

（ 2 4）  平 成 ２ １ 年 度 第 十 一 回 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 （ 3 月 1 8 日 ） 
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③  学 生 満 足 度 調 査 （ 4 年 生 ）  

 

 

 

調 査 目 的  

 ① 現 代 G P  「 実 践 的 総 合 キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 」 に お け る 取 組 の 評 価

の 一 環 と し て 、 卒 業 時 点 で の 満 足 度 を 測 定 す る 。  

こ れ を 毎 年 実 施 し 、そ の 経 過 を 観 測 す る こ と に よ り 、キ ャ リ ア 教

育 の 成 果 を 測 定 ・ 評 価 す る 。  

 ② 従 来 （ Ｈ 1 8 年 度 以 前 ） の 学 生 満 足 度 ア ン ケ ー ト に つ い て 項 目 の

簡 素 化 及 び 満 足 度 の 定 量 化 を は か る 。  

 

大 学 全 体 の 項 目 別 集 計 結 果 及 び 経 年 比 較  
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（ 注 １ ）  棒 グ ラ フ は 、左 側 H 1 9 年 度 、中 央 H 2 0 年 度 、右 側 H 2１ 年 度 。 

（ 注 ２ ）  H 1 9 年 度 は 事 務 職 員 と し て 測 定 し た が 、H 2 0 年 度 以 降 は 、部

署 別 に 測 定 を 行 っ た 。 H 1 9 年 度 の 事 務 職 員 は 関 わ り が 一 番

多 い 研 究 室 に 対 応 さ せ た 。  
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（ ２ ）  外 部 評 価 報 告  

  

①  平 成 2 1 年 度 外 部 評 価   京 都 女 子 大 学 教 授  槇 村 久 子 氏 の 報 告  

 

京 都 光 華 女 子 大 学 現 代 G P 外 部 評 価  コ メ ン ト （ 報 告 ）  2 0 1 0 . 2 . 1 4  

                      京 都 女 子 大 学  槇 村 久 子  

 

京 都 光 華 女 子 大 学 の 現 代 G P は 、学 生 個 人 を 大 切 に し た キ ャ リ ア 教 育 の 推

進 で あ る 。  

キ ャ リ ア 教 育 の 課 題 を 就 労 意 識 の 喚 起 ・ 醸 成 と 職 業 人 と し て の 基 本 的 能 力

の 養 成 と 捉 え 、 ① 導 入 教 育 か ら 専 門 教 育 ま で を キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 か ら 体

系 化 し 、 正 課 の 教 育 課 程 を 大 学 全 体 と し て 構 築 し 、 ② キ ャ リ ア 形 成 ・ 就 職

支 援 の 正 課 外 教 育 と の 連 携 を 図 り 総 合 的 ・ 実 践 的 な キ ャ リ ア 教 育 課 程 を 構

築・推 進 し よ う と す る 。そ の 有 効 な 方 法 と し て 、徹 底 し た 個 別 対 応 教 育 と 、

そ の 実 現 を 支 援 す る た め に I C T の 活 用 を 図 る と し て い る 。  

 

現 代 G P の 流 れ に つ い て  

こ の G P の 内 容 を 開 始 す る に あ た っ て 、明 確 な キ ャ リ ア 総 合 教 育 課 程 の イ

メ ー ジ が 作 成 さ れ 、 ま た 目 的 を 達 成 す る た め の 入 念 な 科 目 の 目 的 や 配 置 、

担 当 部 署 が 周 到 に 計 画 さ れ て い た こ と で あ る 。 そ の 航 路 図 が 、 全 学 部 全 学

科 を 対 象 と し 、 ま た 正 課 教 育 と 正 課 外 教 育 、 キ ャ リ ア 教 育 推 進 セ ン タ ー と

教 学 、 事 務 部 門 の 多 く の 学 内 機 関 が 全 体 と し て 動 く と い う 体 制 作 っ た も の

と 考 え ら れ る 。  

ま た 、本 G P に 至 る ま で 、京 都 光 華 女 子 大 学 で は キ ャ リ ア 教 育 に つ い て 各

取 り 組 み と 見 直 し を 継 続 的 に 実 施 さ れ て お り 、そ の た ゆ ま な い P D C A サ イ ク

ル の 延 長・展 開 と し て 本 G P が あ り 、植 え ら れ た 苗 木 が 生 長 す る 過 程 を 見 る

思 い が す る 。 特 に 、 入 学 前 か ら 卒 業 後 ま で 学 生 一 人 ひ と り に 対 し て そ の 立

場 に 立 っ て あ ら ゆ る 支 援 を 体 系 的 ・ 組 織 的 に 行 う と い う エ ン ロ ー ル メ ン

ト・マ ネ ー ジ メ ン ト の 流 れ が 、個 別 対 応 教 育 に 結 実 、展 開 さ れ た と 考 え る 。 

 

正 課 教 育 と 正 課 外 教 育 、 教 学 と 事 務 部 門 と の 連 携 に つ い て  

キ ャ リ ア 教 育 を 実 施 す る に あ た り 、 大 学 内 の 課 題 の 一 つ に な る の は 単 位

を 出 す 正 課 教 育 と 正 課 外 教 育 の 連 携 ・ 統 合 で あ り 、 ま た そ れ に 関 し て 教 学

と 事 務 部 門 の 連 携 ・ 統 合 で あ る 。  

教 学 も 正 課 外 教 育 を 行 う が 、 正 課 は 教 学 中 心 、 正 課 外 は 事 務 部 門 中 心 で 取

り 組 ん だ と の こ と 、 組 織 と し て 教 職 員 一 体 の 組 織 で 取 り 組 み 、 事 務 部 門 で

す る 部 分 も 多 か っ た た め か 教 職 員 の 連 携 が 取 れ た こ と は 大 き な 成 果 と い え

る 。  
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個 別 対 応 教 育 と I C T 活 用 に つ い て  

本 G P の 大 き な 特 徴 は 、個 別 対 応 教 育 を I C T の 活 用 で 支 援 す る こ と で あ る 。

正 課 ・ 正 課 外 関 係 な く 活 用 さ れ 、 学 生 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 形 成 を 支 援 し

て い る こ と で あ る 。 ユ ニ ー ク な 事 例 は 、 ラ ー ニ ン グ ポ ー ト フ ォ リ オ （ e ポ

ー ト フ ォ リ オ ） で 教 員 と 学 生 と の 交 換 日 記 形 式 や 、 論 文 添 削 e ラ ー ニ ン グ

で の 学 生 と 教 員 の や り と り で あ る 。 数 量 的 な 評 価 は 困 難 で あ る が 個 別 の 成

長 の 支 援 と し て 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。 学 生 に ポ ー ト フ ォ リ オ を し っ か

り 付 け さ せ る こ と と 、 教 員 が 同 フ ォ ロ ー す る か が 課 題 で あ る こ と 、 学 習 評

価 と し て 結 果 だ け で な く プ ロ セ ス 評 価 を 考 え て い く 上 で 、 ポ ー ト フ ォ リ オ

が 重 要 で あ り 、 今 回 の 取 り 組 み で 方 針 が わ か っ た と い う 点 が 成 果 で あ る 。

学 生 ポ ー ト フ ォ リ オ と キ ャ リ ア 形 成 ・ キ ャ リ ア 支 援 面 談 シ ス テ ム は 就 職 の

段 階 で 有 効 で あ る 。 個 人 情 報 保 護 や プ ラ イ バ シ ー へ の 配 慮 の 点 で 、 解 決 に

向 け て 検 討 中 で あ り 、 今 後 に 期 待 す る 。  

 

実 施 組 織 体 制 に つ い て  

全 学 的 に 取 り 組 み を 進 め る に は 実 施 組 織 体 制 が 重 要 で あ る 。「 キ ャ リ ア 教

育 推 進 セ ン タ ー 」 を 学 長 の 指 揮 の 下 、 取 り 組 み の 全 権 限 と 全 責 任 を 有 す る

機 関 と し て 設 立 し た こ と 、 ま た キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 を 中 核 組 織 と し 、

各 担 当 部 署 が 実 施 し 、 実 施 ・ 報 告 ・ 評 価 ・ 修 正 が 行 わ れ た こ と は 学 科 等 の

主 体 性 も 担 保 で き 、 大 い に 評 価 で き る 。 各 学 科 等 で は そ れ ぞ れ 工 夫 を 凝 ら

し た 科 目 の 内 容 や 方 法 が 考 案 さ れ て い る 。各 学 科 等 の 好 事 例 を 参 考 と し て 、

学 科 内 か ら 大 学 標 準 の 構 築 に つ な げ よ う と し て い る 経 過 も 成 長 や P D C A も

よ く 読 み 取 れ る 。 平 成 2 2 年 度 以 降 も 連 絡 会 の 体 制 の 継 続 が 予 定 さ れ て お

り 、 そ の 役 割 を 期 待 し た い 。  

 

評 価 シ ス テ ム に つ い て  

キ ャ リ ア 教 育 の 取 り 組 み に つ い て 、 質 的 な 評 価 を ど の よ う に す る か 、 効

果 を 計 り に く い 面 が あ る 。 し か し 教 育 目 標 と し た 高 い 就 労 意 識 、 基 本 的 能

力 、 社 会 人 基 礎 力 の 習 得 状 況 を 、 プ レ ー ス メ ン ト テ ス ト 、 自 己 発 見 レ ポ ー

ト 、 H Q テ ス ト 、 就 職 適 正 検 査 に よ り ア セ ス メ ン ト を 実 施 し て い る 。 就 労 意

識 は 個 別 面 談 と ア ン ケ ー ト 調 査 に よ り 効 果 を 測 定 し て い る 。 年 度 と 対 象 回

生 ご と に デ ー タ を 取 っ て い て 、 さ ら に 改 善 し て い く と し て い て 、 実 質 的 な

効 果 に 踏 み 込 ん で い る 。 今 後 も 継 続 的 に デ ー タ を 取 り 、 変 化 の 経 過 を 期 待

し た い 。 ま た 個 々 の 学 生 の 学 習 効 果 の 測 定 に よ る 評 価 と 、 個 々 の 教 育 、 全

体 的 な 評 価 点 検 を キ ャ リ ア 教 育 推 進 セ ン タ ー が 実 施 さ れ て い る が 、 今 後 と

も 個 々 と 全 体 の 評 価 の P D C A を 実 施 す る セ ン タ ー の 役 割 を 期 待 す る 。  

 

全 体 評 価  

こ れ ま で 学 内 で 個 々 に 行 わ れ て き た キ ャ リ ア 教 育 関 連 の 教 育 を 体 系 化

し 、 正 課 教 育 と 正 課 外 教 育 の 連 携 に よ り キ ャ リ ア 形 成 ・ 就 職 支 援 の 連 携 を
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図 り 、総 合 的 キ ャ リ ア 教 育 の 体 系 化 が 図 ら れ て い る 。「 日 常 や っ て い た こ と

を 無 理 の 無 い 範 囲 で 取 り 組 ん で い く と い う 形 で 進 め た 」 と の こ と だ が 、 全

学 部 全 学 科 、 教 学 と 事 務 部 門 、 多 く の 組 織 と 教 職 員 、 学 生 を 巻 き 込 ん だ 大

プ ロ ジ ェ ク ト で あ り 、 新 た に I C T の 活 用 に よ り ユ ビ キ タ ス な 教 育 環 境 を 可

能 に し よ う と す る 実 践 的 で 挑 戦 的 な 試 み を 含 め 、G P 期 間 中 に 大 き な 成 果 を

あ げ て い る 。全 体 的 に 各 所 で P D C A に 基 づ く 改 善 に よ り 進 化 し て お り 、立 ち

止 ま ら な い ス タ ン ス が す ば ら し い 。 推 進 す る ポ イ ン ト は 、 教 職 員 、 学 生 へ

の 働 き か け 、 周 知 活 動 で あ り 、 今 後 も 継 続 的 取 り 組 み を さ れ る と 聞 い て お

り 、 実 施 さ れ た 関 係 者 の 教 職 員 の 熱 意 と ご 苦 労 に 敬 意 を 表 す る と と も に 今

後 も 大 き な 期 待 を す る 。  

 

 

 

②  平 成 2 1 年 度 外 部 評 価  た け だ 病 院 経 営 研 究 所  所 長  栗 原 伸 治 氏 の 報 告  

 

 

 

 

 

取 組 に つ い て  

 

  学 生 個 人 を 大 切 に し た キ ャ リ ア 教 育 の 取 組 と 推 進  

 

  キ ャ リ ア 形 成 と 就 職 活 動 の 支 援 体 制  

Ｈ ６ ／ ４   大 学 文 学 部 に 人 間 関 係 学 科 を 開 設  

Ｈ １ ３ ／ ４  改 組 人 間 関 係 学 部 ・ 人 間 関 係 学 科 を 設 置  

Ｈ １ ６ ／ ４  大 学 院 に 人 間 関 係 学 研 究 科 （ 修 士 課 程 ） を 設 置  

Ｈ ２ ０ 年（ 2 0 0 8 年 ）４ 月  大 学 の 人 間 関 係 学 部 を 人 間 科 学 部 に 改 称  

 

Ｈ ２ ２ 年 ４ 月 ～  大 学 文 学 部 人 間 科 学 部 を 改 組  

      人 文 学 部 ・ キ ャ リ ア 形 成 学 部 ・ 健 康 学 部 を 設 置  

      キ ャ リ ア 形 成 学 部 に キ ャ リ ア 形 成 学 科 を 設 置  

 

  平 成 ２ ２ 年 ４ 月 キ ャ リ ア 形 成 学 部 を 設 置 、更 に 学 部 内 に キ ャ リ ア 形 成 学

科 を 設 置 し 、本 取 組 の 構 想 と 、そ こ で 修 得 し た 知 見 か ら 発 展 実 践 し よ う

と さ れ て き た 短 期 間 に よ る 素 晴 し い 実 行 力・計 画 力・指 導 力 に 敬 意 を 称

す る 。  

 

  こ れ ら の 計 画 ・ 目 標 取 組 実 践 に つ い て は 現 代 社 会 に 於 て 機 械 化 ・ 合 理

化 ・ 省 力 化 に よ る 人 間 性 疎 外 を 解 消 す る た め 優 れ た 先 見 性 に よ り Ｈ ６

文 部 科 学 省 平 成 1 9 年 度 現 代 Ｇ Ｐ  
実 践 的 総 合 キ ャ リ ア 教 育 推 進 選 定  
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年 か ら

 

人 間 関 係 学 科 を 開 設 さ れ 、 着 々 と 将 来 の 構 想 、 企 画 、 推 進 、 段

階 的 に 準 備 さ れ て 来 た 経 過 か ら み て 、計 り 知 れ な い ご 苦 労 の 積 み 重 ね が

伺 え る 。  

 

 

①  か か る プ ロ セ ス に よ る 取 組 の 成 果 は 今 日 社 会 の 無 縁 化 単 身 生 活 環 境 に

育 つ 若 者 に と っ て ま さ に 必 要 欠 く べ か ら ざ る 教 育 方 針 で あ り 、 <職 業 意

識 の 喚 起 ・ 醸 成 ・ 基 本 能 力 の 養 成 、 社 会 人 基 礎 力 の 養 成 >実 践 こ そ 社 会

の 求 め る 優 れ た 人 材 と し て 役 立 つ に 違 い な い 。  

 

②  個 人 対 応 教 育 の 必 要 性 、団 体 行 動 を 好 ま な い 、自 己 中 心 主 義 に 育 っ た 学

生 達 に と っ て 、 1 0 人 1 0 色 判 断 基 準 は 個 人 差 が あ り 、 社 会 性 に 欠 け 、 人

間 関 係（ H . R .）も 無 関 心 層 へ の 教 育 指 導 に つ い て は 室 内 の 共 同 指 導 で は

良 い 結 果 が 得 ら れ ず 、個 別 対 応 制 度 の 対 応 に よ る 夫 々 の 能 力 開 発 に 役 立

つ き め 細 か な 素 晴 ら し い 発 想 に 共 感 す る 。  

 

③  基 礎 ゼ ミ で の 就 労 意 識 の 喚 起 に つ い て  

１ 年 ２ 年 を 基 礎 ゼ ミ に 、３ 年 ４ 年 を 専 門 ゼ ミ に む け て 段 階 的 に 指 導 さ れ

る 事 は ベ ス ト な 方 法 だ と 考 え る 。  

 

④  こ れ だ け の 段 階 的・長 期 視 野 に 置 い て 計 画 推 進 さ れ て き た 先 生 方 並 び に

ス タ ッ フ の 皆 様 の ご 苦 労 は 、 は か り 知 れ な い も の が あ る と 思 う 。  

今 後 推 進 し て ゆ く に つ い て 生 徒 達 に か か る 方 針 を 理 解 さ せ る に は 、か な

り の 時 間 を 要 す る と 思 わ れ る 上 に 指 導 さ れ る 先 生 方 ス タ ッ フ の 根 気 と

情 熱 、努 力 が 必 要 な 事 が 申 す ま で も な く 、徐 々 に 深 ま る 理 解 と 結 果 に よ

っ て こ の 素 晴 ら し い 制 度 の 成 果 が 実 を 結 ぶ も の と 信 ず る 。  

 

 

 

①  就 業 、 勤 労 意 識 の 認 識  

大 学 生 と し て の 本 来 の 学 業 修 得 の 目 的 に 加 え 、 卒 業 後 の 社 会 進 出 の

た め の 就 職 活 動 を ３ 回 生 か ら 強 い ら れ る 不 況 長 期 化 に よ る 就 職 氷 河

期 が 到 来 し 売 手 市 場 か ら 買 手 市 場 に 化 し 卒 業 学 生 に と っ て 不 利 な 環

境 と な っ た 。  

企 業 の 合 理 化 ・ 省 力 化 ・ 機 械 化 ・ 労 働 市 場 の 国 際 化 等 に よ る リ ス ト

ラ ・ 人 員 削 減 、 女 性 の 社 会 進 出 、 高 齢 化 に よ る 定 年 延 長 、 学 生 バ イ

ト 就 労 に よ る 労 働 市 場 の 減 少 、 新 入 職 員 の 早 期 離 職 、 厳 し い 社 会 で

の 忍 耐 力 不 足 、 甘 え た 職 種 選 び 、 派 遣 社 員 の 増 加 e t c が 就 職 希 望 の

学 生 に と っ て 就 職 活 動 の 大 き な マ イ ナ ス 要 因 と な り つ つ あ る 。  

本 取 組 の 評 価 に つ い て  

要  望  事  項  
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大 学 卒 業 学 生 ＝ 完 全 就 職 の 時 代 で は な く な り 求 人 倍 率 が 落 込 み 来 春

卒 の 大 学 生 に と っ て 優 秀 な 学 生 に 内 定 が 集 中 す る 厳 選 採 用 が 強 ま る

見 込 で あ る 。  

 

  以 上 企 業 の 採 用 条 件 に 対 応 し た 方 策 を 研 究 し な け れ ば な ら な い 。  

採 用 す る 側 の 企 業 が 求 め る 社 会 人 と し て の 基 礎 を 養 成 し た キ ャ リ ア

教 育 を 受 け た 優 秀 な 学 生 を 如 何 に 送 り 込 む か 企 業 側 へ の P . R .企 業 と

学 校 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 交 流 が 要 求 さ れ る 。  

 

②  有 資 格 学 生 の 養 成  

欧 米 の 資 格 社 会 の 如 く 成 績 優 秀 な 一 般 学 生 と 同 時 に 様 々 な 資 格 を 有

し た 学 生 の 養 成 は 大 学 の 特 性 と な り 受 入 企 業 が 歓 迎 さ れ る 事 は 間 違

い な い 。  

現 在 準 備 中 の 看 護 学 科 の 資 格 の 如 く 高 齢 化 ・ 少 子 化 社 会 に 於 て 必 然

的 に 不 足 さ れ る 業 界 、 保 育 士 ・ 語 学 の 資 格 ・ 対 米 英 語 能 力 の 資 格 は

申 す ま で も な く 飛 躍 発 展 中 の 中 国 ・ ベ ト ナ ム ・ イ ン ド も こ れ か ら 必

要 な 対 象 国 と し て 大 い に 新 た な 分 野 へ の 開 発 が 要 求 さ れ る 。  

 

③  学 校 の 特 質 （ 魅 力 ） 確 立  

女 子 に 対 す る 建 学 精 神 に 基 い た 仏 教 精 神 に よ る 女 子 の 一 貫 教 育  

幼 稚 園 ～ 大 学 ま で キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 「 読 み 」「 書 き 」「 聞 く 」「 話

す 」 の 基 礎 能 力 の 習 得 は 幼 児 教 育 か ら ス タ ー ト 、 大 学 の 就 職 支 援

に 至 る ま で の 徹 底 指 導 。  

京 都 光 華 女 子 学 園  

学 生 定 員 数 の 検 討 、 少 数 精 悦 コ ー ス に よ る 学 園 の 特 性 発 揮  

 

④  女 性 に 対 応 ・ マ ッ チ し た 職 種 選 び と 対 象 企 業 と の 交 流  

こ れ か ら の 若 者 に と っ て 夫 婦 共 働 き は 欠 か せ な い 時 代  

①  大 学 卒 業  ②  就 職  ③  結 婚  ④  新 居 購 入  ⑤  子 育 て  ⑥ 幸 せ な

家 庭 生 活 の 設 計  

夫 婦 協 力 一 致 に よ る 理 想 の 実 現  

男 性 の 所 得 ≦ 女 性 の 所 得 ・ ・ ・ 結 婚 後 の 所 得 差 は 勤 勉 な 女 性 が

大 で あ る ケ ー ス が 多 い  

 

女 子 の 社 会 進 出 、 就 職 の 必 要 性 が 再 認 識 さ れ 、 期 待 に 応 え る 就 職

支 援 が 必 要 と な る 。  

 

 

 

キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 、キ ャ リ ア 形 成 学 科 新 設 に よ る 更 新 発 展 を 目 指 し 、

総  じ  て  
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企 業 側 へ の 学 園 Ｐ Ｒ の 積 極 化 、 企 業 と の 交 流 強 化 、 企 業 か ら の 講 師 招

聘 に よ る 、 セ ミ ナ ー の 定 期 開 催 等 に よ る 就 職 支 援 体 制 の 確 立  

講 師 招 聘（例・京セラ ､ワコール ､堀場 ､日写 ､ＪＴＢ ､ＪＡＬ､中信 ､京銀 ､ワタ

ベ ､日銀 ､武田病院 ､ｅｔｃ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

③  平 成 2 0 年 度 外 部 評 価  キ ャ リ ア コ ン サ ル タ ン ト  金 子 清 美 氏 の 報 告  

 

現 代 的 教 育 ニ ー ズ 取 り 組 み 支 援 プ ロ グ ラ ム  

「 学 生 個 人 を 大 切 に し た キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 」  

― 個 別 対 応 と 個 別 対 応 教 育 に よ る 就 労 意 識 の 喚 起・醸 成 と 基 本 的 能 力 の 養 成 ―  

評 価 報 告 書  

 

１  概 要  

卒 業 後 社 会 人 と な る 学 生 の 利 益 に 資 す る と い う 目 的 か ら ，専 門 教 育 と い う 従

来 の 大 学 教 育 に 加 え て キ ャ リ ア 教 育 を 実 施 す る こ と の 意 義 は 大 き い 。ま た ，本

プ ロ グ ラ ム の 課 題 を 就 労 意 識 の 喚 起・醸 成 と 職 業 人 と し て の 基 本 的 能 力 の 養 成

と と ら え ，正 課 お よ び 正 課 外 教 育 に お け る 豊 富 な 取 り 組 み を ，個 別 対 応 お よ び

個 別 対 応 教 育 に よ っ て 体 系 的 に 実 施 す る こ と は ，学 生 お よ び 教 職 員 の キ ャ リ ア

形 成 ，キ ャ リ ア 教 育 に 対 す る 感 心・意 欲 を 高 め ，就 職 や 就 職 後 の キ ャ リ ア 形 成

に 実 質 的 な 効 果 が 大 い に 期 待 で き る 。  

平 成 1 9 年 度 か ら キ ャ リ ア デ ザ イ ン 講 座 ， 各 学 部 学 科 の 基 礎 ゼ ミ ， 社 会 人 基

礎 力 講 座 ，教 材 開 発 ， I C T 化 と e ラ ー ニ ン グ の 整 備 他 を ス タ ー ト さ せ ，定 期 的

に キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 を 開 催 し ，進 捗 状 況 の 確 認 や そ の 後 の 課 題 設 定 ，意

見 交 換 を 行 い ， 具 体 的 か つ 強 力 に 本 プ ロ グ ラ ム が 推 進 さ れ て い る 。 平 成 2 0 年

度 は ， 平 成 1 9 年 度 の 実 施 結 果 に 基 づ き ， さ ら に 実 効 性 の あ る 取 り 組 み が 実 施

さ れ て い る 。  

今 後 の 課 題 と し て は ， ①そ れ ぞ れ の 取 り 組 み の 成 果 評 価 ，② キ ャ リ ア 形 成 の

基 本 的 な 流 れ（ 自 己 理 解 → 職 業 理 解 → 意 思 決 定 → 就 職 → 職 場 定 着 ）に つ い て 具

体 的 な 手 法 や ツ ー ル を 使 っ て の 指 導 ，③ 卒 業 後 の 追 跡 調 査 や 卒 業 生 に 対 す る キ

ャ リ ア 支 援 体 制 の 整 備 ， な ど が あ げ ら れ る 。  

め ま ぐ る し く 変 化 す る 産 業 社 会 ， 企業 の 経 営 環 境 に お い て ， これ ま で の 企 業

主 体 の キ ャ リ ア 形 成 は 終 わ り つ つ あ る 。職 業 人 と し て の キ ャ リ ア 形 成 だ け で は

な く ，結 婚 ，出 産 ，子 育 て な ど の ラ イ フ イ ベ ン ト を 通 じ て ，自 ら の キ ャ リ ア を

キ ャ リ ア 教 育 指 導 に よ る 学 生 の 受 入 れ は 企 業 に と っ て 最 も 歓 迎 さ れ る

事 で あ り 、現 在 最 も 欠 け て い る 家 庭 教 育 、学 校 教 育（ 義 務 教 育 ）の 責 任

を 大 学 が 果 し 、教 育 改 革 を 要 求 さ れ る 事 は 文 部 科 学 省 と し て 改 革 推 進 に

向 け て 国 を 挙 げ て 協 力 す べ き 問 題 で あ る と 考 え る 。  
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自 律 的 に 形 成 し ，職 業 人 生 を 含 む 人 生 そ の も の を 豊 か で 幸 福 に 満 ち た も の に す

る と い う こ と が ， こ れ か ら の 社 会 人 に 求 め ら れ て い る 。  

貴 校 の 特 色 で あ る 女 子 教 育 の 立 場 か ら も 今 後 ま す ま す 本 プ ロ グ ラ ム が 発 展

的 に 推 進 さ れ る こ と が ， 貴 校 の 社 会 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 明 確 に す る と と も

に ，社 会 的 責 任 を 果 た す と い う 意 味 で も 非 常 に 重 要 で あ る と 考 え る 。学 生 の 意

識 改 革 や 学 内 の 体 制 づ く り な ど 短 期 間 で 行 え る も の で は な い た め ，今 後 本 プ ロ

グ ラ ム を は じ め と す る キ ャ リ ア 教 育 が 全 学 的 な 取 り 組 み と し て ，長 期 的 に 継 続

さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。  

 

２  計 画 に つ い て  

２ ． １  取 り 組 み の 有 効 性  

世 の 中 が 豊 か に な り ， また 少 子 化 ゆ え に 大 学 全 入 時 代 と な っ た 今 ， 明確 な 目

的 意 識 を 持 た ず に 大 学 へ 進 学 す る 学 生 が 多 く 存 在 し ，ま た ，国 民 の 義 務 と し て

の 勤 労 や 納 税 の 意 識 が 希 薄 な 若 年 者 の 存 在 も 少 数 で は な く な っ て い る 。本 プ ロ

グ ラ ム の 実 施 方 法 と し て ，個 別 対 応 及 び 個 別 対 応 教 育 を 基 本 と す る と こ ろ に 大

い に 意 義 が あ る 。学 生 の 意 識 や 課 題 は 多 様 で あ り ，集 合 教 育 で は ，埋 も れ て し

ま う 一 人 一 人 の 学 生 も ，個 別 的 な 対 応 を す る こ と で ，て い ね い で き め 細 か い 支

援 が 可 能 と な る 。各 学 部 学 科 の 担 当 教 員 と 全 般 的 な キ ャ リ ア 形 成 ，就 職 支 援 ス

タ ッ フ と の 役 割 分 担 を 明 確 に し ，負 担 偏 重 に な ら な い よ う ，連 携 を と り な が ら

効 率 的 に す す め て い く 必 要 が あ る 。  

 

２ ． ２  本 プ ロ グ ラ ム の 着 眼 点  

就 労 意 識 の 喚 起・ 醸成 と 職 業 人 と し て の 基 本 的 能 力 の 養 成 を 本 プ ロ グ ラ ム の

課 題 と し て と ら え て い る こ と に つ い て は ，貴 校 の 現 状 を 踏 ま え た 上 で の 課 題 設

定 で あ る と 思 わ れ る が ，就 労 意 識 が 不 足 し ，モ ラ ト リ ア ム 型 の 大 学 生 が 増 加 し

て い る 現 在 の 社 会 情 勢 か ら も ， 共 感 性 の 高 い 課 題 で あ る 。  

産 業 社 会 に お い て も コ ス ト 削 減 や 先 が 見 え な い 経 営 環 境 と い っ た 理 由 か ら ，

以 前 の よ う に 新 入 社 員 教 育 に 時 間 や コ ス ト を か け ら れ な く な っ て お り ，職 業 人

と し て の 基 本 的 能 力 の 養 成 が 困 難 に な っ て い る 。今 後 は 企 業 に か わ っ て ，職 業

人 を 送 り 出 す 高 校 や 大 学 に そ の 役 割 が 求 め ら れ る こ と が 予 測 さ れ ，ま た ，職 業

人 と し て の 基 本 的 能 力 の 養 成 が 学 生 の 就 職 に お い て も 競 争 優 位 性 の 要 因 に な

る と 考 え ら れ る 。特 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 や 職 業 人 意 識 ，読 み 書 き・計 算

な ど の 基 礎 学 力 に 加 え ，自 律 的 な 行 動 力 ，課 題 設 定 力 や 論 理 的 思 考 能 力 な ど も

発 展 的 に テ ー マ と し て 取 り 組 み が 期 待 さ れ る 。  

 

 

２ ． ３  I C T 活 用 の 有 効 性  

学 生 の デ ー タ ベ ー ス ，e ラ ー ニ ン グ な ど I C T 活 用 の 有 効 性 は 非 常 に 高 い と 考

え ら れ る 。学 生 に 対 す る 個 別 的 な 対 応 内 容 を デ ー タ ベ ー ス に よ っ て 一 元 的 に 情

報 を 管 理 す る こ と で 効 率 的 で 円 滑 な 支 援 ，指 導 が 可 能 に な る 。 e ラ ー ニ ン グ に
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つ い て は ，時 間 や 場 所 を 選 ば ず に 学 習 で き ，学 生 の 利 便 性 を 大 い に 高 め る と と

も に ， V O D を 繰 り 返 し 視 聴 し ，各 人 の 能 力 や 進 度 に 合 わ せ て じ っ く り 学 習 に 取

り 組 め る と い う 点 で 効 果 が 期 待 で き る 。  

他 大 学 の I C T 活 用 例 と し て ， 限定 さ れ た メ ン バ ー に の み 解 放 さ れ る 「つ な が

り の 場 」が 作 ら れ ，キ ャ リ ア 教 育 や 就 職 活 動 に 活 用 さ れ て い る 。在 学 生 や 企 業

で 働 く 卒 業 生 ，教 職 員 が 情 報 交 換 や 出 会 い の 場 と し て 活 用 で き る S N S な ど の 開

設 は ， 今 後 検 討 す る 価 値 が あ る 。  

 

 

３  実 績 に つ い て  

概 要 で ふ れ た 通 り ， 1 9 年 度 ， 2 0 年 度（ 7 月 ま で ）の 実 施 お よ び 達 成 状 況 は ，

全 学 的 な 取 り 組 み お よ び 各 学 部 学 科 の そ れ に つ い て ，概 ね 問 題 な く 進 行 し て い

る と 見 受 け ら れ る 。詳 細 に つ い て は ，今 後 ，各 取 り 組 み の 現 場 を 視 察 し ，ヒ ア

リ ン グ な ど を 通 じ て 具 体 的 な コ メ ン ト を 提 示 で き れ ば と 考 え て い る 。  

今 回 の 評 価 に あ た っ て 提 供 さ れ た 資 料 か ら ， 不明 な 点 は 次 の 通 り で あ る 。 そ

れ は ，① 各 取 り 組 み に つ い て の 評 価 に つ い て ど の よ う に 行 い ，フ ィ ー ド バ ッ ク

さ せ て い く か ，② キ ャ リ ア 形 成 の 体 系 に そ っ た 自 己 理 解 や 職 業 理 解 の 具 体 的 な

指 導 が ど の よ う に 行 わ れ て い る か ，③ 職 場 定 着 状 況 を 知 る た め の 卒 業 後 の 追 跡

調 査 や 卒 業 生 の 再 就 職 支 援 ， に つ い て で あ る 。  

 

４  提 案  

以 下 に つ い て ， 確 認 あ る い は 検 討 を 提 案 す る 。  

 

４ ． １  定 量 的 お よ び 定 性 的 な 目 標 と 評 価 基 準 の 設 定  

各 取 り 組 み や 時 限 的 な 課 題 の 実 施 に つ い て 定 性 的 な 表 現 だ け で は ，成 果 評 価

や そ の 後 の 修 正 行 動 が あ い ま い に な り ， 各 取 り 組 み の 効 果 測 定 が 困 難 に な る 。

定 量 的 な 目 標 や 評 価 基 準 の 設 定 を 行 い ，各 実 施 主 体 と な る 学 部 学 科 間 で 標 準 化

さ せ る こ と で 一 人 一 人 の 学 生 へ の 効 果 的 な 対 応 が 期 待 で き る 。  

目 標 や 評 価 基 準 の 定 量 化 に 関 す る 具 体 的 な 方 法 に つ い て は ， 例え ば ①「 就 労

意 識 の 喚 起 」を 課 題 と す る 取 り 組 み で あ れ ば ，一 定 の 取 り 組 み 期 間 の 後 ，学 生

に レ ポ ー ト を 提 出 さ せ て ，そ の 内 容 に 含 ま れ る キ ー ワ ー ド や キ ー セ ン テ ン ス に

よ っ て ，達 成 状 況 を 計 数 化 す る ，② 年 度 初 め に 担 当 教 員 と 学 生 間 で 面 談 を 行 っ

て 個 人 目 標 を 設 定 し ，そ の 達 成 状 況 を 管 理 す る こ と で 評 価 す る（ 企 業 経 営 に お

け る 人 的 資 源 管 理 の 目 標 管 理 制 度 の し く み を 活 用 ）， な ど も 考 え ら れ る 。  

 

４ ． ２  キ ャ リ ア 形 成 の ツ ー ル や 手 法 の 活 用 と 指 導  

自 己 理 解 ，職 業 理 解 ，啓 発 的 経 験 ，意 思 決 定 ，就 職 ，職 場 定 着 と い う 標 準 的

な キ ャ リ ア 形 成 の 流 れ を 実 行 す る た め の 具 体 的 な ツ ー ル や 手 法 の 紹 介 や そ の

活 用 に 関 す る 指 導 を セ ミ ナ ー に 加 え て ，キ ャ リ ア カ ウ ン セ ラ ー に よ る 個 別 的 な

カ ウ ン セ リ ン グ に よ っ て お こ な う 。  
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・ 自 己 理 解 ： 自 己 分 析 の た め の キ ャ リ ア シ ー ト や ア セ ス メ ン ト ツ ー ル  

・ 職 業 理 解 ： 業 界 ・ 企 業 研 究 の 指 導 ， 卒 業 生 紹 介  

・ 応 募 活 動 支 援 ： エ ン ト リ ー シ ー ト 作 成 指 導 ，  

S P I２ ・ 筆 記 試 験 ・ 面 接 試 験 対 策  

 

４ ．３  職 場 定 着 状 況 な ど の 確 認 の た め の 追 跡 調 査 と 卒 業 生 に 対 す る 再 就 職 支

援  

大 学 生 の ３ 割 以 上 が 就 職 後 ３ 年 以 内 に 離 職 し ， 職 場 定 着 が 困 難 と な っ て い

る 。卒 業 生 の 追 跡 調 査 を 行 い ，職 場 定 着 状 況 を 確 認 す る こ と で ，こ れ か ら の キ

ャ リ ア 教 育 の 課 題 が 明 確 に な り ，効 率 的 で 満 足 度 の 高 い 取 り 組 み の 実 施 が 可 能

に な る 。  

ミ ス マ ッ チ や 進 路 変 更 に よ っ て 就 職 後 離 職 し ，再 就 職 を 目 指 す 卒 業 生 の 支 援

は ， 貴 校 の エ ン ロ ー ル メ ン ト の 実 践 と し て 重 要 な 事 業 で あ る 。 支 援 体 制 の 整

備 ・ 強 化 と そ れ に 必 要 な 人 的 資 源 の 確 保 が 望 ま れ る 。  

以 上  

 

以 上 の 通 り ， 報 告 い た し ま す 。  

 

平 成 ２ ０ 年 １ ０ 月 ２ ２ 日  

報 告 者 ： 金 子  清 美  

 

  
 
 上 記 、 中 間 外 部 評 価 に 対 し て は 、 以 下 の よ う な 改 善 を 行 っ た 。  
 
１ ． 上 記 「 ２  計 画 に つ い て 」 の 改 善  
 

①  各 学 部 学 科 の 担 当 教 員 と 全 般 的 な キ ャ リ ア 形 成 ， 就 職 支 援 ス タ ッ フ と の

役 割 分 担  
→  学 生 面 談 シ ス テ ム な ど を 活 用 し て 、学 生 へ の 支 援 状 況 を 共 有 す る こ

と で 、 シ ー ム レ ス な サ ポ ー ト を 実 現 す る こ と を 目 指 し た 。  
 

②  在 学 生 ・ 卒 業 生 ・ 教 職 員 の 情 報 交 換 の 場 と な る S N S の 開 設  
→  在 学 生 と 教 員 に 関 し て ，光 華 n a v i「 e -ポ ー ト フ ォ リ オ 」で 情 報 交 換

を 行 う 環 境 を 構 築 し た 。 ま た 、 本 取 組 外 で は あ る が 学 生 支 援 と し て ラ ー

ニ ン グ コ ミ ュ ニ テ ィ k o c o l o n y（ 光 華 S N S） を 開 設 し 、 在 学 生 ・ 教 職 員 の

情 報 交 換 の 場 を 開 設 し た 。 卒 業 生 と の 情 報 交 換 に つ い て は 、 順 次 検 討 を

行 う 予 定 と し た 。  
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２ ． 前 述 「 ３  実 績 に つ い て 」 の 改 善  
 

①  各 取 り 組 み の 評 価 方 法 と フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法  
→  定 型 フ ォ ー マ ッ ト に よ る 報 告 を 行 い 、連 絡 会 で フ ィ ー ド バ ッ ク を 行

っ て い た が 、外 部 評 価 委 員 へ の 説 明 が 不 十 分 で 伝 わ っ て い な か っ た 点 を

改 善 し た 。  
 

②  キ ャ リ ア 形 成 の 体 系 に そ っ た 自 己 理 解 や 職 業 理 解 の 具 体 的 な 指 導 方 法  
→  キ ャ リ ア 形 成 体 系 プ ロ グ ラ ム の 資 料 化 を 検 討 し た 。  
 

③  卒 業 後 の 追 跡 調 査 や 卒 業 生 の 再 就 職 支 援 方 法  
→  現 状 把 握 後 、 資 料 化 を 検 討 す る こ と と し た 。  
 

３ ． 前 述 「 ４  提 案 に つ い て 」 の 改 善  
 

①  定 量 的 な 目 標 と 評 価 基 準 の 設 定 （ 学 部 学 科 間 の 標 準 化 ）  
→  現 状 ヒ ア リ ン グ に て 原 案 作 成 後 ，各 学 科 担 当 者 合 同 で 評 価 基 準 に つ

い て 調 整 し た 。  
 

②  キ ャ リ ア 形 成 ツ ー ル の 活 用 と キ ャ リ ア カ ウ ン セ ラ ー に よ る 個 別 的 な 指

導  
→  能 力 検 定（ 自 己 発 見 レ ポ ー ト ，就 職 適 正 検 査 ， H Q テ ス ト ），キ ャ リ

ア デ ザ イ ン 講 座 な ど で ツ ー ル の 紹 介 と 活 用 を 行 っ た 。  
キ ャ リ ア カ ウ ン セ ラ ー に よ る 個 別 的 な カ ウ ン セ リ ン グ と し て は 、 本 取 組

外 で 平 成 2 2 年 2 月 よ り キ ャ リ ア メ ン タ ー 制 を 導 入 し 、 個 別 指 導 体 制 を

強 化 し た 。  

 
③  卒 業 生 に 対 す る 支 援 体 制 の 整 備 ・ 強 化 ， 人 的 資 源 の 確 保  

→  今 後 の 課 題 と し た 。  

 

 

２ .７  就 労 意 識 に 関 す る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 記 録  

 

本 取 組 完 了 時 、「 学 生 の 就 労 意 識 の 喚 起 、 醸 成 に 当 た り 教 員 の す べ き こ と は

何 か 」 に つ い て 、 キ ャ リ ア 教 育 推 進 連 絡 会 議 に お い て フ リ ー デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 各 学 科 に 持 ち 帰 り 、 教 員 に よ る フ リ ー デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

へ と 展 開 し た 。 そ の 結 果 を 以 下 に 報 告 す る 。  

 

テ ー マ ：「 就 職 し た い と 思 っ た ら 、 何 を す べ き か 」  

 

― 46 ―



①  日 本 語 日 本 文 学 科  

 入 学 ～ ３ 年 次 前 期  ３ 年 次 後 期 （ 就 職 活 動 開 始 ） ～  

あ

る

べ

き

姿 

・ 1 年 次 か ら 段 階 的 に 就 職 活 動 に 向 け

た 準 備 を 進 め る  

・適 切 な 情 報 を 適 切 な 時 期 に 与 え る 工

夫 を す る  

 

・ 就 職 活 動 の 進 み 具 合 を 、 出 来 る

だ け こ ま め に 把 握 し 、 適 切 な 助 言

を 与 え 、 意 欲 を 継 続 さ せ る  

学

生

が

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

事 

・ 効 果 的 な 自 己 紹 介 （ 自 己 ア ピ ー ル ）

の 練 習  

・資 格 取 得 に 関 わ る 学 外 実 習 ，博 物 館

実 習  

・ グ ル ー プ デ ィ ス ッ カ シ ョ ン の 練 習  

・ 敬 語 の 基 礎 確 認  

・ 常 用 漢 字 表 内 字 の 読 み 書 き の 徹 底  

・敬 語 表 現 を 含 め て 口 頭 で の 的 確 な 表

現 法 の 習 得 （研 究 室 や 事 務 局 に 出 向 い

て 用 件 を 伝 え る と き な ど を そ の 練 習

の 場 と す る ）  

・各 自 の し っ か り と し た ス ケ ジ ュ ー ル

作 り（ 中 長 期 的 な も の と 、短 期 的 な も

の と を 作 り 、 実 行 す る ）  

・ エ ン ト リ ー シ ー ト （ 自 己 ア ピ ー

ル ・ 志 望 動 機 ） の 作 成  

・ 就 職 希 望 先 の 絞 り 込 み  

・ 面 接 の 実 践 練 習  

・ 敬 語 表 現 を 含 め て 口 頭 で の 的 確

な 表 現 法 の 習 得  

・ 実 践 的 な 問 題 演 習 、 自 己 ア ピ ー

ル の 練 習  

・ 現 実 的 な 目 標 設 定 と 、 そ れ に 対

応 し た 情 報 収 集  

学

生

が

し

た

方

が

い

い

事 

・ 資 格 取 得  

・ イ ン タ ー ン シ ッ プ  

・ S P I の 問 題 演 習  

・ビ ジ ネ ス 日 本 語 に つ い て の 基 礎 知 識

確 認  

・ 新 聞 を 読 む 習 慣 を つ け る  

・ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 な ど 就 職 に 有 利 に

な る 活 動 へ の 積 極 的 参 加  

・大 人 の メ ー ク 術 、就 活 に 有 利 な 着 こ

な し の 習 得（ 最 近 は 敢 え て「 ス ー ツ 以

外 を 着 用 」 と い う 企 業 も あ る と 聞 く ） 

 

一 般（ 基 礎 ）教 養（ 特 に 日 本 史 や 地 理

に 関 し て ）養 成（ 教 員 採 用 試 験 の 問 題

集 な ど を 解 く の が よ い か ？ ）  

 

・ 希 望 す る 企 業 の 訪 問  

・ 就 職 活 動 に 関 す る 情 報 の 積 極 的

な 交 換 （ ネ ッ ト 上 を 含 む ）  

・ 一 般 （ 基 礎 ） 教 養 （ 特 に 日 本 史

や 地 理 に 関 し て ） 養 成  

・ 上 級 生 の 成 功 体 験 を 積 極 的 に 聞

く （ 学 科 、 ゼ ミ 単 位 で の 機 会 設 定

も 必 要 ）  
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②  人 間 関 係 学 科  

 入 学 ～ ３ 年 次 前 期  ３ 年 次 後 期 （ 就 職 活 動 開 始 ） ～  

あ

る

べ

き

姿 

「 な せ ば な る 」 と い う 気 持 を 持 つ  

社 会 や 職 業 の こ と を も っ と 知 る  

社 会 と の 関 わ り を で き る だ け 多 く 持

つ  

漠 然 と し た 将 来 へ の 不 安 に 負 け な い  

学 習 意 欲 を 維 持 す る ・ 向 上 す る  

過 度 に 落 ち 込 ま な い  

就 職 に 関 し て 前 向 き な 気 持 を 持

つ  

学

生

が

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

事 

・ 効 果 的 な 自 己 紹 介 （ 自 己 ア ピ ー ル ）

の 練 習  

・ 資 格 取 得 に 関 わ る 学 外 実 習 ，博 物 館

実 習  

・ グ ル ー プ デ ィ ス ッ カ シ ョ ン の 練 習  

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 参 加  

対 人 関 係 ス キ ル の 向 上  

ラ イ フ ス ケ ジ ュ ー ル を 考 え る  

（ 結 婚 ， 就 職 ， 出 産 ・ ・ ・ ）  

そ の た め に は ど ん な 経 験 ，ど ん な 資 格

が 必 要 ？  

※ 大 学 で の 学 び を 授 業 外 の 活 動（ ボ ラ

ン テ ィ ア ・ ア ル バ イ ト 等 も 含 む ）に 結

び つ け る  

e -ポ ー ト フ ォ リ オ の 活 用 も 効 果 的 手

段 の 一 つ  

・ エ ン ト リ ー （ 自 己 ア ピ ー ル ・ 志

望 動 機 ） の 作 成  

・ 就 職 希 望 先 の 絞 り 込 み  

 

 

 

 

 

 

学

生

が

し

た

方

が

い

い

事 

・ 資 格 取 得  

・ イ ン タ ー ン シ ッ プ  

実 際 に 仕 事 を し て い る 人 の 講 演 や イ

ン タ ビ ュ ー  

2 回 生 で 意 欲 を 落 と さ な い 工 夫  

成 功 体 験 を 持 つ ，何 で も 良 い の で 自 信

を 持 つ  

対 人 関 係  

知 ら な い 人（ 大 人 ）と 話 す 機 会 を 持 つ  

他 学 科 ，他 学 年 と の 接 触 の 機 会 を 持 つ  

ラ ー ニ ン グ コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 参 加  

他 大 学 と の 交 流  

学 外 発 表 の 機 会  

・ 希 望 す る 企 業 の 訪 問  
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教

職

員

が

す

る

事 

 就 職 活 動 の 具 体 的 な 状 況 等 を お

互 い に 積 極 的 に 話 す 機 会 を 設 け

る  

3・4 回 生 が 合 同 で 顔 を 合 わ せ る 機

会 を 持 つ （ 発 表 会 ・ 昼 食 会 等 ）  

教 員 が 学 生 の 就 職 活 動 に 積 極 的

に 関 与 す る （ 落 ち 込 ん で い る 学 生

に 声 を 掛 け る な ど ）  

 

 

③  健 康 栄 養 学 科  

 入 学 ～ ３ 年 次 前 期  ３ 年 次 後 期 （ 就 職 活 動 開 始 ） ～  

あ る べ

き 姿  

管 理 栄 養 士 を 目 指 す 。  管 理 栄 養 士 の 仕 事 内 容 を 十 分 理 解

す る 。  

学 生 が

し な け

れ ば な

ら な い

事  

自 己 ア ピ ー ル の 練 習 。  エ ン ト リ ー 用 紙 の 作 成 と 表 現 。  

な り た い 管 理 栄 養 士 の 絞 込 み 。  

学 生 が

し た 方

が い い

事  

友 達 を 沢 山 つ く る 。  

ク ラ ブ 、 サ ー ク ル 、 バ イ ト 等 。  

企 業 説 明 会 の 参 加 。  

企 業 訪 問 。  

教 職 員

が す る

事  

管 理 栄 養 士 の 希 望 を 継 続 さ せ る 。  

目 標 を 見 失 わ な い フ ォ ロ ー 。  

学 生 の 希 望 を 重 要 視 す る 。  

国 家 試 験 へ の 取 り 組 み 強 化 。  

就 職 後 の 安 心 で き る 対 応 の 学 生 へ

の 周 知 。  
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④  社 会 福 祉 学 科  

 入 学 ～ ３ 年 次 前 期  ３ 年 次 後 期 （ 就 職 活 動 開 始 ） ～  

あ る べ

き 姿  

基 礎 学 力 を つ け 、１ 年 次 か ら あ る

程 度 将 来 象 を シ ュ ミ レ ー シ ョ ン

で き る よ う に す る 。  

社 会 福 祉 専 門 職 へ の 意 識 づ け と

事 前 学 習 を 含 め 実 習 を 通 じ て 実

践 力 を 習 得 す る 。  

社 会 福 祉 士 等 国 家 試 験 対 策 へ 取

り 組 む  

（ 講 座 ・ 勉 強 会 へ の 参 加 ）  

就 職 ガ イ ダ ン ス へ の 参 加（ 社 会 福

祉 分 野 ）  

一 般 職 選 択 の 場 合 は 企 業 説 明 会

等 へ の 早 期 の 参 加 。  

学 生 が

し な け

れ ば な

ら な い

事  

H Q テ ス ト 等 、キ ャ リ ア 支 援 セ ン タ

ー 実 施 の テ ス ト を 早 期 に 受 け 、自

分 の 適 性 や 傾 向 を 把 握 し て お く 。

社 会 福 祉 学 科 で は 社 会 福 祉 士 の

仕 事 を 体 験 し 資 格 に 対 す る 意 識

を 持 つ 。  

社 会 福 祉 関 係 の 中 で の 各 専 門 分

野 ・ 専 門 職 に 対 す る 理 解 と 進 路 決

定 （ 相 談 援 助 職 ・ 介 護 職 ・  

保 育 士 ・ 福 祉 科 教 員 等 ） 及 び 具 体

的 就 職 活 動 。  

一 般 職 希 望 者 は キ ャ リ ア 支 援 セ

ン タ ー 等 を 活 用 し 、希 望 分 野 の 決

定 と 具 体 的 就 職 活 動 。  

エ ン ト リ ー シ ー ト の 書 き 方 等 の

習 得  

学 生 が

し た 方

が い い

事  

実 習 に 行 く 前 に ボ ラ ン テ ィ ア 体

験 等 、 社 会 福 祉 の 現 場 体 験 を 持

つ 。実 習 に 行 か な い と い う 選 択 を

し た 場 合 は 自 分 の 適 性 を 把 握 し 、

具 体 的 な 方 向 性 を 固 め て い く 。  

各 資 格 取 得 へ 向 け た 対 策 講 座 ・ 模

擬 試 験 受 講  

希 望 地 域 の 社 会 福 祉 人 材 セ ン タ

ー へ の 登 録 等  

一 般 常 識 や 時 事 問 題 に つ い て 確

実 に 理 解 で き る よ う 新 聞 等 を 読

む 習 慣 を つ け て お く 。  
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３. 取組の詳細 

 

 本取組では、全体計画を基に各担当学科・関連部署毎に、年度初めに本年度実施計画書を作成した。

その計画書に基づき取組を実施し、個別評価会議（キャリア教育推進連絡会議）で取組の報告と点検

を行った。個別の取組の一部について報告する。 

 

３.１  文学部 日本語日本文学科 

 

日本語日本文学科では、以下の 7 項目について実施することを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ③就労意欲の喚起 ---------- 基礎ゼミ（基礎 F セミナー） 

2. ④個別対応教育 ------------ ラーニングルーム 

3. ④個別対応教育 ------------ 漢字検定対策講座 

4. ⑤リメディアル教育 -------- 国語基礎教育 

5. ⑨専門課程改善 ------------ 日本語学研究など 18 科目，日本語セミナーなど 12 科目 

6. ⑨専門課程改善 ------------ 博物館学関係諸科目 

7. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- 専門セミナーなど 

 

以下は、その最終報告の一例である。 

◆実施報告 

実施事項 ④ 項 ラーニングルームの設置と運用 

目 的 就労意識の喚起・醸成／社会人基礎力の養成／基本的能力の養成 

実施内容 

・学生指導、休退学対策、課外授業、キャリア教育、ＦＤ等に関連する。 

・広く学生と話し合い、相談に応じる機会を設け、学生指導の充実をめざす。 

・欠席しがちな学生の出席を確認し、毎日の出席を促す機会とする。 

・課外授業として、授業での教育を補完するような、幅広い教育の一助とする。

実施事項の目標 

学習、生活面での不安をできるだけ解消

し、学業を継続する活力を導く。 

友人関係を構築し、満足感のある就学環境

を作る。 

教員が、学生の抱える不安や悩みを把握

し、今後の支援に役立てる。 

到
達
レ
ベ
ル 

原則として、学期中の毎週木曜

日に、ラーニングルームを開設

し、毎回 10 名以上の参加を得

る。 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ キャリア教育を含む、社会人基礎力の教育、および出口

教育。 

（例）社会人として職業に就くことについて、さまざま
のアドバイスをし、学生の就業意欲を高め、就職活動に
ついての悩みの相談の機会とする。いくつかの参考書も
用意しておき、学生に貸し出せるようにしておく。例え
ば、村上龍『13 才のハローワーク』などの職業案内、
雨宮処凜『生きさせろ！難民化する若者たち』などのフ
リーター等社会問題のドキュメント類ほか。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止
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２ 現代のさまざまな文化に対する意見交換、知識・教養の

教育とディスカッション。 

（例）広く教養（カルチャー）への興味の勧誘となる話
をし、就学意欲を高め、専門分野の選択などの助けとな
る相談の場とする。いくつかの参考書も用意しておき、
学生に貸し出せるようにしておく。例えば、大和和紀『あ
さきゆめみし』などのマンガ類、時雨沢恵一『キノの旅』
などのライトノベル類ほか。展覧会やイベントなどの紹
介も心がける。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 学生とのコミュニケーションを拡大し、また、ＦＤに利

用できるような対話。 

（例）流行している文学や映画・音楽等についての意見
や感想を聞き、学生とのコミュニケーションを高めると
同時に、学生のニーズや関心を知って、教員が授業等で
の教え方を工夫するヒントとする。いくつかの参考書も
用意しておき、学生に貸し出せるようにしておく。例え
ば、『バッテリー』『ひぐらしの鳴く頃に』などのベスト
セラー類、音楽・演劇・映画などの雑誌類ほか。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ 欠席しがちな学生の出席を確認し、毎日の出席を促す機

会とする。 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

５ 課外授業として、授業での教育を補完するような、幅広

い教育の一助とする。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

６ チュートリアルカフェの参加者がまとまって、学園祭・

ホームカミングデーに参加する。 

 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 
本取り組みを通じて、学生が正課以外の場で自己表現・自己実現の機会を求めて

いることが実感された。 

改善に向けた

今後の取組 

参加者が固定化する傾向にあるので、学生への周知を図るとともに内容の吟味等

を行い、学科のラーニングコミュニティとして取り組みを継続する。 

 

◆成果 

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 

ラーニングルー

ム開設状況と参

加呼びかけ 

実施頻度・回数と

参加人数 

毎回 10 名以上 

参加 

詳細を以下に

報告 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 
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◆ラーニングルームの利用人数 

（平成 20 年度） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

開室日数 － － ２ ４ － － ５ ２ ２ ２ － － 

利用人数 － － 21 43 － － 41 25 20 20 － － 

（平成 21 年度） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

開室日数 3 3 3 2 － － 5 3 － － － － 

利用人数 34 31 25 24 － － 48 29 － － － － 

 

◆補足説明 

 実施回数について、担当教員の会議などのため実施しなかった回を除き、毎週開設という目標

はほぼ達成されている。 

 また、実施の目標に掲げた「学業を継続する活力」及び「満足感のある就学環境」については、

実施項目６のホームカミングデー参加を通じて、充分な達成度が得られたと判断される。 

 

 

３.２  文学部 国際英語学科 

 

国際英語学科では、以下の 5 項目について実施することを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ③就労意欲の喚起 ---------- 基礎ゼミ（セミナーＡ・セミナーＢ） 

2. ④個別対応教育 ------------ ラーニングルーム 

3. ⑤リメディアル教育 -------- 新英語教育 

4. ⑨専門課程改善 ------------ セミナーＣ・セミナーＤ 

5. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- Blackboard の TOEIC 講座，LMS、VOD，インターネット 

 

以下は、その最終報告の一例である。 

◆実施報告 

実施事項 ⑤ 項 新英語教育 

目 的 
基本的能力の養成 

光華の学生に対して、一定の英語能力を保証できるようなシステムを作り上げる

実施内容 
全学の 1 年生の英語教育として実施している。教材ベースと e-learning 教材の

両者が有機的に結びつくように改訂をしていきたい。 

実施事項の目標 

本学学生のおかれた状況（京都にある女子

大で英語に苦手意識を持っている学生が

多い）に即した共通のテキストを用いて、

英語教育の効率を高める。 

到
達
レ
ベ
ル 

数字目標は特に決めていない。
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実施項目 自己評価 効果予測 

１ 1 年生用の教材の改訂と利用 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 1 年生用の e-learning の改訂と利用 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 2 年生用の教材 □計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

■やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

■効果なし中止

４ 2 年生用の e-learning の作成と利用 □計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

■やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

■効果なし中止

所  感 

本学の 2 年次では英語 F を開講する学部としない学部があり、共通のテキストの

使用が難しい。全体のカリキュラムの変更により 2 年次での共通テキストの使用

が可能になる可能性もある。 

改善に向けた

今後の取組 
使用する教員や学生の反応に応えながら、随時テキストを改訂していきたい。 

 

◆成果 

 

 

  

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 
教材の改訂と利

用 

学生からの使い

方のアンケート

の実施 

満足度 100% 

アンケート調

査は行わず数

値は不明。 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

２ e-learning 利用 

学生からの使い

方のアンケート

の実施 

利用経験者 50% 

3 回以上利用 80%

利用者はきわ

めて少ない。 

□達成できた 

□ほぼ達成できた 

■達成できなかった 

３ TOEIC の試験 
英文の学生全員

に実施 
受験率 100% 

受験率は 80%程

度である。 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 
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３.３  全学共通教育センター 

 

全学共通教育センターでは、以下の 5 項目について実施することを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ③就労意欲の喚起 ---------- 大学基礎講座Ⅰ，Ⅱ，就労意識の喚起に関わる取りまとめ 

2. ⑤リメディアル教育 -------- 大学基礎講座Ⅲ 

3. ⑧インターンシップ(専門実習） 

4. ⑨専門課程改善 ------------ 教職科目、司書科目 

5. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- 「教育方法論」の e ラーニング化 

 

以下は、その最終報告の一例である。 

◆実施報告 

実施事項 ⑧ 項 専門実習 

目 的 
就労意欲の醸成 

教員という職業への再認識 

21 年度実施内容 教職指導室との連携による事前指導の強化 

実施事項の目標 

１） 教員という職業への再認識を促す 

（実務面等） 

２） 模擬授業の指導強化 

 

到
達
レ
ベ
ル

教育実習にむけての準備 

教壇に立つ自信を持つ 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ 木曜５講時に事前指導として正規授業開講。 

教職に対する熱意喚起と意識の再認識を促す。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 個別指導による事前・事後指導。 

教育実習参加者に対し指導案作成のアドバイスなど個

別に指導。 

 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 課外授業として光華高校へ授業参観。 

授業参観に伴う事前事後指導を重視。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ 課外授業として模擬授業を実施。 

各教科別に実施。 

教科指導法の担当教員を交えて反省会を実施。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止
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所  感 
各学科との連携をどうとるか、各教科指導法の担当教員と教職科目の担当教員と

の連携をどのようにとるか、についてさらに検討の余地がある。 

改善に向けた

今後の取組 

教育実習について文科省もカリキュラムの変革を要請している。本学ではさらに

キャリア形成学部の教員と教職指導室が連携して特に個別指導を強化していきた

い。 

 

◆実施実績（1 月 19 日時点） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

個別指導

(人) 

222 145 102 77  33 29 53 129 89 52 26  

授業参観 ６月  日文 11  英文 2  人関 5  福祉 0  栄養 8  合計 26 

模擬授業 ５月  日文 17  英文 12  人関 13  福祉 3      合計 51 

 

◆成果 

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 教員という職業

への再認識 

教育実習参加者

が教員として自

覚・自信を持つ 

目標とする教員

像が明確である

こと 

全教育実習参加

者が自分なりの

教員像を描けた 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかっ

た 

 

 

３.４  人間科学部 人間関係学科 

 

人間科学部 人間関係学科では、以下の 6 項目について実施することを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ③就労意欲の喚起 ---------- 基礎ゼミ（基礎演習Ⅰ・基礎演習Ⅱ） 

2. ④個別対応教育 ------------ ラーニングルーム 

3. ⑤リメディアル教育 -------- 基礎統計授業 

4. ⑨専門課程改善 ------------ 専門ゼミ 

5. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- ＶＯＤ講義 

6. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- 全開講科目でのＬＭＳ活用 

 

以下は、その最終報告の一例である。 

◆実施報告 

実施事項 ③ 項 就労意識の喚起 

目 的 

就労意識の喚起 

初年次の基礎教育を通じ「就労」「社会人となる」という目的を意識させ，学習意

欲の向上につなげる 
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実施内容 
基礎ゼミ（本学科科目名は 基礎演習Ⅰ（前期）・基礎演習Ⅱ（後期））の中で「就

労意識の喚起」を中心課題の一つとして取り組む 

実施事項の目標 

自分の将来イメージとそのための大学 4年間

のデザイン形成を吟味し，将来の自分とのか

かわりを考えることで，大学で学ぶべき内容

をディスカション個々の学生が熱意をもっ

て取り組める学習内容を見出し，自発的に学

び，キャリア形成に向けた動機づけを高め

る． 

到
達
レ
ベ
ル 

取組開始前に比較し学生の社

会への関心の底上げをおこな

うことができた．就労意識ア

ンケートにもその結果が反映

されているが，より定量的な

評価については今後の課題で

ある． 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ 科目担当者の意識共有 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 基礎演習Ⅰでの取り組み 

個々の学生が熱意をもって取り組める学習内容を見出し，

自発的に学び，キャリア形成に向けた動機づけを高める．

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 基礎演習Ⅱでの取り組み 

個々の学生が熱意をもって取り組める学習内容を見出し，

自発的に学び，キャリア形成に向けた動機づけを高める．

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ 外部講師による特別講義 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 

今年度は実際の成果よりも，担当教員の意識付けとその共有がおこなえたことのメ

リットが大きいと感じた．学生は就労について考えるきっかけが少なかったと思わ

れ，社会との関わりをテーマとして取り上げたことで，関心を持ってもらえた． 

学科内で各教員が意識的に取り組むことができた． 

新たな試みとして，e-ポートフォリオについてキャリアデザイン講座受講者へのフ

ォローアップの徹底を学科としておこなった． 

平成 21 年 12 月 10 日に戦略的 FD 連携研究会で本学の e-ポートフォリオの取組につ

いて報告を行うなど成果について外部への発信をおこなえたことが非常に良かっ

た． 

改善に向けた

今後の取組 

定量的な成果の把握方法の確立が課題である．今年度実施した意識アンケート等は

非常に有効である，継続してデータ収集をおこなう必要があると考えられる． 
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３.５  人間科学部 健康栄養学科 

 

人間科学部 健康栄養学科では、以下の 8 項目について実施することを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ③就労意欲の喚起 ---------- 基礎ゼミ（基礎化学など） 

2. ④個別対応教育 ------------ ラーニングルーム 

3. ④個別対応教育 ------------ クラスアドバイザーによる個人面談 

4. ⑧インターンシップ（専門実習）---臨地実習 

5. ⑨専門課程改善 ------------ 健康栄養学科 キャリア支援講座 

6. ⑨専門課程改善 ------------ 専門課程改善 

7. ⑨専門課程改善 ------------ 国家資格取得 

8. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- インターネット利用 

 

以下は、その最終報告の一例である。 

◆実施報告 

実施事項 ⑨ 項 専門課程改善「健康栄養学科キャリア支援講座」 

目 的 社会人基礎力の養成 

実施内容 

毎年 9 月に開催していた「三年生研修」のテーマは「①臨地実習の今後の取り組

み、②卒業論文および管理栄養士国家試験対策について、③臨地実習報告、④管

理栄養士の現場から（卒業生の講演）、⑤就職活動とその支援」であった。平成 20

年度は、④、⑤を中心に「健康栄養学科キャリア支援講座」として開催し、管理

栄養士の資格を生かし様々な場で働いている卒業生を講演者として迎える。この

講座は、病院・福祉施設・食品関連企業など多岐に渡る管理栄養士の職場につい

て理解を深め、自分の将来の管理栄養士としてのイメージの具体化・学習意欲を

高める等に寄与することが期待できる。また、学生キャリア支援センターには、

健康栄養学科に関係する就職活動・支援の話をしてもらう。 

実施事項の目標 

「健康栄養学科キャリア支援講座」開催に

よる就労意識の喚起・醸成 

 

 

到
達
レ
ベ
ル

アンケート調査による評価 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ 健康栄養学科キャリア支援講座 □計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 アンケート調査の結果は良好であった。 
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改善に向けた

今後の取組 

各学年により就職に対する興味が異なり、3 学年合同は難しい。平成 21 年度は従来

の「三年生研修」の形式にもどし、キャリア支援の部分を充実させる。また、1・2

年生は自由参加にする予定である。 

 

◆成果 

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 講座に対する興

味 

出席率を調査 出席率 80% 

 

１年生：80％ 

２年生：91.5％ 

３年生：97.3％ 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

２ 職場についての

理解 

アンケート調査 役に立った 90% 1 年生 92.3％ 

2 年生 97.3％ 

3 年生 95.3％ 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

 

◆補足説明 

 三年生のアンケート調査の結果、様々な職種の卒業生の話を聞きたいという希望が多く、急遽、学

生と卒業生の自由懇談を実施した。  

 

 

３.６  人間科学部 社会福祉学科 

 

人間科学部 社会福祉学科では、以下の 7 項目について実施することを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ③就労意欲の喚起 ---------- 基礎ゼミ（基礎演習Ⅰ、基礎演習Ⅱ） 

2. ④個別対応教育 ------------ 文章表現力テスト，ラーニングルームと学科内の連携 

3. ⑧インターンシップ(専門実習）---社会福祉実習 

4. ⑨専門課程改善 ------------ 専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ 

5. ⑨専門課程改善(国家資格課程)----社会福祉士養成課程 

6. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- 実習支援システムの開発と試行 

7. ⑩教育のＩＣＴ化 ---------- 高齢者福祉論（老人福祉論） 

 

以下は、その最終報告の一例である。 

◆実施報告 

実施事項 ③ 項 就労意識の喚起 

目 的 一人の人として，女性としての働くこと，家庭をもつことの意味を考える 

20 年度実施内容 基礎演習Ⅰ、基礎演習Ⅱの授業の中に、就労意識を喚起させる要素を盛り込む 
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実施事項の目標 

①社会福祉領域で活躍する女性ゲストスピ
ーカーを招き、たんなる福祉ニーズの理
解を超えた、生き方を学ぶところから、
女性が働く意義について考える。（基礎演
習Ⅰ） 

②福祉現場を見学し、そこで働いている
人々の姿を見ることで、福祉の仕事の実
際を知るとともに、将来像をイメージす
る。（基礎演習Ⅰ） 

③クラスアドバイザー（基礎演習を担当）
が個別面談を行い、将来を考える機会と
しての大学生活を計画立てる支援を行
う。（基礎演習Ⅰ・Ⅱ）基礎演習Ⅱあるい
は実習指導 A にて、e ポートフォリオを活
用する。 

到
達
レ
ベ
ル 

 

80%の到達 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ ゲストスピーカー招聘 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 見学実習（準備・見学・振り返りを含む） 

→＜変更＞学生有志が夏休み中体験するボランティア活

動や講習会等を題材に，学生プレゼンによる社会福祉関

連施設・職種の理解を行う． 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ クラスアドバイザー（基礎演習を担当）が個別面談を行

い、将来への迷いや疑問を受け止めると共に、福祉分野

で働くことについてのアドバイスを行う。（基礎演習Ⅰ・

Ⅱ） 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ e ポートフォリオの活用 

＊「キャリアデザイン講座」にて使い方の指導を含め実

施した。 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止
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所  感 

・ゲストスピーカーは、福祉現場で活躍する女性 4 名を招聘し、福祉現場での仕事

内容や専門職に就く女性としての仕事観、結婚観、家族観等生の声を聞くことが

でき、仕事と家庭をもつ生活を学生らは実感できたようである。 

・ボランティア活動や講習会等の参加とそのプレゼンでは、全学生が夏休み中に参

加したわけではなかったが、プレゼンターによる学生目線での現場報告は親近感

も沸き、夏休み中にボランティア活動等に参加しなかった学生もその後に体験し

た者もいた。 

・就労意欲に関する意識調査の結果をみると，ポスト調査では「将来仕事に就こう

と思うか」で，意識の低い「1」「2」の回答が 0 になり，平均も 0.01 ポイント上

昇した一方で，「家庭をもつ」と「子どもをもつ」では，ポイントが若干低くな

った．仕事と家庭の両立といった点では，その厳しさを感じたのか，家庭をもた

ず／子どもをもたず，仕事を重視するというように意識が変化した者が若干名い

ると考えられる． 

改善に向けた

今後の取組 

夏休み中のボランティア活動や講習会等の参加は義務づけとしなかったが、参加者

は半数ほどであったため、前期中にどのような活動や講習会等に参加するか計画を

立てる授業を入れた方が参加率が上がると思われる。 

・就労意欲に関する意識調査の結果から示唆されることは．仕事と家庭の両立につ

いて，よいイメージをもてるような工夫をようする。 

 

◆成果 

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ ゲストスピーカ

ーによるセッシ

ョン 

前期 3 回実施。各

回受講レポート

を作成し，次週に

振り返りのセッ

ションを行う 

（出席した）全員

が 3 回のレポー

トをすべて提出

し、振り返りセッ

ションで意見交

換をする 

ほぼ全学生が

目標を達成で

きた。 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

２ 学生プレゼンに

よるセッション 

前期 4 回実施。受

講レポートを作

成する 

全員がレポート

提出する 

全学生が目標

を達成できた。 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

３ 就業や家庭をも

つ意識について

の質問紙調査の

実施（1 年） 

年度始めと年度

終わりに同一の

質問紙調査を実

施し、その変化を

みる 

全員に実施 全員に実施し

た。 

（ポストテス

トが 1/21 実施

であったため、

分析は今年度

中に行う） 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 
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４ 学生との個別面

談 

面談レポートを

学科会議で検討 

全員に実施 

要支援学生のピ

ックアップと指

導 

全員との個別

面談を行い、学

科会議にて要

支援学生につ

いて対応を検

討、実施した。 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

 

◆就労意欲に関する意識調査 プレ／ポスト結果    

プレ調査 回答：40 名・欠席：1 名   ポスト調査 回答：38 名・欠席 2 名 

質問 1.あなたは、将来仕事に就こうと思っていますか？ 

（回答選択肢：１ わからない，２ 仕事には全く就きたくない，３ 結婚するまでは仕事をもちた

い，４ 育児期間をおいてその前後仕事をもちたい，５ 生涯を通じての仕事を得たい） 

質問 2.あなたは、将来自分の家庭をもちたいと思っていますか？ 

（回答選択肢：とても思う ５ ― ４ ― ３ ― ２ ― １ 全く思わない） 

質問 3.あなたは、将来子どもを育てたいと思っていますか？ 

（回答選択肢：とても思う ５ ― ４ ― ３ ― ２ ― １ 全く思わない） 

＊（ポストテストのみ） 

質問 4. この 1 年を通じ、基礎演習を通じ、仕事・結婚・育児等についてイメージの変わった点

はありますか？ 

（回答選択肢：変わったと，とても思う ５ ― ４ ― ３ ― ２ ― １ 全く思わない） 

 

回答 １ ２ ３ ４ ５ 平均 

 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後

質問 1 3 0 0 0 4 6 14 16 20 16 4.25 4.26

質問 2 1 3 3 3 7 4 7 8 22 20 4.15 4.03

質問 3 1 2 3 5 5 3 7 5 24 23 4.25 4.11

質問 4  1  9  21  6  1  2.92

 

◆実施報告 

実施事項 ⑩ 項 教育のＩＣＴ化 

目 的 社会福祉現場実習指導における学生の自己学習を促す 

21 年度実施内容 

開発された実習支援システムを活用し、その実用性について評価する。 

実習支援システムを活用し、その実用性について評価し、活用状況について昨年

度との比較を行い、システムの充実を図る。 

― 62 ―



 

実施事項の目標 

①「社会福祉援助技術現場実習指導Ａ」に

おいて、実習支援システムの利用方法を

学生に教示し、施設理解や実習計画書の

立案等などの自己学習に活用する。 

②「社会福祉援助技術現場実習指導Ｂ」に

おいて、実習中の問題解決や実習総括の

自己学習に活用する。 

③実習支援システムの実用性について評

価及び昨年度との比較を行い、システム

の改善に役立てる。 

④「社会福祉援助技術現場実習指導 A」に

おいて、実習支援システムの利用方法に

ついて実演を交えた学習を行い、実習支

援システムについての学生の理解度お

よび活用度の向上を図る。 

到
達
レ
ベ
ル 

①全員(100％)への教示と利

用 

②利用率 80％ 

③対象者全員(100％)への実

用性 

アンケートの実施と 

結果からの改善内容の検討 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ 「社会福祉援助技術現場実習指導Ａ」において、実習支

援システムの利用方法を学生に教示し、施設理解や実習

計画書の立案等などの自己学習に活用する。 

                         

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 「社会福祉援助技術現場実習指導Ｂ」において、実習中

の問題解決や実習総括の自己学習に活用する。 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 実習支援システムの実用性について評価し、システムの

改善に役立てる。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ 「社会福祉援助技術現場実習指導 A」において、実習支

援システムの利用方法について実演を交えた学習を行

い、実習支援システムについての学生の理解度および活

用度の向上を図る。 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 

 「学外実習支援システム」は、実習生への教材、事前学習の資料として有効に

活用することができたと考える。時間や場所にとらわれることなく、実習生の都

合に合わせて、必要な資料や情報を手に入れることができるツールとして利用さ

れた。 

 しかし一方、実習が始まると、通年型実習(週 1 回)であるため、実習での困り

ごとや不明な点などがあった場合は、翌週に学校に登校し、直接学校に来て担当

教員に相談するなどの対応をした学生が多かったため、ほとんどの実習生は「学
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外実習支援システム」を利用する機会がほとんどなかった。 

改善に向けた

今後の取組 

実用性アンケートの結果をもとに、今後は「学外実習支援システム」の使われ方

を把握した上で、学生のニーズに即してシステム作りを行っていく必要である。

事前学習の教材や実習先施設の情報など、学生が必要としている項目を特化する

方向で「学外実習支援システム」を改善していく。 

 

◆成果 

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 実習支援システ

ムの試行とその

評価 

実用性アンケー

トの実施 

全対象者（100％）

への実施 

回収率 100％ 

(59 名中 59 名) 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかっ

た 

 

◆実用性アンケート結果の概要 

 平成 22 年 1 月 21 日(木)に、集合調査法にて｢社会福祉援助技術現場実習 A・B｣履修者全員に対して

実施。 

 ＜平成 20 年度と平成 21 年度との比較＞ 

平成 20 年度 割合 平成 21 年度 割合 

利用経験者 75.6% 利用経験者 55.6％ 

3 回以上の利用 35.6％ 3 回以上の利用 20.4％ 

満足度(とても満足、満足) 59.0% 満足度(とても満足、満足) 63.3％ 

＊補足説明：平成 21 年度「利用経験者」については、本学のコンピュータ室にて、履修者全員「学

外実習支援システム」を使って授業を行っている。 

      「55.6％」という結果は、この授業以外での使用、または授業で行ったこの「学外実

習支援システム」への認知度が低かったことなどが影響しているのではないかと推測

される。 

＊考察：平成 20 年度と比較し、平成 21 年度では｢利用経験者｣、｢3 回以上の利用｣ともに低い割合

で利用者の減少が見られるが、｢学外実習支援システム｣に対する学生からの評価は、平成

20 年度と比較して平成 21 年度では高い割合となっている。これは、前年度の課題であった

システムの改善等を行ったことで、内容が充実し、また以前に比べて使いやすくなったこ

とが｢満足度｣に影響を与えたのではないかと考える。また利用者の減少は、本学の実習(通

年型実習)の形態に活かされる形になっていなかったことが影響したのではないか。学校へ

行くことができない集中型実習ではあれば、この「学外実習支援システム」が活かされた

のではないかとこのアンケート結果から考察できる。 
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３.７  学生キャリア支援センター／エクステンションセンター 

 

学生キャリア支援センター／エクステンションセンターでは、以下の 4 項目について実施するこ

とを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ⑥社会人基礎力養成関係 ---- 社会人基礎力養成講座 

2. ⑥社会人基礎力養成関係 ---- スキルアップ講座 

3. ⑦学生情報のＩＣＴ化 

4. ⑧インターンシップ（一般） 

 

◆実施報告１ 

実施事項 ⑥ 項 社会人基礎力養成関係 

目 的 社会人としての基本的な能力を十分に備えた人材を育成する 

20 年度実施内容 
正課外教育として「社会人基礎力養成講座」および「社会人基礎力」の能力検定

を全学科を対象に実施する。 

実施事項の目標 

講座情報を自分で判断し，講座・能力検定

への参加する自主性をつける 

講座から有意義な情報を得る力をつける 

継続して学習する力をつける           

到
達
レ
ベ
ル 

参加率  

満足度 

出席率 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ 社会人基礎力養成講座の開講 

Ⅰ（読み書き・コミュニケーション） 

 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 社会人基礎力養成講座の開講 

Ⅱ（計算・社会人常識） 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 社会人基礎力養成講座の開講 

Ⅲ（ビジネスマナー） 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ 能力検定の実施 

自己発見レポート 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止
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◆社会人基礎力養成講座の成果 

№ 講座名 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ Ⅰ（読み書き・コ

ミュニケーショ

ン） 

 

受講人数とアン

ケートにより 

受講人数 20 名 

満足度 50% 

【H20 年度】 

大変役に立っ

た 74.5% 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

大変役に立っ

た 53.7% 

２ Ⅱ（計算・社会人

常識） 

受講人数とアン

ケートにより 

受講人数 20 名 

満足度 50% 

【H20 年度】 

大変役に立っ

た 74.5% 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

大変役に立っ

た 31.8% 

３ Ⅲ（ビジネスマナ

ー） 

受講人数とアン

ケートにより 

受講人数 60 名 

満足度 50% 

【H20 年度】 

大変役に立っ

た 68.7% 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

大変役に立っ

た 62.3% 

 

◆能力検定の成果 

№ 講座名 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 自己発見レポー

ト 

提出人数チェック １００名 【H20 年度】 

167 名（44％） 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 
【H21 年度】 

253 名（62％） 

５ 能力検定の実施 

就職適性検査 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

６ 能力検定の実施 

ＨＱテスト 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

改善に向けた

今後の取組 

社会人基礎力養成講座については、内容を簡略化して平日に開講し、キャリア形

成学科では演習として必修化、ＨＱテストは受診者の増加を目指す 
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２ 就職適性検査 提出人数チェック １００名 【H20 年度】 

179 名（43％） 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 
【H21 年度】 

188 名（51％） 

３ ＨＱテスト 提出人数チェック 【H20 年度】 

ﾏｰｸｼｰﾄ 100 名

Web 30 名 

【H20 年度】 

118 名 

32 名 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

ﾏｰｸｼｰﾄ 500 名

【H21 年度】 

760 名（48％） 

 

◆実施報告２ 

実施事項 ⑥ 項 社会人基礎力養成関係 

目 的 社会人としての基本的な能力を十分に備えた人材を育成する 

実施内容 
正課外教育として「スキルアップ講座（キャリア形成・就職支援のための講座）」

の充実を図る。 

実施項目 自己評価 自己評価 

１ 一般企業筆記試験・公務員試験対策講座 □計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 話しことば検定対策講座  ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 面接スキルアップ講座 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ 日本語検定対策講座 □計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 全般的に大きな問題点もなく順調に講座を実施できた。 

改善に向けた

今後の取組 
日本語検定対策講座のみ中止、他は継続 
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◆スキルアップ講座の成果 

№ 講座名 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 一般企業筆記試

験・公務員試験対

策講座 

受講人数とアン

ケートにより 

受講人数 30 名

満足度 50％ 
【H20 年度】 

受講数４５名 

大変役に立った

６０％ 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

受講数２６名 

２ 話しことば検定

対策講座  

受講者人数と 

検定合格率 

受講人数 80 名

合格率 

３級 90％ 

２級 70％ 

【H20 年度】 

受講者１１０名 

３級合格９６％ 

２級合格１00％ 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

受講者７１名 

３級合格９９％ 

２級合格６７％ 

３ 面接スキルアッ

プ講座 

受講人数とアン

ケートにより 

受講人数 50 名

満足度 50％ 
【H20 年度】 

受講者６０名 

大変役に立った

９６．７％ 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

受講者４９名 

大変役に立った

９１．３％ 

４ 日本語検定対策

講座 

受講人数と 

検定合格率 

受講人数 50 名 

 ４級 70％ 

 ３級 20％ 

 ２級 ５％ 

【H20 年度】 

受講者６７名 

４級合格７６％ 

３級合格１６％ 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

 

◆実施報告３ 

実施事項 ⑦ 項 学生情報のＩＣＴ化 

目 的 個別対応教育支援のためにＩＣＴの活用を図る 

20 年度実施内容 前年度の環境整備を受けて、ＩＣＴの本運用に入る 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ 就職支援システムの本運用開始 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止
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２ 面談支援システムの試用と本運用開始 □計画通りできた 

□まあまあできた 

■あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 
就職支援システムについては、本運用を開始し学生に十分に活用されているが、面

談システムについては、試行の段階にとどまっている 

改善に向けた

今後の取組 

面談システムの本格的運用開始を目指す 

◆利用実績 

 

◆実施報告４ 

実施事項 ⑧ 項 インターンシップ（一般） 

目 的 就労意欲の醸成および職業理解 

20 年度実施内容 正課外インターンシップの制度整備と試行開始 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ マニュアルアの整備とインターンシップ情報の整理、

試行 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続 

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討 

□効果なし中止 

改善に向けた

今後の取組 
キャリアデザイン講座Ⅲによる単位化 

◆成果 

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ インターンシッ

プ 

参加者の人数に

より評価 

１０名 【H20 年度】 

１７名（単位無） 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 
【H21 年度】 

１３名（２単位） 

  

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ 就職支援システ

ム 

登録件数とアク

セス数を調査 

登録件数 2500 件

アクセス数 

３０件／日 

【H20 年度】 

3,800 件 

６１件／日 

■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった 

【H21 年度】 

3,855 件 

４９件／日 

２ 面談支援システ

ム 

 導入・試行・本格

的運用 

【H20 年度】 

試行まで 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった 
【H21 年度】 

５２５件／年 
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３.８  学園 IT 推進部／情報教育センター 

 

学園 IT 推進部／情報教育センターでは、以下の 2 項目について実施することを計画した。 

   ※○番号は、「１．２ 取組内容」で明示した項目に対応している。 

 

1. ④個別対応教育 ------------ ｅラーニング 

2. ⑦学生情報のＩＣＴ化 

 

◆実施報告１ 

実施事項 ④ 項 個別対応教育プログラムの実施 

目 的 ｅラーニングを利用した効果的かつ効率的な学習の支援 

実施内容 

Blackboard に e-Learning のコースを開設し、活用を促進する。開設するコース

は前年度の利用状況なども参考にし、キャリア教育の視点とニーズに沿って選定

する。 

・次のような活用促進策を実行する。 

 - 各種媒体による全学学生へのＰＲ（学内掲示、光華 navi、説明会での紹介

など） 

- 全学学生の利用に向けた申し込み受け付け 

 - 関係する学科・ゼミへの利用の働きかけ 

 - 教員への授業での利用の働きかけ：Ex.１回生の授業「情報処理Ⅰ」（全 11

クラス）での紹介と教材への活用 

・学習を後押しし、進捗を見ながら適宜アドバイスできるような仕組みを検討す

る。 

実施事項の目標 

e-Learning の拡充と利用支援および指導 

・１人でも多くの学生に活用してもらい、

社会人基礎力をはじめとする能力向上に

役立ててもらう。 

・受講登録したコースを最後までやり遂げ

てもらう。 

到
達
レ
ベ
ル 

・学生の 3 割程度が利用経験

を持つ 

・e-Learning コースの中に、

各学科が学生に推奨するコー

スがある 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ １回生の授業「情報処理Ⅰ」（全 11 クラス）での紹介と

課題への利用 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ 関係の学科への利用の呼びかけ □計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止
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３ 全学学生の利用に向けた申し込み受け付け □計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 

この e-Learning は自習の形をとるのが基本的な使い方であるが、学習を進める

には一定の意欲と根気が必要であり、受講登録まで導いて後は本人に任せるとい

う現在の方式では、最後までやり遂げさせるのは簡単ではなさそうである。学習

そのものを後押しし、進捗を見ながら適宜アドバイスを与えるような仕組みを作

ることにより、活用を促進させることができると考えられる。 

 また、コースの選定にあたっては関係学科・関係部門とよく相談のうえ、また、

学生の希望もサーベイして、よりニーズの高いコースを選定する必要がある。 

改善に向けた

今後の取組 

①これまでの利用状況をもとに、関係学科・関係部門とも相談して選定コースを

見直す。場合によっては、授業のサブ教材として使ってもらうよう働きかける。

②これまでの新入生オリエンテーションでの紹介や Web 中心の広報手段に加え

て、新たな方法で広報する（ポスター、関係授業での紹介依頼、関係学科・関係

部門による紹介の依頼など）。また、今年度、学生へのアンケートを実施中であり、

これにより把握できた学生のニーズや意見をさらに反映していく。 

 

◆学習実行状況 

H20 年度～H21 年度に開設した各コースの実際の学

習実行者の人数は以下の通りである。両年度にわた

るコース（No.４～９）については 2 年分の合計とな

る。 

なお、これらの e-ラーニングコースは学習状況が把

握できないため、学習を最後まで完了したかどうか

は明確ではなく、ログイン実行者の人数である。 

  

状況（◎：よく使われている，○：使われている，

△：少し利用されている，×：ほとんど利用なし） 

 

◆補足説明 

H21 年度の 1 月現在、光華 navi を活用して学

生にコース希望のアンケート調査を実施中で

ある。まだ中間結果であるが、これによると

「就職面接入門」や「社会人マナー入門」、

H20 年度のみ実施した「就職活動入門」などの就職に直結するコースへの希望がとりわけ多い。

また、自由記述による希望として、現在はコースの少ない各種の資格対策講座への希望があげ

られている。 

 

  

 e-Learning コース 状況 

１ TAC 基本情報技術者午前対策コ

ース 

× 

２ 就職活動入門 × 

３ 簿記入門 △ 

４ TOEIC 写真描写問題 ○ 

５ TOEIC 応答問題 △ 

６ レポート作成入門 ◎ 

７ 就職面接入門 △ 

８ リメディアルコース統計学Ⅰ ○ 

９ プレゼンテーション入門 ◎ 

10 ディベート入門 × 

11 正しい日本語入門 △ 

12 社会人マナー入門 △ 

13 働く意義と会社のしくみ △ 
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◆実施報告２ 

実施事項 ⑦ 項 学生情報の ICT 化 

目 的 
学生と教職員のコミュニケーションの促進 

学生情報の一元化と活用 

実施内容 

・大学ポータルサイトとしての「光華 navi」の定着化と活用促進および利便性

向上に向けた改良 

・学生・教務・就職などのデータベースの整備と活用促進 

・e-ポートフォリオの活用促進と運用支援、改良 

・面談システムの活用促進と運用支援 

・クラスプロファイル機能の活用促進と運用支援 

・携帯版「光華 navi モバイル」の活用促進と運用支援 

実施事項の目標 

・学生とのきめ細かいコミュニケーショ

ンに基づく教職員の的確かつタイムリー

な指導 

・進路検討や就職活動にあたっての学生

の支援 

・レポート、発表、コラボレーション等

の力の養成 

到
達
レ
ベ
ル 

・学生の８割が週に 2～3 回は

光華 navi を利用する 

 

実施項目 自己評価 自己評価 

１ 学生・教務・就職などのデータベース整備 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ ポータルサイト（光華 navi）の運用 

・履修登録、成績処理 

・就職システム 

・スチューデントプロファイル（学籍データ閲覧など）

・クラスプロファイル（授業支援システム） 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ 面談システム試行と本運用 □計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

4 ｅ-ポートフォリオの試行と本運用 □計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止
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5 利用促進にむけた利用アンケート実施 ■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

□継続し検討 

■改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 

光華 navi が学生ポータルサイトとして学生・教職員の間に徐々に定着してきた

といえる。積極的活用というにはまだ時間がかかるかもしれないが、別途採択さ

れた学生支援ＧＰでも光華 navi が中核的な役割を担っており、着実に利用率は高

まりつつあると評価できる。今後これをさらに学生生活必須のツールとするため

にも、現状の問題点の洗い出しと改善をさらに急ぎ、より実用的で使いやすいシ

ステムに磨き上げていく必要がある。 

 

改善に向けた

今後の取組 

①面談システムを実運用しながら、運用上の問題点の洗い出しと改善をすすめる。

②クラスプロファイルや e-ポートフォリオの利用を積極的にサポートし、利用教

員を増やす。 

③学生・教職員の声を聞く機会を増やし、より便利なツールへのシステム改良を

すすめる。 

 

◆ポータルサイト利用アンケート結果 

№ 項  目 目標値 実  績 自己評価 

１ 利用率（週に 2～3 回以上使う率） 80% 60% □達成できた 

□ほぼ達成できた 

■達成できなかっ

た 

 

 

 

３.９  キャリア教育推進センター 

 

キャリア教育推進センターでは、主に全体の取りまとめと各学科・関連部署のフォローを行った。 

   

◆目的と実施報告 

実施事項 ③ 項 就労意識の喚起（キャリアデザイン講座、インターンシップ） 

目 的 キャリアデザイン講座による就労意識の喚起 

実施内容 「キャリアデザイン講座」の実施 

実施事項の目標 

以下について意識させる 

1) 職業に就きたいという気持ちがある 

2) 就きたい職業の具体的なイメージが持

てる 

到
達
レ
ベ
ル

講座Ⅰでのアンケート評価 

1) 単位取得者の 100% 

2) 単位取得者の 60%以上 

実施項目 自己評価 効果予測 

１ キャリアデザイン講座Ⅰ  開講 

1) 講義 15 回 H20：レポート提出 8 回 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

■効果あり継続

□継続し検討 
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H21：e-ポートフォリオ レポート提出 4 回 

2) 卒業生の講演 （1 回 30 分） 

3) 意識調査アンケート （2 回） 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

２ キャリアデザイン講座Ⅱ  開講 

  1) 講義 15 回 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

■効果あり継続

□継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

３ キャリアデザイン講座Ⅲ 

インターンシップを含めた授業計画検討し 

H21 年度実施 

■計画通りできた 

□まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

４ 光華独自のキャリアデザイン講座の準備 

H22 年度からのキャリアデザイン講座内容の検討 

□計画通りできた 

■まあまあできた 

□あまりできなかった 

□できなかった 

□やらなかった 

□効果あり継続

■継続し検討 

□改善し継続 

□不明，要検討

□効果なし中止

所  感 

 H20 年度前期のキャリアデザイン講座Ⅱについては，カリキュラムの関係で受講

人数は少なかったが，その分，授業効果は高かった．当初，人前で挨拶もできな

かった学生が，最終発表では，十分な発表を行えるまでに成長していた． 

 H20 年度後期のキャリアデザイン講座Ⅰは，「人数が多い（最終 80 名）」との不

満の声が聞かれた．他大学では 100 名を超えるクラスでの実績がある．また，こ

の講座には「初対面の人とのコミュニケーション形成」という目的もあり，他学

科の学生とのグループワークの必要性から，多人数でのクラス構成は必要である．

不満の本来の意味を分析し，多人数クラスでの有意性を活かした講座を計画した

い．H21 年度では，1 クラス 130 名ほどの履修登録があるが，実際の出席は約半数

である．出席することの意義を感じるカリキュラム作りが必要である． 

 これまで（現代 GP 期間）はキャリア教育で実績のある企業に委託して，キャリ

アデザイン講座を行ってきた．この実績と学生アンケートをもとに，H22 年度以降

の講座は，本学独自のカリキュラムで実施する．課題中心の「自らが考え・グル

ープで話し合って新たな考えを導くこと」を模索していきたい．  

改善に向けた

今後の取組 

・毎回違う人とグループワークを行うための効率的な座席指定 

・多人数でも，受講満足度にムラがでない工夫 

・振り返り学習の時間配分 

 

◆成果 

№ 項  目 評価方法 目標値 実  績 自己評価 

１ インターンシッ

プ参加 

参加人数 10 名 13 名 ■達成できた 

□ほぼ達成できた 

□達成できなかった
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２ 就労意識 

 

意識調査アン

ケート 

就労意識 

100% 

 

H20：76%（どちらと

もを加えると 97%）

H21：86%（どちらと

もを加えると 98%） 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった

３ 職業の具体的イ

メージ 

意識調査アン

ケート 

職業イメージ

60%以上 

H20：45%（どちらと

もを加えると 86%） 

H21：55%（どちらと

もを加えると 89%） 

□達成できた 

■ほぼ達成できた 

□達成できなかった

 

◆キャリアデザイン講座Ⅰにおける意識調査結果 

 平成 20 年度 Ia 平成 20 年度 Ib 平成 21 年度 Ia 平成 21 年度 Ib

11/11 

26 名 

1/27 

25 名 

11/11 

80 名 

1/27 

84 名 

9/29 

134 名

1/26 

99 名 

9/29 

123 名 

1/26 

94 名 

職業に就きたい ６５％ ７６％ ７１％ ７６％ ７１％ ８７％ ７６％ ８５％

職業の具体的イメージ ３８％ ５２％ ２９％ ４２％ ４５％ ５０％ ４７％ ６０％

職業 3 年間継続意志 ７７％ ８８％ ６５％ ７５％ ６９％ ８３％ ７９％ ８３％

職業の適性を考える ５８％ ７６％ ８１％ ８１％ ６６％ ７６％ ７８％ ８７％

専業主婦は希望しない ２７％ ４４％ ２９％ ３５％ ３６％ ４６％ ４４％ ４５％

職業について考える ３８％ ２８％ ２８％ ３７％ ２８％ ３９％ ３６％ ４２％

キャリアデザイン理解 ７３％ ８４％ ７５％ ７６％ ７５％ ８６％ ７５％ ８８％
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４. 調査研究 

 

４.１  先行事例調査 

 

 本事業の円滑に進める為、今後のキャリア教育に反映させる方法を検討する為に、先行事例調査を

行った。その訪問先を以下に報告する。お忙しい中、丁寧なアドバイスをいただいた事、改めて感謝

する。 

 

（1） 熊本大学（平成 19 年 11 月 15 日） 

 

  調査担当者： 山本 嘉一郎，阿部 一晴 

 

（2） 法政大学（平成 20 年 3 月 11 日） 

 

  調査担当者： 山本 嘉一郎 

 

（3） 龍谷大学（平成 20 年 7 月 17 日） 

 

  調査担当者： 南 章夫 

 

（4） 京都女子大学（平成 20 年 8 月 5 日） 

 

  調査担当者： 阿部 一晴，南 章夫 

 

（5） 吉備国際大学（平成 22 年 2 月 9 日） 

 

  調査担当者： 原田 雅恒，吉田 咲子 

 

 

４.２  フォーラムへの出席 

 

 キャリア教育関係の考え方、内容、効果の確認など方法論を収集する目的で、各種シンポジウムや

フォーラムに参加し、学内関係者へ報告と情報共有を実施した。以下に、参加実績を報告する。 

 

(1) 平成 19 年度「大学改革プログラム合同フォーラム」（平成 21 年 2 月 9,10 日） 

 

  出席者： 山本 嘉一郎，阿部 一晴，古賀 正弘，南 章夫 

 

(2) 阪南大学現代 GP 成果フォーラム（平成 20 年 2 月 21 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(3) 大阪大谷大学現代ＧＰ最終成果報告会（平成 20 年 3 月 1 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(4) 初年次教育学会設立総会（平成 20 年 3 月 11 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 
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(5) 京都女子大学現代ＧＰ成果報告会（平成 20 年 7 月 5 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(6) 関西国際大学 特色 GP シンポジウム（平成 20 年 9 月 26 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(7) 21 世紀の大学教育と人材育成（平成 20 年 10 月 4 日） 

主催：京都大学経済研究所、財団法人総合経済研究所 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(8) 関西学院大学講演会「これからの学士課程教育」（平成 20 年 10 月 25 日） 

 

  出席者： 山本 嘉一郎，阿部 一晴，吉田 咲子 

 

(9) 京都女子大学シンポジウム「女子学生のキャリア開発」（平成 20 年 11 月 26 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴，吉田 咲子 

 

(10) 追手門学院大学キャリア教育シンポジウム（平成 20 年 11 月 28 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(11) 平成 20 年度インターンシップ成果報告会（平成 20 年 12 月 3 日） 

主催：特定非営利活動法人 日本インターンシップ推進協会主催 

 

  出席者： 吉田 咲子 

 

(12) 羽衣国際大学インターンシップフォーラム（平成 20 年 12 月 4 日） 

 

  出席者： 吉田 咲子 

 

(13) 同志社大学現代 GP シンポジウム（平成 20 年 12 月 6 日） 

 

  出席者： 吉田 咲子 

 

(14) 平成 20 年度「大学改革プログラム合同フォーラム」（平成 21 年 1 月 12,13 日） 

 

  出席者： 山本 嘉一郎，伊藤 勝久，吉田 咲子 

 

(15) 大学コンソーシアム京都 FD フォーラム（平成 21 年 2 月 28 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(16) 関西大学現代 GP シンポジウム（平成 21 年 2 月 28 日） 

 

  出席者： 吉田 咲子 
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(17) 阪南大学現代 GP フォーラム（平成 21 年 3 月 13 日） 

 

  出席者： 山本 嘉一郎，阿部 一晴 

 

(18) 大阪樟蔭女子大学現代 GP 第 2 回シンポジウム（平成 21 年 3 月 13 日） 

 

  出席者： 吉田 咲子 

 

(19) 追手門学院大学キャリア教育シンポジウム（平成 21 年 11 月 30 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴，吉田 咲子 

 

(20) 平成 21 年度「大学改革プログラム合同フォーラム」（平成 22 年 1 月 7,8 日） 

 

  出席者： 山本 嘉一郎，阿部 一晴，伊藤 勝久，吉田 咲子 

 

(21) 学生支援意見交換会（平成 22 年 2 月 1 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(22) 武蔵野大学（平成 22 年 2 月 9 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴 

 

(23) 追手門学院就職支援フォーラム（平成 22 年 3 月 2 日） 

 

  出席者： 吉田 咲子 

 

(24) 阪南大学現代 GP 成果フォーラム（平成 22 年 3 月 8 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴，吉田 咲子 

 

(25) 大学関西フォーラム第 9 回シンポジウム（平成 22 年 3 月 15 日） 

 

  出席者： 阿部 一晴，吉田 咲子 
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４.３  外部講師による学内勉強会 

 

 本取組では、外部の情報を広く取り入れる目的で、外部講師を招いて勉強会を実施した。特に企業

の人材育成に携わる方を招いて、社会のニーズに対しての意見交換会を行った。 

 

(1) 社会人基礎力の測定（平成 20 年 9 月 25 日） 

 

   講 師： 株式会社 ジェイ・エス・エル 

 

(2) 企業が求める人材（平成 20 年 12 月 4 日） 

 

     講 師： 株式会社 ロートレ・アモン SHOP 運営部教育担当者 

 

(3) 企業が求める人材の移り変わり／就職支援講座を受け持って感じること（平成 21 年 1 月 22 日） 

 

   講 師： Runway 代表 はしもと氏  

 

(4) 活き活き輝く！人材育成道場（平成 21 年 5 月 21 日） 

 

   講 師： 人材育成コンサルタント 水谷氏 

 

(5) 現代 GP 最終年度で見えてきたキャリア教育の成果と課題（平成 21 年 7 月 23 日） 

 

   講 師： 追手門学院大学 講師 長尾博暢氏 

 

(6) ハッピーキャリアを考えよう（平成 21 年 12 月 17 日） 

 

   講 師： 戦略マーケティング研究所ケイ・ファクトリー取締役 佐野氏 
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資料1　学生向けリーフレット
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資料３ 平成 19 年度ポスターセッション 
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資料４ 平成 21 年度ポスターセッション 
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京都光華女子大学 キャリア教育シンポジウム 

 

文部科学省平成 19 年度現代 GP「実践的総合キャリア教育の推進」選定 

 

日 時： 2009 年 3 月 7 日(土) 13:00～16:30（12:30 開場） 

会 場： 京都光華女子大学 徳風館 6 階 小講堂 

参 加 費： 無 料 

申 込 方 法： E-mail FAX 電話 にてお申し込みください 

申 込 締 切： 開催日当日まで受け付けております 

プログラム 

 13:00～13:05 開催挨拶 

 13:05～13:50 [基調講演] 学士力と社会人基礎力 

    文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター長 

                             中岡 司様 

 13:50～14:30 [招待講演１] 「情報基礎力」と社会人基礎力 
－女子学生キャリア教育の展開と展望－ 

  京都女子大学現代社会学部教授  水野義之様 

 14:40～15:20 [招待講演２] 企業の「求める人材像」 
－社会人基礎力との関係について－ 

  京都銀行  人事部 様 

 15:20～16:20 本学におけるキャリア教育の取り組み報告 

 16:20～16:30 質疑応答・閉会 

※ 講演題目，講演者などは都合により変更になる場合があります 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2008.11.26 版 
 

お申し込み・お問い合わせ 

京都光華女子大学 キャリア教育推進センター 

〒615-0882 京都市右京区西京極葛野町 38 

 

TEL: 075-325-5315 FAX:075-325-5287 
(月) ～(金)10:00～16:00 ※祝日を除く 

E-mail symposium@mail.koka.ac.jp 
氏名，連絡先，所属を明記してお申し込みください 

http://www.koka.ac.jp/enrollment/gp.html 
 

資料５ キャリア教育シンポジウムポスター 
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「文部科学省」平成「文部科学省」平成1919年度選定年度選定

「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GPGP）」）」

学生個人を大切にしたキャリア教育の推進学生個人を大切にしたキャリア教育の推進

現代現代GPGPとはとは
文部科学省が社会的要請の強い政策課題に対応したテーマ文部科学省が社会的要請の強い政策課題に対応したテーマ

設定を行い，全国の大学等の学校から申請された取組の中か設定を行い，全国の大学等の学校から申請された取組の中か
ら，特にら，特に優れた教育プロジェクト優れた教育プロジェクト((取組取組))を選定するものです．を選定するものです．

平成平成1919年度，本学がこれまで取り組んできたキャリア教年度，本学がこれまで取り組んできたキャリア教
育および就職支援への姿勢と実績が評価されて，選定されま育および就職支援への姿勢と実績が評価されて，選定されま
した．本学ではこれを受けて，した．本学ではこれを受けて，文部科学省の補助事業文部科学省の補助事業として，として，
さらに強力なさらに強力なキャリア（形成）教育キャリア（形成）教育と（就職などの）と（就職などの）キャリキャリ
ア支援ア支援を推進してきました．を推進してきました．

京都光華女子大学 31

文部科学省による大学教育改革の支援文部科学省による大学教育改革の支援

支 援 15年度 16 17 18 19 20 21
特色GP 特色ある大学教育

プログラム

現代GP 現代的教育ニーズ

取組支援プログラム

学生支援GP 新たな社会

的ニーズに対応した学生支援プ

本学

選定

本学

選定

支援と募集年度

的 ズに対応した学生支援プ
ログラム

教育GP 質の高い大学教育

推進プログラム

大学教育・学生支援推進事業

大学教育推進プログラム

大学教育・学生支援推進事業

学生支援推進プログラム

大学教育・学生支援推進事業

就職支援推進プログラム

本学

選定

本学

選定

32京都光華女子大学京都光華女子大学

「学生個人を大切にしたキャリア教育の推進」

取組の概要取組の概要

 キャリア（形成）教育キャリア（形成）教育
 以下の3点を目標として，社会人として必要な要件

（どのような職に就くにもまず必要な意識と能力）
を備えた人材を育成する．

 高い就労意識と職業理解の喚起・醸成

 基本的能力の養成
理解力 論理的思考能力 表現力 基礎学力

正課と正課外教育を統合する「総合キャリア教育」

総合キャリア教育総合キャリア教育総合キャリア教育総合キャリア教育

学生

理解力，論理的思考能力，表現力，基礎学力

 社会人基礎力の養成
調査分析力，プレゼンテーション力，

レポート作成能力，コラボレーション力，
ICT活用能力，問題発見・解決力

 キャリア形成支援キャリア形成支援
 キャリアデザインの支援

自己を発見し，その将来を描く

 スキルアップの支援

仕事に生かすスキルを備える

 就職支援就職支援
京都光華女子大学京都光華女子大学

正課教育正課教育 正課外教育正課外教育
連連
携携

エクステンショ
ンセンター

エクステンショ
ンセンター

スキルアップ支援

教 員教 員

アカデミックアドバイス
個別面談

キャリア支
援センター
キャリア支
援センター

キャリア形成支援
就職支援

33

キャリア教育課程キャリア教育課程 教育目標と授業科目・講座教育目標と授業科目・講座
すべての科目において「キャリア教育」の視点をもつことで編成

京都光華女子大学京都光華女子大学 34

44年間を通じたキャリア形成支援と就職支援年間を通じたキャリア形成支援と就職支援

学生の
意識
・

能力評価

1年次 2年次 3年次 4年次

自己発見

基礎学力
学習スタイル
性格
強み

自己プログレス

成長感
行動の自己評価
学びへの度合
学びへの考え方

就職適性評価

社会的強み
能力的強み
好きな仕事分野
適性職種

京都光華女子大学京都光華女子大学

能力評価

教職員に
よる

面談・指導

学生ポートフォリオ学生ポートフォリオ学生ポートフォリオ学生ポートフォリオ

学生面談システム学生面談システム学生面談システム学生面談システム

就就

職職

教員による面談・指導 ゼミ（基礎ゼミ～専門ゼミ）など

職員による面談・指導 学生サポートセンター・キャリア支援センター

就職支援

記
録
・
参
照

記録・参照
記録・参照

35

実現の方法と特徴実現の方法と特徴

1.1. 徹底した個別対応教育の導入徹底した個別対応教育の導入
従来の3・4年生の「専門ゼミ」に加えて，1・2年生に「基礎ゼミ」を設置．
4年間を通じて，ゼミ担当者により学生とそのキャリア形成を恒常的に支援．
個々の学生の学習状況をきめ細かく把握し，状況に応じて支援・指導．

2.2. 学習効果を保証する新たな教育プログラムの導入学習効果を保証する新たな教育プログラムの導入
「指導と評価の精緻化」による学習効果の高い教育を導入し，目標とする学
力（知識・技能の習得）への到達を保証．

33 学習支援 ため学習支援 ため ICTICTとと ラ ング 活用ラ ング 活用3.3. 学習支援のための学習支援のためのICTICTととeeラーニングの活用ラーニングの活用
キャリア教育の基盤として重要なコミュニケーション形成をICTで補完．また，
復習・自習などの学習支援やスキルアップ学習用にe-ラーニングを提供．

4.4. 学生総合データベースの構築と活用学生総合データベースの構築と活用
学生ポータルサイトと面談システムを活用し，学生と深くかかわる部署が学
生に関する情報を把握．個々の状況に応じた迅速・的確な支援・指導を実現．

5.5. 体系的なインターンシップの実施とその支援体系的なインターンシップの実施とその支援
インターンシップを授業と連携させて，体系的に実施．また，インターネッ
トを活用した学外実習支援システムを開発・運用．

京都光華女子大学京都光華女子大学 36

資料７　最終成果報告会資料（基本報告）
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実施体制実施体制

キャリア教育推進センター
取組全体の統括

キャリア教育推進連絡会
連絡・報告・評価

全学共通教育センター

日本語日本文学科

英語英米文学科

人間関係学科

正課内の取組

健康栄養学科

社会福祉学科

学生キャリア支援センター
エクステンションセンター

情報教育センター
IT推進部

正課外の取組

ICT関係の支援

37京都光華女子大学京都光華女子大学

取組の実施手順取組の実施手順

実施体制の整備
（実施組織の編成） 連絡会 担当部署

（学科・事務局）

計画
開始

年度計画の立案 実施依頼/確認

報告・評価・修正

年度結果の
評価・総括 年度末

実 施

年度末

38京都光華女子大学京都光華女子大学

実施内容実施内容

 基礎教育の充実基礎教育の充実
基礎ゼミ（1，2年時の基礎演習など）や大学基礎講座で，働くことの
意味と意義，生き方，学び方などについて学ぶ．合わせて，国，英，
数といった基礎学力については，修得不足を補うための教育（リメ
ディアル教育）を実施．

 新英語教育新英語教育
社会人として必要最小限の英語能力を備えることを目的として，無理
なく修得できる本学独自の英語教育を開発し 実施なく修得できる本学独自の英語教育を開発し，実施．

 キャリアデザイン講座キャリアデザイン講座
職業への理解を進め，社会人として必要とされることを学ぶ．それま
でのⅠ，Ⅱに加えてⅢを開設（21年度開講）．Ⅲではインターンシッ
プを導入し，職業体験を通して，さらに就労意識を高める．

 専門教育におけるキャリア教育専門教育におけるキャリア教育
専門演習などの専門教育科目にもキャリア教育の視点を導入し，プレ
ゼンテーション，レポート作成，コラボレーションといったより発展
的な基本的能力を養成する．

京都光華女子大学京都光華女子大学 39

実施内容（つづき）実施内容（つづき）

 インターンシップインターンシップ
目的に応じた各種のインターンシップを置き，働くことの体験を目標
に実施する．これにより，職業理解と就労意欲を高める．

 徹底した個別的対応教育徹底した個別的対応教育
期待に応えた教育（学習）成果を約束できるよう，徹底した個別的対
応教育を実施する．学生個人のさまざまな状況を考えて，最適な指導
と支援を行う．これにより，卒業時の到達水準を約束していく．と支援を行う． れにより，卒業時の到達水準を約束していく．

 新たな教育プログラムの導入新たな教育プログラムの導入
指導と評価を徹底し，きめ細かにまた丁寧に対応することによって，
一段と高い学習効果が約束できる学習プログラムを導入する．

 ICTICTととeeラーニングによる学習支援ラーニングによる学習支援
入学前から卒業後に至るまで，学生の情報を記録・蓄積し，学生生
活・修学・就職が一体となった情報システムにより，学生生活と将来
の進路（就職など）について，一人ひとりに対応した指導と相談を支
援していく．

京都光華女子大学京都光華女子大学 40

実施内容（つづき）実施内容（つづき）

 スキルアップと資格取得の支援スキルアップと資格取得の支援
各種の講座を開催して，スキルアップと有為な資格の取得を支援する．
また，円滑で効率的な資格取得を進めるため，eラーニングを利用する．
インターネットを利用した資格取得支援のeラーニング講座を開く．

 社会人基礎力養成講座の開講社会人基礎力養成講座の開講
厚生労働省がモデルを提示する「社会人基礎力講座」および「その評
価テスト」を実施し，同省が提唱する社会人基礎力の養成を進める．価テスト」を実施し，同省が提唱する社会人基礎力の養成を進める．

京都光華女子大学京都光華女子大学 41

実施結果（実施結果（11）） －－ 取組全体の評価取組全体の評価 ――

 キャリア教育課程の整備と実施
 正課においては，すべての教科の中に「キャリア教育」の視点を導入

 正課外では，講座，就職支援を充実・強化

 以上を連携させた，本学の「キャリア教育課程」を実現．

 教育目標達成のためのプログラムの開発
 3つの目標「就労意識の喚起・醸成，基本的能力の養成，社会人基礎力

の養成」を達成するためのプログラム（実現方法）を開発．（個別の
取組として報告）取組として報告）

 キャリア教育・キャリア形成支援体制の整備
 教員に「キャリア形成支援」とこれを支える 「キャリア教育」につい

ての意識が醸成された．

 教学・事務部門間での分担・協力体制の整備

 教育改革として
 組織的教育の重要性についての認識

 全学的プロジェクトの推進法の修得

 教学・事務部門間の協力の重要性についての認識

42京都光華女子大学京都光華女子大学
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実施結果（実施結果（22）） －－ 就労意識の喚起・醸成就労意識の喚起・醸成 ――

 就労意識の喚起を目指す科目就労意識の喚起を目指す科目
 1, 2年次に開講される以下の科目で実施

 基礎ゼミまたはこれに相当する科目

 キャリアデザイン講座Ⅰ，Ⅱ

 基礎ゼミでの就労意識喚起のプログラムを検討

 就労意識の醸成を目指す科目等就労意識の醸成を目指す科目等 就労意識の醸成を目指す科目等就労意識の醸成を目指す科目等
 3, 4年次に開講される以下の科目等で実施

 キャリアデザイン講座Ⅲ

正課内にインターンシップを導入

 インターンシップ（正課外）

より組織的に実施

 学外実習科目

職業理解の視点と要素を導入

43京都光華女子大学京都光華女子大学

実施結果（実施結果（33）） －－ 基本的能力の養成基本的能力の養成 ――

 対象とする基本的能力と担当科目対象とする基本的能力と担当科目
 基本的能力

 理解力（「聞く・読む」を通してものごとを的確に理解する能力）
 論理的思考力（ものごとを論理的に考える能力）
 表現力（表現すべきことを的確に「話す・書く」能力）
 基礎学力

 主な科目
 基礎ゼミ等
 大学基礎講座Ⅰ・Ⅱ 大学基礎講座Ⅰ Ⅱ
 英語，情報処理などの基礎科目

 基本的能力の養成としての導入教育の体系化と運営基本的能力の養成としての導入教育の体系化と運営
 基礎ゼミ等と大学基礎講座の連携と体系化

 コミュニケーション基礎力についての教育を重視する方向へ

 基礎英語教育の組織的運営基礎英語教育の組織的運営
 組織的運営の強化

 そのためのテキスト等の統一教材の開発

 教育効果を上げるためのeラーニング教材の開発

44京都光華女子大学京都光華女子大学

実施結果（実施結果（44）） －－ 社会人基礎力社会人基礎力 ――

 本取組で考える具体的な「社会人基礎力」本取組で考える具体的な「社会人基礎力」
 調査分析力（問題の発見・解決に必要な情報を探索・収集し，これを分析す

る能力）

 プレゼンテーション力，レポート作成能力

 コラボレーション力（他人と共同して問題解決に当たることができる能力）

 ICT（情報通信）システムの活用能力

 社会人基礎力養成講座社会人基礎力養成講座
 厚生労働省のYESプログラムに準じた講座として，正課外でⅠ，Ⅱ，Ⅲの3

つの講座を実施

 専門科目における社会人基礎力養成専門科目における社会人基礎力養成
 専門ゼミ等の演習科目と専門実習科目において，社会人基礎力養成の要素を

意識的に取り入れた。問題発見・解決，レポート作成，プレゼンテーション
を主題としている．

 専門ゼミ等において，発表・討論の時間の増加，社会を意識したテーマの設
定，さらにはPBL（問題やプロジェクトにもとづく学習）の導入など，本取
組の効果が現れている．

45京都光華女子大学京都光華女子大学

個別の取組の紹介個別の取組の紹介

取 組 担当部署 主な目的

大学基礎講座，および基礎ゼミにおける
基礎的能力養成の取組

全学共通教育
センター

基本的能力の養成（コミュニケー
ション力養成を中心として）

英語共通科目のための教材開発 国際英語学科 基本的能力の養成（基礎学力修得）

ラーニングルームによる個別対応教育
日本語日本文
学科

基本的能力の養成（基礎学力修得）

文章力向上のためのeラーニングの活用 〃 基本的能力の養成（基礎学力修得）

ゼミにおけるe-ポートフォリオでの授
業内外活動の振り返り

人間関係学科 就労意識の喚起

学外実習支援システムのあり方について 社会福祉学科 社会人基礎力の養成

キャリア支援講座｢卒業生を迎えて｣ 健康栄養学科 就労意識の醸成

正課教育でのインターンシップ
キャリア教育
推進センター

就労意識の醸成

正課外教育としての社会人基礎力養成
学生キャリア
支援センター

社会人基礎力の養成

学生ポータルサイト，面談システムなど IT推進部 ICTシステム活用による本取組の支援

46京都光華女子大学京都光華女子大学

取組後の計画取組後の計画 －－ 推進体制など推進体制など ――

 推進体制推進体制
 取組期間中の体制を維持

 キャリア教育推進センターを全学的機関として発展的に継続

 その推進体制として「キャリア教育推進連絡会」を継続

 キャリア形成学部の創設キャリア形成学部の創設
 本取組（GP）を発展させ，その趣旨を実現する学部・学科を創設する

 2222年度改組の中でのキャリア教育年度改組の中でのキャリア教育 2222年度改組の中でのキャリア教育年度改組の中でのキャリア教育
 本取組の正課教育と正課外教育（就職支援を含む）の統合による「総

合的キャリア教育」

 新設されるキャリア形成学部が中心となって進める．

 新たな取組との連携新たな取組との連携
21年度に選定された次の取組と連携して，就職支援・キャリア形成支援

を強化

 学生支援推進プログラム（短期大学部）

 就職支援推進プログラム（大学）

47京都光華女子大学京都光華女子大学

キャリア形成学部の創設キャリア形成学部の創設 平成22年度

本取組（GP）を発展させ，

その趣旨を実現する学部・学科を創設する

（キャリア形成学部キャリア形成学科）

 「生き方（キャリア）を探求し生きる」力を修得させ
（⇒キャリア形成） 社会人として必要とされる基本的（⇒キャリア形成），社会人として必要とされる基本的
な意識・知識・力を備えた人材を育成する．

 この能力を

生きる力をともなった「総合的社会人基礎力」と呼ぶ．

 このように，この学部では学習する分野ではなく
修得する“能力”を提案し教育する．

48京都光華女子大学京都光華女子大学
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キャリアとキャリア形成を支えるキャリアとキャリア形成を支える33つの認識とつの認識と22つの力つの力

社会問題

人間存在
の認識

国際情勢

社会

人間

国際
生活環境

ホスピタリティ

社会福祉 情報（ICT）

ビジネス

観光

国際

応用

22つの力つの力

33つの認識つの認識
社会問題
の認識

国際情勢
の認識

問題発
見・解決

力

コミュニ
ケーショ
ン力

キャリア形成

教育
国際

49京都光華女子大学京都光華女子大学

20102010年度改組に伴う学部・学科構成年度改組に伴う学部・学科構成

文学部

日本語日本文学科日本語日本文学科

国際英語学科国際英語学科

現在現在

人文学部人文学部人文学部人文学部

文学科文学科

心理学科心理学科

20102010年度年度

人間科学部

臨床心理専攻臨床心理専攻

心理学専攻心理学専攻

メディア情報専攻メディア情報専攻

社会福祉学科社会福祉学科

健康栄養学科健康栄養学科

健康科学部健康科学部健康科学部健康科学部

キャリア形成学部キャリア形成学部キャリア形成学部キャリア形成学部

キャリア形成学科キャリア形成学科

健康栄養学科健康栄養学科

看護学科看護学科

20112011年度年度

50京都光華女子大学京都光華女子大学
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文部科学省平成文部科学省平成1919年度現代年度現代GPGP「実践的総合キャリア教育の推進」選定「実践的総合キャリア教育の推進」選定

京都光華女子大学京都光華女子大学 キャリア教育シンポジウムキャリア教育シンポジウム
～学生個人を大切にしたキャリア教育の推進～～学生個人を大切にしたキャリア教育の推進～

最終成果報告最終成果報告

各学科・関連部署の取り組み報告各学科・関連部署の取り組み報告

２０１０年３月６日（土）２０１０年３月６日（土）

京都光華女子大学

初年次教育と就労意識の喚起初年次教育と就労意識の喚起

全学共通教育センター 教授
澤井 律之

『『大学基礎講座大学基礎講座』』とと『『基礎ゼミ基礎ゼミ』』の試みの試み

京都光華女子大学

大学基礎講座大学基礎講座 ２００１２００１

『大学基礎講座Ⅰ』（１年前期）

■ノートの取り方 ■テキストの読み方
■図書館の利用の仕方 ■レポートの書き方

33

『大学基礎講座Ⅱ』（１年後期）

■グループワーキング ■ディベート
■ブレーンストーミング ■プレゼン
■発表会「もっともっと京都」

京都光華女子大学京都光華女子大学

大学基礎講座大学基礎講座 ２００７２００７

『『大学基礎講座大学基礎講座ⅢⅢ』』（２年前期）（２年前期）

■文章能力の養成■文章能力の養成

■小論文■小論文

自 ピ 文自 ピ 文■自己アピール文■自己アピール文

■エントリーシート■エントリーシート

■語彙力強化■語彙力強化→→漢字能力検定試験受験漢字能力検定試験受験

44京都光華女子大学京都光華女子大学

『『大学基礎講座大学基礎講座』』とと『『基礎ゼミ基礎ゼミ』』の連携の連携

現代現代GPGP採択採択 ２００８～２００８～

『『基礎ゼミ基礎ゼミ』』＋＋『『大学基礎講座大学基礎講座』』

■初年次教育■初年次教育 ■就労意識の喚起■就労意識の喚起

55京都光華女子大学京都光華女子大学

『『基礎ゼミ基礎ゼミ』』の確立の確立

『『基礎ゼミ基礎ゼミ』』＋＋『『大学基礎講座大学基礎講座ⅠⅠ』』

『『基礎ゼミ基礎ゼミ』』（２０１０）（２０１０）『『基礎ゼミ基礎ゼミ』』（２０１０）（２０１０）

■少人数ゼミによる初年次教育■少人数ゼミによる初年次教育

■各学科の特色を重視■各学科の特色を重視

■個別指導■個別指導

■体験型学習（就労体験・就労現場見学）■体験型学習（就労体験・就労現場見学）

66京都光華女子大学京都光華女子大学

資料８　最終成果報告会資料（各学科・関連部署）
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『『大学基礎講座大学基礎講座』』からから『『ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習』』へへ

『『大学基礎講座大学基礎講座ⅡⅡ』』

『『ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習ⅠⅠ』』

■協調的な学習を行うための技術の習得■協調的な学習を行うための技術の習得

『『ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習ⅡⅡ』』

★

『『 ﾐ ｹ ｼ ﾝ演習ﾐ ｹ ｼ ﾝ演習 』』

■学びの成果を発表するための技術の習得■学びの成果を発表するための技術の習得

『『大学基礎講座大学基礎講座ⅢⅢ』』

『『ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習ⅢⅢ』』

■実用的な文章能力の習得■実用的な文章能力の習得

77京都光華女子大学京都光華女子大学

日本語日本文学科の取り組み日本語日本文学科の取り組み

１，ラーニングルーム１，ラーニングルーム

「チュートリアルカフェ「チュートリアルカフェ 軽茶ぁ」軽茶ぁ」

２ ｅラーニング教材開発２ ｅラーニング教材開発２，ｅラ ニング教材開発２，ｅラ ニング教材開発

「文章力「文章力UPUP講座」講座」

文学部日本語日本文学科 教授
朝比奈 英夫

京都光華女子大学

１，ラーニングルーム１，ラーニングルーム
「チュートリアルカフェ「チュートリアルカフェ 軽茶ぁ」軽茶ぁ」

学生指導、休退学対策、課外授業、
キャリア教育、ＦＤ等に関連する取り組み。

広く学生と話し合い相談に応じることを通して、
学習、生活面での不安をできるだけ解消し、

学業を継続する活力を導く学業を継続する活力を導く。

欠席しがちな学生の出席を確認するとともに、
友人関係を構築して満足感のある就学環境を作り、

毎日の出席を促す機会とする。

課外授業として、近年の労働環境についての
話題を提供し、就労意欲を高める一助とする。

京都光華女子大学京都光華女子大学

平成平成2020年度年度

平成平成2121年度年度

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

開室 － － ２ ４ － － ５ ２ ２ ２ － －

人数 － － 21 43 － － 41 25 20 20

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

実績と成果実績と成果

 本取り組みを通じて、学生が正課以外の場で自己表本取り組みを通じて、学生が正課以外の場で自己表
現・自己実現の機会を求めていることが実感された。現・自己実現の機会を求めていることが実感された。

ラーニングコミュニティへの展開ラーニングコミュニティへの展開

（Ｈ（Ｈ2222年度）年度）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

開室 ３ ３ ３ ２ － － ５ ３ － － － －

人数 34 31 25 24 － － 43 29 － － － －

京都光華女子大学京都光華女子大学

２，ｅラーニング教材開発２，ｅラーニング教材開発 「文章力「文章力UPUP講座」講座」

キャリア形成の一環として、状況にふさわしい
コミュニケーション能力を修得する。

初歩的な演習として、実用的場面に即した課題
（要約、紹介、提案）を設定する。

とくに重視するのは、作文、添削、推敲の過程を
一連の流れとして進めることである。

ｅラーニングの機能を利用して、課題の提示、

ワープロでの作文と提出、添削と返却という一連の過程を
一貫して行う環境を用意する。

京都光華女子大学京都光華女子大学

Wordの
添削実例

― 92 ―



 試行したクラスの反応試行したクラスの反応

かなり思う（かなり思う（1010名）名） ある程度思う（ある程度思う（ 33名）名）
どちらでもないどちらでもない 00名名 あまり思わないあまり思わない 00名名 思わない思わない 00名名

文章力ｕｐ講座の問題演習は、どの程度、
実力ｕｐに役立ったと思いますか？

反省と成果反省と成果 ★

どちらでもないどちらでもない 00名名 あまり思わないあまり思わない 00名名 思わない思わない 00名名

 日本語力養成を従来型の原稿用紙に手書きで作文するスタ日本語力養成を従来型の原稿用紙に手書きで作文するスタ
イルではなく、現実の文書作成の場に近い、ワープロでのイルではなく、現実の文書作成の場に近い、ワープロでの
演習を主体とし、実用的な題材を取り入れたことで、臨場演習を主体とし、実用的な題材を取り入れたことで、臨場
感を持って課題へ取り組む姿勢が生まれた。感を持って課題へ取り組む姿勢が生まれた。

キャリア形成におけるリアリティの重要性キャリア形成におけるリアリティの重要性

京都光華女子大学京都光華女子大学

教育方法の工夫改善を主とする取り組み教育方法の工夫改善を主とする取り組み

ＫＥＥＰ（ＫＥＥＰ（KokaKoka English Education ProgramEnglish Education Program））

の英語教材開発の英語教材開発

京都光華女子大学

文学部国際英語学科 教授
和栗 了

目目 的的

誰でも学習しやすい英語教材を開発

英語教育を体系化

「英語に強い光華」の実現「英語に強い光華」の実現

標準化

京都光華女子大学京都光華女子大学

目的説明目的説明

１．体系化 受験偏差値から卒業偏差値へ

英語を生かした仕事に就ける２．リメディアル教育

３．授業と評価の標準化 一定のレベルまでの英語力の到達

京都光華女子大学京都光華女子大学

具体的施策具体的施策

１．１．国際英語学科「国際英語学科「Speaking ASpeaking A」「」「Speaking BSpeaking B」の教材」の教材
（「英会話」を主とする教材開発と（「英会話」を主とする教材開発と

「英会話個人レッスン」の連動化「英会話個人レッスン」の連動化））

２．国際英語学科「２．国際英語学科「GrammarGrammar」の教材開発と」の教材開発と
「英語個別指導」の連動化「英語個別指導」の連動化

３．語彙力（単語と熟語）教材の開発３．語彙力（単語と熟語）教材の開発

★

３．語彙力（単語と熟語）教材の開発３．語彙力（単語と熟語）教材の開発

４．４．SRASRA教材の活用法の改革：教材の活用法の改革：
「「Reading SRAReading SRA」の授業の方法改善」の授業の方法改善

５．留学サポート教材の開発５．留学サポート教材の開発

６．教養英語のテキスト選定と６．教養英語のテキスト選定と
共通テスト・授業計画のサポート共通テスト・授業計画のサポート

７．７．PassportPassportの作成の作成

京都光華女子大学京都光華女子大学

ゼミにおけるゼミにおけるee--ポートフォリオでのポートフォリオでの
授業内外活動の振り返り授業内外活動の振り返り

京都光華女子大学

人間科学部メディア情報専攻 准教授
酒井 浩二
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教育分野でのポートフォリオ教育分野でのポートフォリオ

 ポートフォリオの要件ポートフォリオの要件

 ①記録（Record）

 ②振り返り（Reflection）

 振り返りとは？振り返りとは？

 多様な角度から取り組みの意味や成果を考察 多様な角度から取り組みの意味や成果を考察

 22種のポートフォリオ種のポートフォリオ

 ①ティーチング・ポートフォリオ：教員

 ②ラーニング・ポートフォリオ（LP）：学生

京都光華女子大学京都光華女子大学

ゼミの概要ゼミの概要

 平成平成2121年度の後期年度の後期に開講に開講

 11、、22年生の必修科目年生の必修科目

 受講生受講生：：1919名名、、99名名（（11、、22年生）年生）

 授業授業の主目的の主目的

 1年生： チ ムワ ク力の形成 1年生： チームワーク力の形成
基礎的なアカデミックスキルの獲得
就労意欲の喚起

 2年生： 専門文献を読む力
グループワーク力の形成
就労意識の形成

京都光華女子大学京都光華女子大学

LPLPの運営の運営

 授業内容と並行として授業内容と並行としてLPLPを毎週投稿を毎週投稿

 事前に教員が事前に教員がLPLPの項目をの項目を決定決定

 授業内と授業外授業内と授業外の活動の活動に分けて項目を設定に分けて項目を設定

 授業内で書く科目は、毎週自由に選択授業内で書く科目は、毎週自由に選択

 宿題として宿題としてLPLPをを毎週投稿毎週投稿

 教員教員はは簡単に毎週コメント簡単に毎週コメント

京都光華女子大学京都光華女子大学

授業内活動授業内活動で書く項目で書く項目

① 何を学んだか。

② どのような点で
自分の成長につながるか。

④ さらにどんなことを、
どんな方法で学びたいか。

③ どのような社会場面で活用
できそうか。

京都光華女子大学京都光華女子大学

授業外活動授業外活動で書く項目で書く項目

① どんな体験体験をして、
その体験から何を学んだか

② どのような点で
自分の成長につながるか。

④ さらにどんな体験をして、
どんなことを学びたいか。

③ 授業内容をどんな点で
活用しうるか。

京都光華女子大学京都光華女子大学

授業内外活動の結合授業内外活動の結合

•• 学習の方向性学習の方向性

– (a)学内学習→学外活動

– (b)学外活動→学内学習

学内

学外

(a)
•• 実線：学習・体験した内容実線：学習・体験した内容

•• 点線：学習していない内容点線：学習していない内容

•• 大学での学びをトータル化大学での学びをトータル化

– 社会人基礎力の養成

学内
現場

( )

(b)

京都光華女子大学京都光華女子大学
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 クラス学生のクラス学生のee--ポートフォリオポートフォリオ

 鉛筆アイコン－左：学生の投稿、右：教員の返事

ee--ポートフォリオの画面ポートフォリオの画面 受講生の投稿状況受講生の投稿状況

①① 投稿文字数投稿文字数

 投稿1回に300文字程度（課題は600文字）

②② 投稿回数投稿回数

 平均12.8回（課題は14回）

③③ 投稿内容投稿内容

 授業内活動：履修科目数に対する投稿対象科目数
の割合は平均40.4%

 授業外活動：外での遊び、自宅での生活、
学習・資格、アルバイト、イベント参加など多様

京都光華女子大学京都光華女子大学

受講生の評価①受講生の評価①

①①授業内活動の記録授業内活動の記録でで成長につながった成長につながった点点

 ノートや授業資料を見て授業内容を振り返る
ことで、学んだ内容を思い出せた。

 LP作成のために授業をきちんと
聞くようになった。聞くようになった。

 授業で学んだ内容を実際に書くことで、
その授業の大切さを再認識できた。

 書くことで気づいた反省点から、
学んだことを活かせるようになった。

京都光華女子大学京都光華女子大学

受講生の評価②受講生の評価②

②授業外活動の記録②授業外活動の記録でで成長につながった成長につながった点点

 自分が何に興味があってどんなことを考えている
のか、自分はどうあるべきなのかを認識できた。

 LPのためにしっかり体験・見学するようになっ
た。

 何をして自分がどう感じたのかが分かり、
その体験から次は何をしたいかを考えるように
なった。

 社会のことを考える機会が増えた。

 世の中の役に立ちたい思いが少しずつ出てきた。

京都光華女子大学京都光華女子大学

まとめまとめ

 学内外活動の両方の振り返りの効果学内外活動の両方の振り返りの効果

 大学内での学びを社会で活用

 社会での体験から大学での学びを意義を見出す

 大学での活動全体を成長につなげる

 今後の活動を展望する良い機会 今後の活動を展望する良い機会

 大学での活動全体を通じた成長の促進に、大学での活動全体を通じた成長の促進に、
オンラインでのオンラインでのLPLPは効果的は効果的

京都光華女子大学京都光華女子大学

添付①（添付①（LPLPの一例：の一例：授業内活動授業内活動））
①①何を学んだか何を学んだか

 H21.10.27の「アカデミック・ライティング」でテーマをきめ
て、賛成か反対かの意見を出し合い、別の視点から物事を見ると
いうことを学んだ。

②②なぜこの内容を学習することが重要と考えるかなぜこの内容を学習することが重要と考えるか

 賛成か、反対かの意見をそれぞれいくつかあげて考えていくこと
で、そのもののメリットやデメリットをみつけることにつながる。
も 良 悪 を見極めると う とは れから 人生 もとものの良し悪しを見極めるということはこれからの人生でもとて
も役に立つ。

③③学んだ内容は、どのような場面で活用できそうか学んだ内容は、どのような場面で活用できそうか

 人に意見を求められたときや、自分の考えを主張するときに活用
できる。また、会話等でも必要とされ常に使われるものだと思う。

④④さらにどんなことを、どんな方法で学びたいかさらにどんなことを、どんな方法で学びたいか

 もっと多くのテーマをあげて、みんなで討論していきたい。
そうすることによって多くの人の意見や考えが聞けてものの見方
が広がっていくと思う。

京都光華女子大学京都光華女子大学
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①①どんな体験をしたかどんな体験をしたか

 H21.10.24に「沈まぬ太陽」という映画を見に行った。

②②その体験から何を学んだかその体験から何を学んだか

 80年代に旅客機が落ちた事故と、その状況を映画化したもの
で、当時の事故の悲惨さや航空会社の実態を知った。

③③この体験に関連して、どんな学習が必要かこの体験に関連して、どんな学習が必要か

 このドキュメンタリー映画を見て、過去のことを知るという

添付②（添付②（LPLPの一例：授業外活動）の一例：授業外活動）

ことで、当時、事故にあわれた方々のためにもこの事故のこ
とを語り継いでいくことが必要だと思う。

④④さらにどんな体験をして、どんなことを学びたいかさらにどんな体験をして、どんなことを学びたいか

 何千年前、何百年前という過去を知るということも大切だ
が、１０年前、２０年前、３０年前という過去を知っていく
ことで、意外な事実や驚きを知っていくことにつながると思
う。自分たちが知っている年よりも数年前のことを振り返っ
た歴史の勉強をしていくことで、こんなことがあったんだと
いう自分にとっての新たな発見があると思う。

京都光華女子大学京都光華女子大学

添付③（教員のコメントの一例）添付③（教員のコメントの一例）

 たいていの決めごと（例：子ども手当、憲たいていの決めごと（例：子ども手当、憲
法改正など）は、賛否両論があり、それら法改正など）は、賛否両論があり、それら
を踏まえて意思決定することがほとんどでを踏まえて意思決定することがほとんどで
すね。両者の吟味は意思決定で大変重要ですね。両者の吟味は意思決定で大変重要で
すね。すね。

★

 渡辺謙さん主演の話題作ですね。大変良い渡辺謙さん主演の話題作ですね。大変良い
経験ですね。優れた映画を見ることは人間経験ですね。優れた映画を見ることは人間
の思想を高めることに効果的だなと思いまの思想を高めることに効果的だなと思いま
す。す。

京都光華女子大学京都光華女子大学

キャリア支援講座キャリア支援講座
｢｢卒業生を迎えて卒業生を迎えて｣｣

京都光華女子大学

人間科学部健康栄養学科 准教授
大久保 郁子

健康栄養学科の特性健康栄養学科の特性

ほぼ１００％の学生が
管理栄養士資格取得を目指して

入学してくる。

しかし

管理栄養士とは何か？を
深く理解してくる学生は

そんなに多くない。

しかし

京都光華女子大学京都光華女子大学

•基礎ゼミにおける就労意欲の喚起

•履修済みの教科における、模擬試験の開始

•３年生研修における更なる就労意欲の喚起

国家試験合格に向けての支援国家試験合格に向けての支援

１年生

２年生

３年生 •３年生研修における更なる就労意欲の喚起

•国家試験にむけての集中講義の実施
•模擬試験の実施
•クラスアドバイザーによる再三の個人面談
•父兄からの叱咤激励の依頼文送付

３年生

４年生

京都光華女子大学京都光華女子大学

キャリア支援講座キャリア支援講座

目的 社会人基礎力の養成
複雑多岐に亘る管理栄養士の職場に
ついての理解。
自身の将来の管理栄養士像の具体化。
学習意欲の高楊

３年生を中心とし、他学年は希望者
とする。

学習意欲の高楊。

対象

方法 各方面で活躍している卒業生を迎え、
講演者とする。

京都光華女子大学京都光華女子大学

― 96 ―



キャリア支援講座キャリア支援講座

招
待
講
師

病院採用の管理栄養士
委託業者採用の病院・施設勤務の管理栄養士
食品関連企業勤務の管理栄養士
クッキングスクール勤務の管理栄養士
各種学校の給食・実験助手勤務の管理栄養士

等等

現在の仕事内容、職場での出来事
国家試験合格に向けての勉強方法 等
学生キャリア支援センターからも、
就職活動・支援の講演をしてもらう。

講
演
内
容

京都光華女子大学京都光華女子大学

専門性を高める為の学外実習専門性を高める為の学外実習

事業所１週間（３年生時夏季休暇中）
病院２週間 （３年生時春季休暇中）
保健所１週間（４年生時夏季休暇中）

★

入学時の希望を損なうことなく、
よりなりたい管理栄養士を目指す

目標設定に向けて、

健康栄養学科では支援を継続中である。

京都光華女子大学京都光華女子大学

学外実習支援システムのあり方学外実習支援システムのあり方

京都光華女子大学

人間科学部 社会福祉学科
山口理恵子・山下幸子

学外実習支援システム構成とそれに伴う更新作業学外実習支援システム構成とそれに伴う更新作業

情報閲覧：実習先施設、実習報告書、
実習に関する手続き方法、
ボランティア情報、福祉関連法など

（実習書類の書式ダウンロ ドも可能）

情報閲覧や課題提出機能の整理と作成

（実習書類の書式ダウンロードも可能）
→ブログを利用

課題提出：実習課題レポート、実習計画書、
中間フィードバック、アンケートなど
→blackboardを利用

京都光華女子大学京都光華女子大学

学外実習支援システムの利便性学外実習支援システムの利便性

時間：24時間利用可能

場所：大学構内のコンピュータ室 自宅

時間と場所の自由度

場所：大学構内のコンピュータ室、自宅、
その他ネット環境がある場所など

京都光華女子大学京都光華女子大学

学外実習支援システムの活用性学外実習支援システムの活用性

教材：個人票、実習計画書の書式ダウンロード
レポート課題、テスト見直し・解答掲示

実習生への教材、事前学習の資料

資料：実習先データ、実習報告書、福祉関連法

京都光華女子大学京都光華女子大学
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今後の課題今後の課題

システム作り：通年型実習の形態に即したツール、

★

実習生ニーズに即したシステム作りと
更新作業の効率性の向上

、
実習先情報
(地図、実習先HPなどとのリンク)

更新作業の効率性：操作方法のしやすさ、
システムの一元化

京都光華女子大学京都光華女子大学

正課教育でのインターンシップ正課教育でのインターンシップ

京都光華女子大学

キャリア教育推進センター 吉田 咲子
キャリアデザイン講座Ⅲ 受講学生代表

「正課教育でのインターンシップ」に関する学習「正課教育でのインターンシップ」に関する学習

自己分析・自己理解キャリアデザイン講座Ⅰ

キャリアデザイン講座Ⅱ 職業理解

適性
・

希望
社会人基礎力養成講座Ⅰ Ⅱ YESプログラム

段階学習で社会人基礎力を理解し、最終段階としてインターンシップに参加

１年生

２年生

インターンシップインターンシップ

社会人基礎力養成講座Ⅲ
（正課外教育）

YESプログラム

ビジネスマナー

社会人基礎力養成講座Ⅰ・Ⅱ
（正課外教育）

YESプログラム
コミュニケーション能力等

キャリアデザイン講座Ⅲ

３年生

京都光華女子大学京都光華女子大学

インターンシップ計画インターンシップ計画

66割割

大学コンソーシアム京都の大学コンソーシアム京都の
インターンシップ・プログラム参加を目標インターンシップ・プログラム参加を目標

◆産官学連携により、歴史も実績も豊富
◆京都の大学生すべてに応募資格がある
◆事前事後教育は、他大学生と協同学習

ラーニングルームで 切磋琢磨
職場では ひとりで考え
自分の責任で行動

合格率 66割割 は
大きな壁

京都光華女子大学京都光華女子大学

学生発表１：インターンシップで学んだこと！学生発表１：インターンシップで学んだこと！

与えられた仕事

計画（追加含め）
新しい仕事を
与えられる

空き時間に出来る
ことを事前に考え、

ムダ無なく！

できる仕事の範囲
が広がった！

チームの実習生と
自主ルールを作成

インターンシップでの希望
業界を知りたい／深く広く実習したい

計画を正確に実行信頼を得られた

積極性・計画力を
評価された！

京都光華女子大学京都光華女子大学

学生発表１：実習後の成長学生発表１：実習後の成長

課題発見力 ↑
積極的に今すべき事できる事を、
考えるようになった

2009/7/30 0:00

2009/10/6 12:44

柔軟性・情況把握力 ↓
責任感の重み知った

7月実施

９月実施

A
)

主
体
性

A
)

働
き
…

A
)

実
行
力

B
)

課
題
…

B
)

計
画
力

B
)

創
造
力

C
)

発
信
力

C
)

傾
聴
力

C
)

柔
軟
性

C
)

情
況
…

C
)

規
律
性

C
)

ス
ト
…

自分の将来像を立てることができた。
その目標に向かって、学校での生活で、目的意識を
しっかり持ち、優先すべきことをしっかり考える。
そして社会人になる自覚を高めていきたい！

京都光華女子大学京都光華女子大学
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学生発表２：インターンシップで学んだこと！学生発表２：インターンシップで学んだこと！

中高生の心の問題に取り組みたい

地域・職員の方の想い

仲間にはなれない
集う場の提供は必要
喫煙が心配

頭ごなしに否定されたくない
携帯眺めて、ひまだ―
学校・家庭・恋愛・友達…

中高生の感情・環境

話を聞いてほしい
注目されたい、気にかけてほしい

私たち、インターンシップ生にできる事を考えた!!

禁煙ポスターを作成
イベントを企画

スポーツ大会
たこやきパーティ

対等な立場で
真剣に向き合う

京都光華女子大学京都光華女子大学

学生発表２：実習後の成長学生発表２：実習後の成長

2009/8/6 0:00

2009/10/6 11:34

7月実施

９月実施

働きかけ力 ↑
中高生をイベント参加に
導いた自信

傾聴力・情況把握力 ↑
本音を聴きとる力が身についた

A
)

主
体
性

A
)

働
き
…

A
)

実
行
力

B
)

課
題
…

B
)

計
画
力

B
)

創
造
力

C
)

発
信
力

C
)

傾
聴
力

C
)

柔
軟
性

C
)

情
況
…

C
)

規
律
性

C
)

ス
ト
…

中高生と家庭環境の関係について調べたい！
もっと山科青少年活動センター様で
中高生と関わりたい！！
→ボランティアとして活動中

京都光華女子大学京都光華女子大学

チームで働く力考え抜く力前に踏み出す力

インターンシップで身についた力インターンシップで身についた力

学
内
学
習

インターンシップ
面接突破

自分の将来像を描く 適性と希望の具体化

志望動機をとことん
突き詰める

友人の志望を聴き
客観的アドバイス

★

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

今すべき事を
考える

中高生と信頼関係
を築く

中高生をイベント
参加に導く

励まして一緒に
最後まで頑張る

面接突破

チームの自主ルールを考え
皆に役立つことを探し実行する

自分の出来る事を
積極的に手伝う

京都光華女子大学京都光華女子大学

社会人基礎力養成社会人基礎力養成など正課外教育など正課外教育

京都光華女子大学

学生キャリア支援センター
センター長 原田 雅恒

現代ＧＰプログラムにおける現代ＧＰプログラムにおける
学生キャリア支援センターの役割学生キャリア支援センターの役割

１．正課外教育の展開
(1)社会人基礎力の養成

①社会人基礎力養成講座

②社会人基礎力診断

(2)スキルアップ講座による資格取得・就活支援

接 キ プ講座 とば検定対策講座面接スキルアップ講座、話しことば検定対策講座、

筆記試験・公務員試験対策講座、日本語検定対策講座

(3)インターンシップの支援

２．就職支援の強化

就職情報システム・面談システムの導入活用

京都光華女子大学京都光華女子大学

社会人基礎力の養成社会人基礎力の養成

正正 課・・・講読・専門ゼミ・データ解析などの課・・・講読・専門ゼミ・データ解析などの
専門教育の中で社会人基礎力の習得専門教育の中で社会人基礎力の習得

正課外・・・社会人基礎力養成講座正課外・・・社会人基礎力養成講座
厚生労働省のＹＥＳプログラムをベースに厚生労働省のＹＥＳプログラムをベースに
「就職基礎能力」「就職基礎能力」 の養成を目指すの養成を目指す

①読み書き： ビジネス文書の基礎知識
②計 算： 利益・給与・旅費・交通費・論理的思考
③社会人常識： 歴史・地理・政治・経済・社会
④ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ: 知る・伝える・共に働く
⑤ビジネスﾏﾅｰ：挨拶・電話・メール・来客対応

京都光華女子大学京都光華女子大学
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社会人基礎力養成講座社会人基礎力養成講座

内容 対象 時間数 受講者 学生評価
大変役に立ったの割合

Ⅰ
読み書き／
コミュニケー
ション

H20 大２前期
２時間×１０回
（土曜日ＡＭ）

１３⇒２名 ７４．５％

H21 大２後期
80分×８回
（水曜日ＰＭ）

１４⇒２名 ５３．７％

講師： 外部講師
京都光華女子大学京都光華女子大学

Ⅱ
計算／
社会人常識

H20 大２後期
２時間×１０回
（土曜日ＡＭ）

１０⇒１名 ７４．５％

H21 大２後期
80分×８回
（水曜日ＰＭ）

１１⇒２名 ３１．８％

Ⅲ
ビジネス
マナー

H20 大３前期
２時間×１０回
（土曜日ＡＭ）

６９⇒２６名 ６８．７％

H21 大３前期
80分×１０回
（水曜日ＰＭ）

６０⇒１０名 ６２．３％

社会人基礎力養成講座社会人基礎力養成講座 今後の課題今後の課題

 受講申込者増と出席人数減少防止の検討受講申込者増と出席人数減少防止の検討

講座名，開催日，時間帯，回数，

内容，講師，テキスト，単位化

京都光華女子大学京都光華女子大学

キャリア形成学部では
「必修の演習」に

社会人基礎力の診断社会人基礎力の診断

目的：自分の能力・適性について客観的に知る

診断方法 対象学年 受診者数

自己発見レポート
（ベネッセ）

H20
入学時

（大学１年春）

１６７名（４４％）

２５３名（６２％）H21

ＨＱテストＨＱテスト

（ジェイ・エス・エル）（ジェイ・エス・エル）

H19 大学３年大学３年 ３４名３４名

H20 大学３年大学３年 約１５０名（３６％）約１５０名（３６％）

H21 全学年全学年 約７６０名（４８％）約７６０名（４８％）

職業適性検査

（ベネッセ）

H20 就職活動開始時

（大学３年冬）

１７９名（４３％）

H21 １８８名（５１％）

京都光華女子大学京都光華女子大学

ＨＱテスト（ＨＱＨＱテスト（ＨＱ ProfileProfile））

 ＨＱ＝ＨＱ＝ Human Quotient Human Quotient （人間指数）（人間指数）

 受診方法：受診方法： WebWebまたはマークシートまたはマークシート

 ２８０の質問に４択で回答 （所要時間約40分）

①改善の余地あり ②やや改善の余地あり

③やや行っている ④十分行っている

質問の例 質問の例

 何かを行う場合、自分に求められていることや期待さ

れていることをよく考えてから行動している。

 周囲から指摘されなくても、次のアクションを自分自

身で考えて行動する。

 自分の経験則だけで判断せず、他の人の多 様な意見

も取り入れて問題を解決している。

 結果閲覧：結果閲覧： WebWebのみのみ
京都光華女子大学京都光華女子大学

HQHQテストのテストのWebWeb受診受診 HQHQ結果表示結果表示

京都光華女子大学京都光華女子大学
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京都光華女子大学京都光華女子大学 京都光華女子大学京都光華女子大学

社会人基礎力診断社会人基礎力診断 今後の課題今後の課題

 診断ツールの選択診断ツールの選択
 診断項目 （社会人基礎力・基礎学力・職務適性など）

 質問数 （８０～２８０問）

 質問の理解のしやすさ

 回答方法 （マークシート・ＷＥＢ)回答方法 （マ クシ ト ＷＥＢ)

 所用時間 （１５～９０分）

 普及率 （偏差値の基準）

 価 格 （1,100～4,000円／名）

 診断結果の活用診断結果の活用
 活用方法（就職指導だけ？）

 複数回の結果の比較の意味（社会人基礎力向上？）

京都光華女子大学京都光華女子大学

学生キャリア支援Ｃから見た学生キャリア支援Ｃから見た 現代ＧＰの成果現代ＧＰの成果

 「就職支援システム」「面談システム」の「就職支援システム」「面談システム」の
導入による学生の就活支援基盤の整備導入による学生の就活支援基盤の整備

 「社会人基礎力の養成・診断」「社会人基礎力の養成・診断」 についてのについての
ノウハウの取得ノウハウの取得

 今後に向けた今後に向けた 「全学的キャリア教育推進体制」「全学的キャリア教育推進体制」今後に向けた今後に向けた 全学的キャリア教育推進体制」全学的キャリア教育推進体制」
の整備の整備

 キャリア教育推進Ｃ･･･全学のキャリア教育推進、
新規文科省補助金事業応募対応

 キャリア教育推進連絡会議･･･各学科代表教員・
関係事務職員による連携、ＰＤＣＡサイクル

 学生キャリア支援Ｃ･･･就職支援

京都光華女子大学京都光華女子大学

平成２２年度以降の平成２２年度以降の
全学的キャリア教育推進体制概念図全学的キャリア教育推進体制概念図 ★

キャリア教育キャリア教育

キャリア形成
学科

文部科学省

文学科（日文・

心理学科

健康栄養学科

補助金申請情報収集

京都光華女子大学京都光華女子大学

キャリア教育
推進連絡会議

キャリア教育
推進センター

ＩＴ推進部
学生キャリア
支援センター

こども保育学科

ライフデザイン
学科

文学科（日文
国際英語）

事務局

支援ツール：光華支援ツール：光華navinavi、面談システムなど、面談システムなど

京都光華女子大学

学園ＩＴ推進部 部長
情報教育センター

伊藤 勝久
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本学の学生向け情報システムの全体像本学の学生向け情報システムの全体像

京都光華女子大学

光華光華navinaviの概要の概要

●学内や自宅のパソコンからインターネットを
通じて、学生一人ひとりの大学生活をサポー
トするさまざまな情報にアクセスできるポータ
ルサイト。

●教務関係の諸手続き・各種情報の照会・教
職員とのコミュニケーション・授業支援・就職
支援などたくさんの機能を持った総合情報処
理システム。

●今回のＧＰの取り組みにおいて、さまざまな
情報を有機的に結びつけるための中核的な
ツール。

京都光華女子大学

― 面談状況一覧表示 ―
どの部署でどのような面談を行った

― 面談状況一覧表示 ―
どの部署でどのような面談を行った

面談システムの概要面談システムの概要

― 目 的 ―
学生の面談データを一元的に保存・
管理し、学生の状況を詳細に把握
し、これにより学生個々の状況に応
じた迅速・的確な支援・指導を行う

― 目 的 ―
学生の面談データを一元的に保存・
管理し、学生の状況を詳細に把握
し、これにより学生個々の状況に応
じた迅速・的確な支援・指導を行う

★

― 記録する内容 ―
①面談の種別
（就活方法、求人紹介、履歴書添
削、

面接練習、内定報告、その他）
②来談者学生証番号・氏名
③面談日
④対応者

― 記録する内容 ―
①面談の種別
（就活方法、求人紹介、履歴書添
削、

面接練習、内定報告、その他）
②来談者学生証番号・氏名
③面談日
④対応者

どの部署でどのような面談を行った
か一覧表示ができる
分類や登録者で絞り込み表示するこ
とで必要な情報の概要把握ができる

どの部署でどのような面談を行った
か一覧表示ができる
分類や登録者で絞り込み表示するこ
とで必要な情報の概要把握ができる

京都光華女子大学

総括報告総括報告

京都光華女子大学

人間科学部メディア情報専攻 准教授
情報教育センター

キャリア教育推進センター
阿部 一晴

「学生個人を大切にしたキャリア教育の推進」

取組の概要取組の概要

 キャリア（形成）教育キャリア（形成）教育
 以下の3点を目標として，社会人として必要な要件

（どのような職に就くにもまず必要な意識と能力）
を備えた人材を育成する．

 高い就労意識と職業理解の喚起・醸成

 基本的能力の養成
理解力 論理的思考能力 表現力 基礎学力

正課と正課外教育を統合する「総合キャリア教育」

総合キャリア教育総合キャリア教育総合キャリア教育総合キャリア教育

学生

理解力，論理的思考能力，表現力，基礎学力

 社会人基礎力の養成
調査分析力，プレゼンテーション力，

レポート作成能力，コラボレーション力，
ICT活用能力，問題発見・解決力

 キャリア形成支援キャリア形成支援
 キャリアデザインの支援

自己を発見し，その将来を描く

 スキルアップの支援

仕事に生かすスキルを備える

 就職支援就職支援
京都光華女子大学京都光華女子大学

正課教育正課教育 正課外教育正課外教育
連連
携携

エクステン
ションセン

ター

エクステン
ションセン

ター

スキルアップ支援

教 員教 員

アカデミックアドバイス
個別面談

キャリア
支援セン

ター

キャリア
支援セン

ター

キャリア形成支援
就職支援

取組目標１：就労意識の喚起・醸成取組目標１：就労意識の喚起・醸成

P
A1

A2B1

B2

M L

P

B2

ML

P

A1

A2
B1

B2

M
Q K

P
A1B2

M

2010年1月調査

2年生１年生

N55名 N46名

■就職して、ずっと働き続けたい学生
は半数以上

■就職するがいつかやめるという学生
は、２年生の方が少ない

京都光華女子大学京都光華女子大学

A1

A2
B1

B2

P

A1

A2
B1

B2

M

Q
K

L

P

A1

A2

B1

B2M

A2

B1

P

A1
A2

B1

B2

MQL

A1

A2

B1

B2

M Q
K

L

E48名

R121名

K100名

E26名

R91名

K75名

■家事や育児中は、仕事は休みたい学
生は１年生の方が多い
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就労意識アンケート就労意識アンケート

京都光華女子大学京都光華女子大学

取組目標１：就労意識の喚起・醸成取組目標１：就労意識の喚起・醸成

P
A1

A2B1

B2

M LP
A1

A2

B1

B2

M L

P
A1

B2

ML P

B2

ML

2009年６月調査 2010年1月調査

１年生

N55名N56名

就職を考えられない学生が減少し、
が が

Ａ１、Ｂ１卒業後の進路を決めてる
学生は不動。Ａ２、Ｂ２仕事は続け
たいが迷いが見られる

京都光華女子大学京都光華女子大学

A2B1

P

A1

A2

B1

B2M

P

A1

A2
B1

B2

M

QS
K

L

A1

A2
B1
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R121名

K100名
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R133名
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したい事が見つかった学生が増えた

就職しないと考えていた学生が減少
卒業までに考えるという学生が減少

就職するがいつかやめるという学生
が減少

取組目標１：就労意識の喚起・醸成取組目標１：就労意識の喚起・醸成
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2009年１月調査 2010年1月調査
２年生

《考察》ずっと働きたいという希望
はあるがアンケートの質問順で変動
がある。家庭を中心に考えれば、専
業主婦願望が高く（ピンク）が、就
労を先にイメージすることで、黄色
が減少する。

京都光華女子大学京都光華女子大学
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HB

E
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A
D

H
B

E
C
F
G I
JKL キャリアデザイン講座Ⅰ（1年生）の

アンケート結果では、３ヶ月間の自己
分析・自己理解を学んだあとは、「専
業主婦を希望しない」割合が増加す
る。

２７％→４４％、２９％→３５％

が減少する。

取組目標２：基本的能力の養成取組目標２：基本的能力の養成

日本語理解・英語運用/言語理解力

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 
CA

英語運用 ３年生
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30.0 

40.0 
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３年生

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 
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判断推理/論理的推論能力 総 合

１年生

現１，３年生比較 (２５２人、１８８人）

京都光華女子大学京都光華女子大学

0.0 0.0 0.0 

低い ← 平均 → 高い
（偏差値）

低い ← 平均 → 高い
（偏差値）

低い ← 平均 → 高い
（偏差値）

全国平均偏差値で
低い割合の人数が減少

利用アセスメント（ベネッセコーポレーション）
１年生：自己発見レポート
３年生：キャリアアプローチ

取組目標３：社会人基礎力の養成取組目標３：社会人基礎力の養成

１年生に比べ、３年生の自己評価が
高く、自信がついてきていることが
わかる。

学年が上がるに伴い、自己評価が低
いと考える学生が減り、平均的以上
にシフトしていることがわかる。

京都光華女子大学京都光華女子大学

にシフトしていることがわかる。

偏差値が高い方向にシフトしている
ものの、平均的より低い位置にピー
クがある点が、今後の課題である。

大学での学習や取組に、
チーム活動を増やす方向で提案する。

利用アセスメント
ＨＱテスト（株式会社ジェイ・エス・エル）

学生の
意識
・

能力評価

1年次 2年次 3年次 4年次

自己発見

基礎学力
学習スタイル
性格
強み

自己プログレス

成長感
行動の自己評価
学びへの度合
学びへの考え方

就職適正評価

社会的強み
能力的強み
好きな仕事分野
適正職種

取組を支える「光華取組を支える「光華navinavi」」

能力評価

教職員に
よる

面談・指導

e-ポートフォリオe-ポートフォリオ

学生面談システム学生面談システム

就就

職職

教員による面談・指導 ゼミ（基礎ゼミ～専門ゼミ）など

職員による面談・指導 学生サポートセンター・キャリア支援センター

就職支援

記
録
・
参
照

記録・参照
記録・参照

就職支援システム就職支援システム

京都光華女子大学京都光華女子大学
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 ①①アセスメントの体系化アセスメントの体系化

②トラッキング・サポート②トラッキング・サポート

③ラーニングコミュニティ③ラーニングコミュニティ

エンロールメント・マネジメントと個別対応教育モデルの実践的融合エンロールメント・マネジメントと個別対応教育モデルの実践的融合

光華光華navinavi

生生

活活

支支

個

別

対

応

ラーニング
コミュニティ

トラッキング
サポート

「学生個人を大切にした総合的支援の推進」「学生個人を大切にした総合的支援の推進」

というという33施策を有機的に施策を有機的に

接合する接合する

 それにより、学生支援とそれにより、学生支援と

教育モデルの統合度を教育モデルの統合度を

さらに高め、隙間と取りこぼしのない支援を実現し、さらに高め、隙間と取りこぼしのない支援を実現し、

創発的な学生支援効果を増幅させる創発的な学生支援効果を増幅させる

支支

援援

応

教

育

アセスメント

京都光華女子大学京都光華女子大学

 出席管理システム出席管理システム

教室内の教室内の
端末装置端末装置

ICICカードカード
学生証学生証

ICICカードカード
学生証学生証

光華光華navinavi光華光華navinavi

閲覧閲覧
EMEM推進センター推進センター
関係教職員関係教職員

出席管理システムとその利用出席管理システムとその利用

 利用利用
– EM推進センターで出席状況を分析

– 分析結果を学科に通知

– 詳細把握の必要な学生の調査

– 要支援学生への支援

学生証学生証学生証学生証

京都光華女子大学京都光華女子大学

成 績成 績

基礎学力基礎学力

出席状況出席状況

光華光華
学生総合評価学生総合評価

学生総合アセスメントと「光華学生総合アセスメントと「光華navinavi」」

生活実態生活実態

健康状態健康状態

意識・意欲意識・意欲

満足度満足度

授業評価授業評価

光華
navi
光華
navi

学 総 評価学 総 評価

学生支援学生支援

学 生学 生

京都光華女子大学京都光華女子大学

 情報掲示端末K-Touch

–光華navi利用の利便性向上に

よって，光華naviの利用度を

高める．

 フ イルキ ビネ ト

その他のシステムとその利用その他のシステムとその利用

 ファイルキャビネット

–大学でPCを使用する際の個人

フォルダ（ファイルサーバ）に，

光華naviを通して自宅から

アクセスすることを可能にする．

–これにより，日常的に光華navi

を利用する習慣をつける． インターネット

自
宅
自
宅

ファイルサーバ

光華
navi
光華
navi

大学
ネットワーク

京都光華女子大学京都光華女子大学

 ラーニングコミュニティ（共同体学習）を支援する仕
組み「オンラインコミュニティシステム」として学内
SNSを導入．

 Kocolonyは光華naviからアクセス

学内学内SNSSNS（（KocolonyKocolony）とその利用）とその利用

インターネット

学内SNS

光華
navi
光華
navi

大学
ネットワーク

自
宅
自
宅

京都光華女子大学京都光華女子大学

 平成平成2020年度選定年度選定

– 「地域内大学連携によるFDの包括研究と
共通プログラム開発・組織的運用システムの確立」
（代表校：佛教大学）

「 ラ ニングシステムの共有共用化に伴う

戦略的大学連携事業への参画戦略的大学連携事業への参画

– 「eラーニングシステムの共有共用化に伴う
教養教育の大学間 連携と効率化の促進」
（代表校：京都産業大学）

 平成平成2121年度選定年度選定

– 「多面的な国際交流の充実と高等教育の質向上に
向けた国際連携プログラム開発」
（代表校：龍谷大学）

京都光華女子大学京都光華女子大学
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 平成平成22１年度選定（短期大学部）１年度選定（短期大学部）

– 「大学教育・学生支援推進事業」学生支援推進
プログラム
短期大学士力養成のための具体的実践としての
キャリア教育の推進

新たな選定事業新たな選定事業

キャリア教育の推進

 平成平成2121年度選定（新規）年度選定（新規）

– 「大学教育・学生支援推進事業」（就職支援推進
プログラム）
学生個人を大切にしたキャリアメンターによる
就活基礎力養成

京都光華女子大学京都光華女子大学

文部科学省「就職支援推進プログラム」選定文部科学省「就職支援推進プログラム」選定

 学生個人を大切にしたキャリアメンターに学生個人を大切にしたキャリアメンターに
よる就活基礎力養成よる就活基礎力養成

就職支援を推進する目的と
してキャリア相談室を設置

同相談室にキャリアメン
ターを常駐させて、さらに
きめ細かな助言体制の整備

京都光華女子大学京都光華女子大学

きめ細かな助言体制の整備
と就職支援体制を強化

ゼミ担当教員と連携して、
ゼミに訪問にして就職支援
を行う

就職希望先の情報収集を行
い、就職力を育成を検討

本取組（実践的総合キャリア教育）を発展させ，

その趣旨を実現する学部・学科を創設する

（キャリア形成学部キャリア形成学科）

 「生き方（キャリア）を探求し生きる」力を修得させ

現代GP終了後の計画 平成22年度

（⇒キャリア形成），社会人として必要とされる基本的な
意識・知識・力を備えた人材を養成する．

 この能力を生きる力をともなった「総合的社会人基礎力」
と呼ぶ．

 このように，この学部では学習する分野ではなく
修得する“能力”を提案し教育する

インフラとしてのICTの役割が更に重要に
京都光華女子大学京都光華女子大学

成 績成 績

基礎学力基礎学力

出席状況出席状況

光華光華

学生総合評価学生総合評価

学生支援学生支援

総合アセスメントの拡張・発展総合アセスメントの拡張・発展

生活実態生活実態

健康状態健康状態

意識・意欲意識・意欲

満足度満足度

授業評価授業評価

光華
navi
光華
navi

IR（大学評価）IR（大学評価）

大学経営企画大学経営企画
学 生学 生

京都光華女子大学京都光華女子大学

組織のアセスメント組織のアセスメント

ラーニングアウトカムズラーニングアウトカムズ

文部科学省平成文部科学省平成1919年度現代年度現代GPGP「実践的総合キャリア教育の推進」選定「実践的総合キャリア教育の推進」選定

京都光華女子大学京都光華女子大学 キャリア教育シンポジウムキャリア教育シンポジウム

「最終成果報告会」「最終成果報告会」
～学生個人を大切にしたキャリア教育の推進～～学生個人を大切にしたキャリア教育の推進～

本日は，お忙しい中本日は，お忙しい中

本学シンポジウムにご参加いただき本学シンポジウムにご参加いただき

ありがとうございましたありがとうございました

京都光華女子大学
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京都光華女子大学におけるキャリア教育の取組 

－現代 GP「学生個人を大切にしたキャリア教育の推進」－ 

山本 嘉一郎* 

阿部 一晴* 

吉田 咲子** 

* 人間科学部人間関係学科メディア情報専攻 

** キャリア教育推進センター 

 

 

Ⅰ まえがき 

 

 大学の学生の多くは卒業時に企業へ就職する。

つまり，大学卒業後の進路は「企業就職」が一般

的である。そこで学生にとって最大の関心事の一

つが「就職」となる。そのため大学では，中学校

や高校での「進学」と同様，将来の進路としての

「就職」を支援してきた。従来からほとんどの大

学には，就職活動を支援する部署（たとえば就職

課）が置かれてきた。ただその役割は主に，就職

先の紹介や求人情報の提供というものであった。

ところが，その状況がこの 10 年ほどの間に大きく

変化している。 

 近年，多くの大学でキャリア支援（就職支援）

を強化し，さまざまな取組が行われるようになっ

てきた（上西，2007，p. 2）。その背景については

次章で述べるが，取組の多くは，キャリア形成と

しての低学年からの教育である。そこでは，就職

活動といった直接の支援から，就職に堪える能力

の形成へ向けてのいわば間接的な支援へと広げら

れている。働くために必要な基本的能力の養成で

ある。その理由は主に，多くの学生が働くための

基礎能力を十分に備えていないという判断による。

このようにして，キャリア支援は就職支援からキ

ャリア形成支援へと拡大しつつある。またさらに，

働くことへの理解といった就労意識にも課題があ

ると言われる。就労意識の形成である。そこに，

総合的なキャリア教育の必要性があると考えられ

る。 

 以上のキャリア教育は大学教育だけの問題では

ない。初等，中等，高等教育を通して社会に出る

までの教育全体に課せられた問題である。これに

ついては中央教育審議会から平成 11 年末にその

答申の中で，小学校から発達段階に応じてキャリ

ア教育を実施することの必要性が指摘され，以後，

文部科学省ではこれを政策課題の 1 つとしてきた

（山口，2008，pp. ７～10）。また文部科学省は

大学に対して，その教育改革支援事業（大学改革

支援プログラム）の中で，平成 18，19 年度にキ

ャリア教育をテーマとし，21 年度には大学教育・

学生支援推進事業としてキャリア教育・支援をテ

ーマとした。 

 これに対して本学でも，就職支援を入学時から

開始して就職を総合的に支援する必要性を認識し，

平成 17 年度にキャリア教育を実施することにな

った。以来，その認識を深め，キャリア教育の在

り方について研究してきた。また，平成 18 年度か

らは，学生の修学と生活を体系的・組織的に支援

するエンロールメント・マネージメントに着手し

た。キャリア教育はその中で，学生の卒業後の進

路を支援する政策として位置づけられた。ここで

報告する現代 GP における実践的総合キャリア教

育の取組計画は，これらの改革の一環として企

画・立案されたものである。 

 

Ⅱ キャリア教育と社会的背景 

 

 近年，フリーター・若年無業者や新卒者の早期

離職が増加する傾向にある。このことは大きな社

資料９　本取組関連論文
京都光華女子大学におけるキャリア教育の取組 
京都光華女子大学研究紀要，第47号，pp.121-159
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会問題とされ，政府においてもその対策の必要性

が強く認識されている。文部科学省ではこのよう

な問題に対して，学校には社会人・職業人として

自立した人材の育成が強く求められているとして，

20 年 12 月，「今後の学校におけるキャリア教育・

職業教育の在り方ついて」を中央教育審議会へ諮

問した（文部科学省，2009a）。これらの問題につ

いては，平成 15 年の文部科学省，厚生労働省，経

済産業省による「若者自律・挑戦プラン」の中で

も国家的課題として取り上げられ，その対策の一

つとしてキャリア教育が挙げられている（文部科

学省，2009b）。今回の諮問は，この対策をさらに

強化・前進させることが必要な状況にあることを

示している。 

さらに文部科学省では，大学に教育改革を求め

る GP（文部科学省，2009c）の中で，平成 18，

19 年度にその 1 つのカテゴリーである現代 GP の

テーマとして「実践的総合キャリア教育の推進」

を挙げて，募集した（平成 19 年度，本学の取組み

が選定）。また 21 年度には，「大学教育・学生支援

推進事業」学生支援推進プログラムとしてキャリ

ア教育を支援している（本学短期大学部の取組み

が選定）。以上のように，大学教育の支援策として

も，キャリア教育が大きな政策課題として取り上

げられている。さらに，経済産業省を中心に「社

会人基礎力」の養成が提案され，平成 20 年 12 月

に文部科学省が答申を受けた「学士課程教育」で

も，「学士力」の名のもとに社会人基礎力の養成が

大学教育の柱として要請されている。 

 一方，1990 年代前半のバブル崩壊後は，就職が

それまでのようには容易でない時代が続いている。

平成 20 年まで数年かけて就職環境はやや改善さ

れたが，20 年秋以降は世界的な経済不況とともに

近年にないほど悪化した。これらは新卒者につい

ても例外ではなく，22 年春には高校・大学を出て

も就職できない若者が多数予想される。そのよう

なことから大学では，この十数年にわたって就職

支援を強化してきている。これは大学が「就職率」

などの就職状況で評価されることが多いからであ

る。今，学生の「就職力」をいかに高めることが

できるかは大学の大きな課題である。少子化時代

を迎えて学生確保に困窮する大学では，「就職力」

の育成に力を入れている。そのため，直接の就職

支援だけではなく，入学直後からの幅広いキャリ

ア教育を実施する大学が急増している。 

上西（2007）によれば，上記のような社会的背

景のもと，近年，大学においてキャリア教育が強

く認識され，実施されている。その背景として，

上西（2007）は，「政策的な要請」「入学者確保の

必要性」「企業側の要請」「動けない学生への対応」

「学生の権利保障」の 5 つを挙げている。最初の

2点は既に述べたとおりである。このように現在，

キャリア教育にはこれを要請するさまざまな要因

があるものと考えられる。 

 

Ⅲ 本学におけるキャリア教育と GP 申請の経緯 

 

 本学でキャリア教育を始めた理由も他と同様で

ある。バブル崩壊後の 1990 年代から 2000 年代初

頭にかけて長期の就職難の時代が続いた。その間，

さまざまな就職支援が行われた。その経験の中で，

学生に早い時期から就職あるいは職業への関心を

もたせ，就労意識を喚起・醸成するところから始

める必要があることが認識された。それまで就職

支援は，正課の教育とは切り離して別個のものと

して行うとする考えであった。就職課が学生生活

支援を担当する学生部の中にあったことはその現

れと言えよう。教育に結果が求められるようにな

ったこともあり，これを改め，「就職」を教育の具

体的な成果の一つとしてとらえようという発想が

次第に芽生えていった。 

 その結果，就職支援担当部署（当時は「就職課」）

の要請で，それまで同部署で行っていたキャリア

デザイン講座を正課に組み入れることになり，平

成 17 年度入学生から 1・2 年次に配当する自由科

目（卒業単位に含めない科目）として開設した。
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これを平成 19 年度には，全学共通科目として卒業

単位とし，キャリアデザイン講座ⅠおよびⅡの 2

科目に増強した。 

 一方，平成 18 年度末に人間関係学部（現人間科

学部）において，教育支援と学生支援を連携させ

た「総合学生支援」策としてエンロールメント・

マネージメントが提案された。本学のエンロール

メント・マネージメントは，入学前からの卒業後

まで，学生一人ひとりに対してその立場に立って，

その不安を解消するため，あらゆる支援を体系

的・組織的に行うものである。これを同学部では

全学に先立って，平成 19 年度に実施し，20 年度

からは全学的に実施されるに至っている。就職支

援とこれに至るまでのキャリア形成支援は，この

エンロールメント・マネージメントの取組みの中

で見直されることとなり，この取組みの計画策定

が行われた。その結果，平成 19 年度の現代 GP と

して申請するに至った。 

 

Ⅳ 総合キャリア教育開発への取組 

（GP における取組） 

 

1 概要 

本学では，GP の申請にあたって，本学におけ

るこれまでのキャリア教育とキャリア支援の経験

から，「実践的総合キャリア教育」を次のように考

えた。 

 

現代社会がかかえる「若者の就労」の問題に対

し，キャリア教育の課題を就労意識の喚起・醸成

と職業人としての基本的能力の養成と捉える。基

本的能力としては，読む，書く，聞く，話すの基

礎能力の習得から始め，これを発展・高度化した

社会人基礎力の習得を目指す。そのため，導入教

育から専門教育までをキャリア教育の視点から体

系化し，正課の教育課程を大学全体として構築す

る。さらに，スキルアップを含むキャリア形成・

就職支援等の正課外教育との連携を図り，総合的

で実践的なキャリア教育課程を構築・推進する。

その有効な方法を徹底した個別対応教育に求め，

その実現を支援するために ICT の活用を図る。個

別対応教育は多様な学生に対して，教育効果を上

げるための唯一の解決法である。これを実現する

には時間的・空間的に学習およびコミュニケーシ

ョン形成の場を広げる必要があり，ユビキタスな

教育環境を可能にする ICT の活用で解決する。 

（以上，平成 19 年度現代 GP 申請書より） 

 

その取組の要点は次のとおりである。ここでは，

①「キャリア教育に関する基本的な考え」（キャリ

ア教育の基本的な目的（ねらい）をどのように考

えたか），②それ（目的）を達成するための「教育

体系」（キャリア教育としての教育課程），③教育

課程を実施するための「（広い意味での）教育の方

法」について，その概要を述べる。 

 

a) キャリア教育に関する基本的な考え（人材育成

の目標） 

本学が専門職として養成する分野から一般的な

職種までを対象として，基本的に要求される高い

就労意識（ 働く意欲と希望） および職業人（ 社

会人） としての基本的な能力を十分に備えた人材

を育成する。そこで以下の 3 点を目標として，社

会人として必要な要件を備えた人材を育成する。 

－就労意識の喚起・醸成 

－基本的能力の養成 

－社会人基礎力の養成 

“ 労働” あるいは“ 職” に関心を持たず就

労意欲が低い，従って学習意欲が低くかつ学習す

ることの意義を見出せないでいる若者が多いこと

が大きな社会問題となっている。また，大学生の

学力不足が問題視され，大学での教育を経てもな

お就労に必要な基本的能力に欠ける者が多いとさ

れている。専門的な知識・技能・技術を習得して

いても，“ 理解力”や“ 表現力”といった基本的

能力が不十分では，その専門性も生かすことがで
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きない。今，社会は高い就労意識を持ち基本的能

力を十分に備えた人材を求めているものと理解さ

れる。 

 “ 基本的能力” としては，理解力（「聞く・読

む」を通してものごとを的確に理解する能力），論

理的思考力，表現力（表現すべきことを的確に「話

す・書く」ことのできる能力），調査分析力，他人

と共同して問題解決にあたることができるコラボ

レーション力，そしてこれらの能力を支え拡張す

るための情報システム活用力（知的活動に情報機

器を活用できる能力）などを対象とする。これら

をさらに高度に習得させることにより，「問題発

見・解決」に自立的・能動的に当たることのでき

る人材を育成する。 

 

b) 教育体系（キャリア教育としての教育課程） 

以下のように，「正課」および「正課外」教育か

らなる，総合的で実践的な「キャリア教育課程」

である。 

－正課教育（＝正課のキャリア教育課程） 

導入教育および発展・応用教育から成り，

上記 a)で示した 3 点を目標として，専門課程

を含めて原則としてすべての科目を「キャリ

ア教育」の視点から体系化する。 

－正課外教育 

学生のキャリア形成および就職の支援，ス

キルアップ（ワークスキルの修得）など，正

課内では行えない教育および支援を体系的・

組織的に行う。 

 

c) 方法 

上記の教育課程を実施し，a)の目標を達成する

ため，次の方法を導入する。 

－個別的対応教育 

－個別対応 

－ICT の活用 

 

2 教育課程 

本教育課程（キャリア教育課程）は，既存の全

学共通，あるいは学科ごとの基礎・専門科目をベ

ースにして，「キャリア教育」の視点から構築する

バーチャルなもの（学科横断的な課程）である。

正課教育と正課外の教育を体系化した総合的な課

程である。対象は大学の全学部学科としている。

その教育課程は図4.1および表4.1に示すとおりで，

大きく次の3点で構成される。また，カリキュラム

との関係は表4.2のとおりである。 

－正課教育のうち，全学共通で実施されるもの 

社 

会 

図 4.1 キャリア総合教育課程のイメージ 

入 

学

卒
業 

就
職 

①-1 就労意識の喚起 ①-2 就労意識の醸成

導入・基礎教育 

リメディアル教育 

学習の動機付け 

学習方法の習得 

③基本的能力の習得→社会人基礎力の習得 
 理解力、論理的思考力、表現力、調査分析力、コラボレーション力、情報シ

ステム活用力、英語力 

基 礎

発展・応用教育 

発 展

⑤資格取得課程（教職，司書，その他） 

⑥スキルアップ支援 
スキルアップ課外講座・検定試験（ICT，英語，ビジネス他） 

⑦キャリア形成・就職支援 
 就学相談，就職相談，カウンセリング等 

②
導
入
教
育

④学科専門課程 
専門分野の知識・技能・技術の習得 

正
課
教
育 

正
課
外
教
育 
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図 4.1 の①-1 と-2，②，③（前半部分），⑤ 

－正課教育のうち，各学科で実施されるもの 

この種の教育は，次の 3 種類で構成される 

導入・基礎教育（図 4.1 の①-1，および③の

前半） 

専門教育（図 4.1 の③の後半，および④） 

専門職養成教育（学科による。図 4.1 の④） 

－正課外教育 

図 4.1 の⑥および⑦ 

正課部分は「導入・基礎教育」と「発展・応用

教育」の段階からなり，キャリア形成へ向けて段

階的・体系的に進める。「導入・基礎教育」の段階

の目的は，「① -1 就労意識の喚起」と「③ 基本

的能力の習得」（基礎段階）である。③ の教育へ

表 4.1 教育目標と教科・講座 

目 標 初期段階（1，2年次） 発展・応用段階（2～4年次） 
①就労意識の喚起・醸成 A1（基礎ゼミ，キャリア科目） A2（キャリア科目，インターンシップ，

学外施設実習） 

②導入教育 

基礎学力の補習 B0（リメディアル教育）  

学習の動機付け B1（基礎ゼミ）  

学習方法の習得 B2（大学基礎講座，基礎ゼミ）  

③基本的能

力の習得 

→社会人基

礎力の養成 

理解力（聞く・読む） C1 基礎的学習 

（大学基礎講座，基礎ゼミ，アカデ

ミックライティングなど） 

C2 社会人基礎力養成 

（主に講読、専門ゼミ、データ解析な

どの専門教育の中で実施） 
論理的思考力 

表現力（話す・書く） 

調査力（調査・分析） 

コラボレーション力 

英語力 D（英語）  

情報システム活用力 E1（情報処理基礎教育） E2（応用的情報処理教育） 

社会人基礎力  F社会人基礎力養成講座 

⑥スキルアップ G1スキルアップ講座・検定 G2スキルアップ講座・検定 

表 4.2 キャリア教育課程としてのカリキュラム（教育目標と科目） 

教育目標 
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

①就労意識の

喚起・醸成 

基礎ゼミ          

  
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

講座Ⅰ 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ講座Ⅱ 
  

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

講座Ⅲ→ｲﾝ

ﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

      

        専門実習（学外施設実習）  

    インターンシップ      

②導入・基礎

教育 

基礎ゼミ（学習の動機付け・

学習方法の教育） 
            

リメディアル             

大学基礎講座（学習の動機

付け・学習方法の教育） 
            

③-1 基本的

能力の養成 

  

大学基礎講座      

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

基礎ゼミ 

情報処理      

英語  

   講読  

③-2 社会人

基礎力の養成 

        専門ゼミ  

    社会人基礎力講座（基礎)） 社会人基礎力講座（発展）     

④専門職教育 
    専門課程  

    資格取得課程  

⑤スキルアッ

プ 

スキルアップ講座（ICT、英語、ビジネス等） 

資格検定試験（ICT、英語、漢字、文章能力、ビジネス他）  
  
 凡例   正課教育  正課外教育 
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円滑に入るために，「② 導入教育」を行う。基礎

学力についてはリメディアル教育を実施し，これ

を必要とする学生は早期に，大学教育を受けるた

めに必要なレベルへ到達させる。具体的な教育内

容は表4.1 の通りである。 

「発展・応用教育」の段階では，「① -2 就労意

識の醸成」を図り，「③ 基本的能力の習得」をい

わゆる「社会人基礎力の習得」（ 前に踏み出す力，

考え抜く力，チームで働く力）の水準に高める1。

前者には表4.1 のA2 のように，「インターンシッ

プ」を積極的に活用する。後者については主に，

講読，専門演習（ ゼミ），データ解析などの専門

教育の中にこれらの能力を習得させる教育方法を

取り入れて行う。専門職を目指す学習および教職

などの資格取得にはそれぞれ，「④ 学科専門課程」

および「⑤ 資格取得課程」で対応する。合わせて，

課外で「社会人基礎力養成講座」を開設，正課教

育を補完・強化する。両段階と並行して，正課外

で⑥「スキルアップ支援」（ キャリア形成に有効

な各種の資格取得の支援など）と⑦ キャリア形

成・就職支援を行う。 

 

3 方法 

上記の教育課程における所期の目的の達成には，

一人ひとりの能力，個性，状況に応じた「個別対

応教育」がきわめて有効であると考える。集合教

育では，たとえ少人数であっても十分な成果を上

げることは難しい。第1 に，重要課題の「就労意

識の喚起・醸成」では， 個別相談・指導など，個々

の学生との十分なコミュニケーションを形成し，

その意識を引き出すことが必要である。第2 に，

基本的能力をはじめとして，所定の習得水準を保

証した教育には，新たな教育プログラムが必要で

ある。その実施には，学生の学習・習得状況の的

確な把握と支援が必要である。教室内だけの対

                                                  
1 実施段階では，これをより明確に区分するため，

「基本的能力」はその基礎段階に対しての呼称と

し，発展段階は「社会人基礎力」と呼ぶこととし

た。 

面・集合教育では不十分である。本取組ではこれ

を，ICT の活用とe ラーニングの併用により解決

することとした。これにより，教室での対面教育

に加えてユビキタスな学習環境とコミュニケーシ

ョンの機会を提供する。学生はいつでもどこでも

学習支援を受けることができるなど，個別対応教

育の実現に大きな効果を発揮すると考えられる。

本取組の具体的な教育方法は次の5点よりなる。 

－徹底した個別対応教育の導入 

－学習効果を保証する新たな教育プログラムの

導入 

－学習支援のためのICTとeラーニングの活用 

－学生総合データベースの構築と活用 

－体系的なインターンシップの実施とその支援 

以下，これらの教育方法について説明する。 

(1) 徹底した個別対応体制の導入 

学生への個別対応体制として，従来の 3・4 年

生の「専門ゼミ」に加えて，1・2 年生に「基礎ゼ

ミ」を置く。いずれも 10 名以内を原則として，4

年間を通じてのゼミ担当者による学生とそのキャ

リア形成への恒常的な対応を可能にする。授業に

おいては教科担当者が個々の学生の学習状況の把

握につとめ，その状況に応じた支援・指導を行う。

これにより学生の主体的な学習意欲を引き出す。

（ 付録 1） 

(2) 学習効果を保証する新たな教育プログラムの

導入 

徹底した個別対応教育の下，「指導と評価の精緻

化」により学習効果の高い教育を進める。これに

より，目標とする学力（ 知識・技能の習得） へ

の到達を保証する。（ 付録 2） 

(3) 学習支援のための ICT とe ラーニングの活用 

本取組実現の基盤として重要になるコミュニケ

ーション形成を ICT により支援する。そのユビキ

タス性によりコミュニケーション環境が時間的・

空間的に大きく広がり，個別対応教育としての支

援効果が期待できる。授業は LMS（ 学習支援シ

ステム）上で授業情報・教材を提供，あわせてコ
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ミュニケーションの場を開設する。また，復習・

自習教材による各教科の学習支援およびスキルア

ップ学習用に e ラーニングを提供する。学生はユ

ビキタスな学習環境で効率的にスキルアップと資

格取得を目指すことができる。 

(4) 学生総合データベースの構築と活用 

教務，学生生活，就職など，学生に関する情報

を一元的に管理し，個々の学生の状況を詳細に把

握する。これにより，学生個々の状況に応じた迅

速・的確な支援・指導を可能にし，情報提供を円

滑にするための学生ポータルサイトを強化する。

大学での活動に必要な情報を提供し，円滑な学習

と学生生活を支援する。 

(5) 体系的なインターンシップの実施とその支援 

目的別にインターンシップを準備し，授業との

連携を図るなど，体系的に実施する（後出の表 5.1

参照）。インターンシップでは，実習中の知識・技

能面に加えて精神面の支援が必要である。これを

効果的に行うため，学習支援とコミュニケーショ

ン形成に ICT を活用する。既存の ICT システム

（ 電子メールや LMS）を利用するとともに，開

発中の学外実習支援システムを利用する。 

 

4 実施体制 

実施体制は図4.2に示す通りである。図中の①な

どの番号は，他の図表のものと対応する。本取組

の全体の管理・運営は「キャリア教育推進センタ

ー」（ 専門部署） が担当する2。① ～ ③ および

⑤ の教育については「全学共通教育センター」が

統括し，主体となって教育にあたる。「基礎ゼミ」

など，各学科が協力・担当する。キャリア形成・

就職支援には「キャリア支援センター」が，スキ

ルアップ講座などの課外講座には「エクステンシ

ョンセンター」があたる。そのほか，教務および

学生生活に関する事務処理と支援を「学生サポー

トセンター」が行う。学生総合データベースと学

生ポータルの運用，e ラーニング，その他のICT 

活用は，情報教育センターおよびIT 推進部が担当

する。必要な教材の開発にあたっては専門業者の

協力を得，リメディアル教育の教材開発と実施で

は，併設校の京都光華高校の協力を得る。 

                                                  
2 計画段階では，次のようにしていた。本取組の

全体の管理・運営は「エンロールメント・マネー

ジメント推進本部」（ 専門部署として準備中） が
担当する。直接にはその下部組織の「キャリア教

育推進部」があたる（ 部署名は仮称）。 

統括：キャリア教育推進センター 

⑥スキルアップ（G1, G2）：エクステンションセンター

②導入教育： 統括：全学共通教育センター（代表：澤井）
・基礎学力の補習（B0）：全学共通教育センター（代表：伊藤） 
・学習の動機付け（B1）：各学科（代表：基礎ゼミ授業担当者） 
・学習方法の習得（B2）：全学共通教育センター（代表：澤井）、各学科（代表：基礎ゼミ授業担当
者） 

協力関係 

③基本的能力の習得教育：統括：全学共通教育センター（代表：澤井）
・基礎的教育（C1）：全学共通教育センター（代表：伊藤）、各学科（各教科担当） 
・英語教育（D）：英語英米文学科（代表：和栗） 
・情報処理教育（E1，E2）：人間関係学科メディア情報専攻（代表：阿部） 
・社会人基礎力養成教育（C2）：各学科（代表：各教科担当）

④学科専門課程教育：各学科（代表：各教科担当）

⑤資格取得課程（教職等）：全学共通教育センター（代表：八本木）

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー 

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

①就労意識の喚起・醸成(A1, A2) ： 統括：全学共通教育センター（代表：澤井）
 全学共通教育センター（代表：澤井）、各学科（代表：基礎ゼミ授業担当者、学外実習担当者） 

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー 

Ｉ
Ｔ
推
進
部 

支援 

連携 

IT 化・IT 活用 
支援 

京
都
光
華
高
校 

⑦キャリア形成・就職支援：キャリア支援センター

図 4.2 実施体制（A1, A2 などは表 4.1 中の記号に対応） 
実施段階に変更のため，計画（申請）時と一部異なる． 

 

― 112 ―



キャリア教育推進センター 

全学共通教育センター 

各学科 

キャリア支援センター

学外専門家

関係委員会（教務，学生生活，FD） 

全体評価 

協力 

個々の教育 
評価委託 

図 4.3 評価体制（学内体制と学外専門家の支援） 

協力 

個々 の教育の評価 

全体評価へ 
の参加 

情報教育センター 

このため，次の組織を編成することとした。 

－キャリア教育推進センター 

－キャリア教育推進連絡会 

(1) キャリア教育推進センター 

 キャリア教育推進センター（以下「センター」）

は本取組推進の中核組織として，新たに設置した。

その役割は次のとおりである。 

－本取組（総合キャリア教育）の組織及び実施

についての統括 

－取組推進における全体組織の管理・運営 

－取組全体についての実務 

センターにはセンター長以下数名の所員（教学

および事務）を置くこととした。所員は，本取組

の企画立案にあたった教職員，および推進にあた

って関係の深い部署の代表で構成することとした。

またこのために，本事業で新たに専任の教員と事

務職員各1名を雇用し，発生する業務の処理にあた

ることとした。 

(2) キャリア教育推進連絡会 

キャリア教育推進センターで計画した実施事項

の多くは既に述べたように（図4.2参照），学科，

付属機関，事務部署で実施される。これを実施し

PDCAサイクル3（以下PDCA）を有効に働かせる

ためには，取組の伝達・報告の場が必要である。

キャリア教育推進連絡会（以下「連絡会」）は，こ

の役割を果たす会議として設置した。

その業務は次のとおりである。 

－取組の実施にあたっての各担当学

科・部署等間での調整 

－取組結果の点検・評価 

その役割が上記のとおりであること

から，連絡会のメンバーは各学科の代

表，および関係機関・部署の代表で構

成することとした。また，併設の短期

大学部からも，オブザーバーとしてそ

                                                  
3 Plan（計画），Do（実行），Check（評価），Act
（改善）のサイクルにより継続的な業務改善を行

う方法。 

の代表に参加を要請した。 

 

5 取組の評価 

評価体制は図4.3の通りである。全体的な評価と

個々の教育の評価からなる。全体の評価点検と改

善検討はキャリア教育推進センターが中心になり，

学外専門家も加えて年間2回程度行う。あわせて同

センターは，個々の教育の評価のとりまとめを行

う。また，評価および改善の実効性を高めるため，

教務，学生生活等の関係委員会が協力する。個々

の教育の評価は，各実施組織が中心となって随時

行い，常に授業へのフィードバックを行って改善

に努める。あわせて，全体評価に参加する。以上

のように PDCA を徹底する。 

本学で進めている教育改革では，評価の精緻化

を図っている。個々の学生の学習効果を精緻に把

握するもので，高い精度で学習効果を測定する。

社会人基礎力の習得状況については，HQ

（ Human Quotient）診断などを導入し，その効

果を測定する。就労意識については，個別面談と

アンケート調査により効果を判定する。取組の最

後には総括と総合評価を行い，本学のキャリア教

育を確立するとともに，今後の展開の方向を定め

る。 

 

6 全体スケジュール 

取組の全体スケジュールは表4.3の通りで，3年

計画で実施する。この過程を経て，正課教育と正

課外教育を総合してキャリア教育全体の体系化を
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進める。あわせてその実施に必要な支援環境を整

備し，効果的で円滑な実施体制を整える。ほぼこ

のスケジュール通りに進んでいる。 

 

Ⅴ 実施状況 

 

 本章では，前章で述べた計画の中で主題として

きたものについて，これまで 2 年間の実施により

得られた主な成果について，平成 19，20 年度の

結果報告（キャリア教育推進センター，2009，2009）

に基づいて報告する。 

 

1 取組全体の進め方 

本取組は平成 19 年 7 月に選定を受け，実施計画

書を提出したのち，10 月からスタートした。その

手順は図 5.1 のとおりで，基本的には表 4.3 にも

示したように，年度単位で実施している。まず，

初年度には実施組織を編成し，実施体制を整えた。

その体制のもとで，全体および初年度の実施計画

を確認，担当部署・担当者へ実施依頼を行った。

各担当部署・担当者では詳細実施計画を立てて実

施，実施結果は後述の連絡会で報告し，PDCA に

努めた。平成 20 年度，21 年度は，前年度末の総

括に基づいて年度初めに当該年度の計画を各担当

部署・担当者から提出。これを全体で確認して開

始し，連絡会で報告・省察する形で進めた。 

 

(1) 実施体制の整備（実施組織の編成） 

本取組の実施組織とその体制は，前章の3項で述

べたとおりである。キャリア教育推進センターお

よびキャリア教育推進連絡会がその中核組織であ

る。平成19年7月末に選定が決定し次第，直ちに申

請計画に基づいて，両組織の編成に入った。この

うち「キャリア教育推進センター」は学長の指揮

のもと，本取組の全権限と全責任を有する機関と

して設立した。本取組は単に従来のキャリア教育

やキャリア支援を強化するものではなく，教育改

革の一つであり，強力な推進機能が必要と考えた

からである。キャリア教育推進連絡会を実施およ

び実施事項に関する「審議機関」とせず，実施に

あたってのセンターからの依頼，関係部署間の報

告，実施状況の省察，情報共有などを主としたの

も，同様の考えによる。 

連絡会は初年度は隔月，20年度からは原則とし

て毎月開催している。これにより，これまで教学

内では主要な話題としてこなかったキャリア支援

表 4.3 取組の全体スケジュール 
（表内の番号・記号は前出の表 1 中のものに対応） 

取組項目 平成19年度 平成20年度 平成21年度
正課教育  
 ①就労意識の喚起・醸成 基礎ゼミ・キャリア科目A1 拡充・強化 継続 継続

インターンシップA2 検討・準備 試行 実施
②導入教育 大学基礎講座B2、基礎ゼミB1 拡充 継続 継続

リメディアル教育B0 検討 試行 実施
③基本的能力の習得 大学基礎講座C1 拡充 継続 継続

基礎ゼミC1 試行 実施 完成
英語教育の改善C1 検討・準備 試行 実施
専門教科の中での実施C2 検討 実施 継続
情報システム活用力E1、E2 拡充 継続 継続

④⑤専門課程 学科専門課程、資格取得課程 検討・試行 実施 実施
新教育方法導入 個別対応教育プログラム 試行 改善・実施 継続

正課外教育  
 ③社会人基礎力の養成 講座・能力検定F 試行 試行・実施 継続
⑥スキルアップ 講座・検定試験G1、G2 拡充 継続 継続
⑦キャリア形成・就職支援 面談支援システムの導入 準備・試行 実施 継続

ICT化とeラーニング  
 正課の ICT化 授業へのLMS導入 拡大 拡大 全授業へ

学外実習支援システム 開発 開発・試行 運用開始
eラーニング導入 正課への導入 試行 導入拡大 継続

スキルアップ講座 導入拡大 継続 継続
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やキャリア教育について，広く認識されるなど，

本取組が目的の一つとする，キャリア教育の視点

からの教育改革が進んでいるものと評価している。 

 

(2) 年度計画の立案・確認 

 各年度の実施計画はまずセンターにて行われ，

文科省へ当該年度の調書（大学改革等補助金（大

学改革推進事業）調書）として提出される。その

提出にあたっては，事前に連絡会へ報告が行われ，

各担当部署ではこれに基づいて，当該年度の実施

計画（到達目標を含む）の作成が行われる。 

 

(3) 実施・報告・評価・修正（PDCA） 

 実施計画に従って，各担当部署およびセンター

にて担当事項を実施する。実施結果および進捗状

況について定期的に連絡会で報告・評価し，必要

に応じて計画を修正するなど，その後の実施内

容・方法へ反映させている。 

 

2 学生への周知 

 本取組は，卒業後は社会人として生きていくこ

とになる学生に対して，「自信をもって生きていく

ことのできる」人材として育てることを目標とし

ている。したがって，本教育（キャリア教育）の

対象である学生に対して，この取組を実施するこ

とを周知し，その目的・趣旨と内容を十分に理解

させ，学生の積極的参加を促すことは，取組の成

否にかかわる重要な課題である。そこで以下のよ

うな方法で，学生に対する丁寧なアナウンスを行

った。 

－学生配布用リーフレットの作成と配布 

－関連の授業での説明 

－取組関連の実施事項におけるアピール 

－ホームページによるアナウンス 

 しかしながら，学生への周知は容易ではなく，

実施当初はもちろん，1 年半を経過した 20 年度末

においても十分な状態ではなかった。そこであら

ためて，学生の参加意識を高めるため次のような

政策を実施することとした。 

－取組に関連する授業の初回の授業で，当該授

業が現代 GP の一環として位置づけられてい

ること，およびその中での役割について受講

生に説明する。 

－各種の講座，およびキャリア支援等の正課外

教育において，当該活動が本取組の一環とし

て実施されるものであることを説明する。 

－関連の事業・行事については，その案内

を学生だけでなく，全教職員にメールにて行

う。 

－e ラーニング教材の利用促進へ向けて，授

業等において学生への働きかけを強化する。 

－本取組のポスターの掲示，GP マークの提示

を積極的に行い，取組への認知度の向上を図

る。 

(1) 学生配布用リーフレットの作成と配布 

 当初の計画に従って，学生配

布用リーフレットを作成した

（図 5.2）。リーフレットには，

学生から見てこの取組により

どのような利益が得られるの

か，また学生に対してどのよう

なことが実施されるのかなど

を中心に掲載している。リーフ

レットは 19 年度末に完成し，

20 年度初めに全学生を対象に

配布した。またこれに先立ち，

計画

開始

実施体制の整備

（実施組織の編成）

年度計画の立案 実施依頼/確認

実施報告・評価・修正

年度結果の

評価・総括 年度末

連絡会

担当部署

図 5.1 取組の実施手順 

図 5.2 学生配布用

リーフレット 
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19 年 10 月の本取組開始時に，同様の内容のプリ

ントを適宜配布した。 

(2) 関連の授業での説明 

 キャリア教育としての中心科目であるキャリア

デザイン論（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲの 3 科目で，それぞれ配

当年次は 1，2，3 年）では，受講生に対して直接，

キャリア教育の重要性，キャリア教育の目的と合

わせて，本取組について説明している。 

(3) 取組関連の実施事項におけるアピール 

 本取組では，正課の中で中心となる科目のほか，

正課外でのスキルアップなどの講座や e ラーニン

グ，キャリアマインドや社

会人基礎力などの評価テ

ストを行っている。その中

では，これらが本取組の一

環として行われているこ

とを説明している。また，

本取組のロゴマーク（図 5.3）

を作成し，関連の事業では配布物などに表示する

ようにしている。 

(4) ホームページによるアナウンス 

 取組開始後すぐに，本取組専用の広報用ホーム

ページを開設した。URL は次のとおりである。 

http://www.koka.ac.jp/enrollment/gp.html 

このページでは，取組の趣旨・内容についての解

説を行うとともに，平成 19 年度，20 年度の報告

書（キャリア教育推進センター，2008，2009）を

掲載している。また，活動状況について随時報告

するサイトとして専用のブログ（図 5.4）を設けて

おり，このページからアクセスできる。 

 

図 5.4 取組の活動状況報告用ブログ 

3 就労意識の喚起・醸成 

 就労意識の喚起・醸成は前章で述べたように本

取組の中心的課題の一つである。「高い就労意識

（働く意欲と希望）」を持つことをその目標として

いる。これらは主に，次の科目等で行っている。 

－就労意識の喚起を目指す科目 

1, 2 年次に開講される以下の科目 

基礎ゼミまたはこれに相当する科目 

キャリアデザイン講座Ⅰ，Ⅱ 

－就労意識の醸成を目指す科目等 

3，4 年次に開講される以下の科目等 

キャリアデザイン講座Ⅲ 

インターンシップ（正課外） 

学外実習科目 

(1) 基礎ゼミでの就労意識の喚起 

本取組では，従来の 3・4 年次の「専門ゼミ」

に加えて，1・2 年次に「基礎ゼミ」を置くことと

している。これにより，4 年間を通じてのゼミ担

当者による学生とそのキャリア形成への恒常的な

対応を可能にする。その中で，「基礎ゼミ」では「就

労意識の喚起」を中心課題の 1 つとして取り組ん

でいる。実施にあたっては次の事項を申し合わせ

た。 

－キャリア教育の最も重要な役割は「働くこと

の意義」を見出すことである。そのきっかけ

を作っていく（喚起していく）ことを「基礎

ゼミ」の目標の一つとする。 

－そのために十分な時間を充てるとともに，（ご

く）少人数の授業の利点を生かして，効果的

な教育を実施する。 

－その内容と方法について担当者間および学科

等で十分に検討し標準化する。さらに，PDCA

を重ねることが重要である。最終的には，大

学全体としての標準化を目指す。その結果と

して，「光華方式就労意識喚起教育」を確立す

る。 

－学生が興味を持ち自主的な参加に至ることが

肝要であり，対話および体験の要素を取り入

図 5.3 本取組の

ロゴマーク 
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れた授業が効果的と考えられる。 

－また，個別相談・指導など，個々の学生との

十分なコミュニケーションを形成し，その意

識（職への意識）を引き出すことに努める必

要がある。これを就労意識喚起教育の一つの

特色とする。学生の多様性にも対応する必要

がある。 

－入学当初は，特定の学科を除いては，将来に

ついての明確な意識を持たない学生が多数で

あることを認識しておく必要がある。最初は

まず，今の自分の他に将来の自分があること

を意識し，将来の自分に夢あるいは希望を持

つきっかけを作ることから始めることが効果

的と考えられる。 

 以上について現在（平成 21 年度入学生まで）は，

学科によって基礎ゼミあるいはこれに相当する科

目の開設状況が異なり，約半数の学科ではまだ 1

年次にのみ開設されている。平成 22 年度入学生か

らはこれを，すべての学科で 1，2 年次を通して基

礎ゼミ（または基礎演習）として開設することと

した。とくに新設予定のキャリア形成学部では，4

年間にわたるゼミで体系的に，就労意識の喚起か

ら醸成までを丁寧に行う。 

(2) キャリアデザイン講座と就労意識の喚起 

キャリアデザイン講座は，Ⅰ，Ⅱ，Ⅲの 3 科目

を開講している。これにより，職業に就くことへ

の意欲（就労意識）を高め，さらに就きたい職業

への具体的なイメージが持てるようになることを

目標としている。Ⅰ，Ⅱ，Ⅲはそれぞれ，1，2，3

年次の配当としている。Ⅲでは後述するように，

インターンシップを授業内容に取り入れ，職業あ

るいは働くことの具体的な理解を通して就労意識

を高めることを目指している。Ⅰは平成 17 年度，

Ⅱは平成 20 年度，Ⅲは平成 21 年度から開始して

いる。そのうちⅠとⅡの具体的な内容は次のとお

りで（各科目のシラバスより），就労意識の喚起を

主要な目的としている。 

－キャリアデザイン講座Ⅰ 

「自分の将来と大学生活の過ごし方」をテー

マとして，①自分の将来を考え，②目標をつく

る大切さを考え，③社会で必要な能力を考え，

④社会で働くということを考え，⑤なりたい自

分の実現に向けて大学生活の過ごし方を考える。

これにより，「自ら目標を定め実行する・考え討

議する・発表する」力を修得する。 

－キャリアデザイン講座Ⅱ 

「職業と私の進路」をテーマとし，卒業後の

進路選択に備えて，「働くとは」「学生と社会人

との違い」「働くいきがい」「学生時代のすごし

方」などを考え，働くことの魅力を知る。また，

世の中の職種や資格について理解を深め，進路

を具体的にイメージすること，社会人として必

要なコミュニケーション力をつけることを目指

す。 

 (3) 就労意識の醸成 

 就労意識の醸成は前述のように，キャリアデザ

イン講座Ⅲおよび正課外のインターンシップにお

いて行っている。また，学外実習を要する課程で

は，その中で職業理解を通して就労意識の醸成を

図っている。 

a) キャリアデザイン講座Ⅲ 

 キャリアデザイン講座Ⅲは 3 年次前期の配当で，

1，2 年次のキャリアデザイン講座ⅠおよびⅡに続

いて，「職業理解」を主要なテーマの一つとしてい

る。この科目は，教室での講義・演習に加えて，

夏休みに 1～2 週間のインターンシップを体験す

ることを修得要件としている。教室での講義・演

習では，インターンシップについて理解し参加に

必要な知識・技能を習得する。その上で，インタ

ーンシップに参加し，終了後は教室に戻ってレポ

ートを作成し発表する。これにより，体験と省察

を通した「職業理解」を目指している。 

b) 専門実習 

 いくつかの学科の専門実習および資格取得課程

では，当該分野の職場における学外実習を行って

いる。その際，インターンシップとしての視点を
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もって実習につくことを指導している。その対象

は，社会福祉学科の学外実習（社会福祉援助技術

現場実習），健康栄養学科の学外実習（臨地実習），

教育実習，博物館実習である。 

c) 正課外のインターンシップ 

本取組で実施しているインターンシップを表

5.1 に示す．このうち正課外のものは表中の①で

「一般ビジネス研修」と呼んでいる．毎年，大学

コンソーシアム京都、経営者協会、ハロワーク等

からその年度のインターンシップの募集がある．

その説明会を 4 月に開催した後，キャリア支援セ

ンターで申し込みを受け付ける．終了後は報告書

の提出を求め，省察することによってその成果の

定着を図っている．平成 20 年度は 17 名がインタ

ーンシップを受けることができた． 

表 5.1 正課・正課外のインターンシップ（研修，対象学年，内容） 

  研修名 対象 時期 内容 
①一般ビジネ

ス研修 
 

全学科 2～4 年

生 
夏休を中心に 2 週

間～1 月程度 

○既存プログラム（大学コンソーシアム京都、経営者協会、ハロワー

ク等）を学生の希望に応じて紹介 
○本学で上記団体の説明会を実施する.。 
○キャリア支援センターにインターンシップ担当をおいて学生の相談

に対応する。 

②教育課程に

組込まれた実

習 

人間健康学科 
3～4 年生 
 

○管理栄養士養成の教育課程（臨地実習） 
・給食の運営実習（3 年次 5 日間）、臨床栄養学実習（3 年次 10 日

間）、公衆栄養学実習（4 年次 3 日間） 
○上記の実習の準備・支援・指導科目として、人間健康Ｂ総合演習Ⅰ、

Ⅱ（3、4 年）を提供。 

社会福祉学科 
3 年生 

○社会福祉士養成の教育課程（社会福祉援助技術現場実習） 
・対象施設は高齢者施設、障害者施設、児童養護施設、社会福祉協議

会等で 3 年次 通年実習（210 時間以上） 
○上記の実習の準備・支援・指導科目として、社会福祉援助技術現場

実習指導Ａ（2 年後期）、Ｂ（3 年通年）を提供。 

③光華方式イ

ンターンシッ

プ 

キャリアデザイン

講座Ⅲ 受講者 3
年生 
夏休に 2 週間程度 

○キャリアデザイン講座Ⅲ（業界・企業・仕事研究に関する講座）の

最終仕上げとしてインターンシップを実施する。 
○インターンシップ先は本学とネットワークの深い（卒業生が多い）

企業が中心。職種は例年希望の多い事務、営業、販売等を対象とする。

○インターンシップ先の選定は、本人の希望をもとにキャリア支援セ

ンターの職員、ゼミ担当の教員の指導・支援、自らが行なう。 

表 5.2 社会人基礎力－3 つの能力 12 の要素－ 
基礎力.net（2009）を参考に作成 

３つの能力 12 の要素 

前に踏み出す力 

一歩前に踏み出し、失敗し

ても粘り強く取り組む力 

主体性…物事に進んで取り組む力 

働きかけ力…他人に働きかけ巻き込む力 

実行力…目的を設定し確実に行動する力 

考え抜く力 

疑問を持ち、考え抜く力 

課題発見力…現状を分析し目的や課題を明らかにする力 

計画力…課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力 

創造力…新しい価値を生み出す力 

チームで働く力 

多様な人々とともに、目標

に向けて協力する力 

発信力…自分の意見をわかりやすく伝える力 

傾聴力…相手の意見を丁寧に聴く力 

柔軟性…意見の違いや立場の違いを理解する 

情況把握力…自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力 

規律性…社会のルールや人との約束を守る力 

ストレスコントロール力…ストレスの発生源に対応する力 
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4 基本的能力の育成 

 本取組では，社会人としての「基本的能力」の

養成を挙げている。またその発展として，「社会人

基礎力」を習得することとしている。「基本的能力」

としては，次の項目を想定している。 

－理解力（「聞く・読む」を通してものごとを的

確に理解する能力） 

－論理的思考力（ものごとを論理的に考える能

力） 

－表現力（表現すべきことを的確に「話す・書

く」能力） 

－基礎学力 

 これらの能力はこれまで，基礎ゼミ等，大学基

礎講座，英語，情報処理，その他，各種の「基礎

科目」を中心に養成してきた。しかし，十分な教

育効果を挙げるには至らず，その原因として次の

ような問題が認識されている。 

－教員間で，社会に出る学生の必須な修得能力

として十分な認識がされていない。むしろ，

専門科目に比べて軽視されていきたところが

ある。 

－目的（修得目的）を基準とした体系化が行わ

れていない。 

－科目全体として組織的な運営が行われていな

い。 

 本取組では，以上の点を中心に上記の科目及び

その運営について，以下のような改善に取り組ん

でいる。 

(1) 基本的能力の養成としての導入教育の体系化

と運営 

 前記の理解力，論理的思考力，表現力の基礎に

ついてはこれまで，導入教育として行ってきたも

のである。該当科目は基礎ゼミ等および「大学基

礎講座」である。大学基礎講座は平成13年度に，

全学共通の導入教育として開始したものである

（藤田，2002a）。本学独自の教科書を用意するな

ど（藤田，2002b），導入教育としての大きな成果

を上げてきた。その目的は，大学での学び方（ノ

ートの取り方，図書館の利用法，レポートの書き

方など）を修得，学習意欲を喚起し，大学での学

習を成功に導くことにある。一方，基礎ゼミ等は，

導入時にきめ細かな教育と指導が必要であるとの

判断で，学科ごとに設けられていった。その目的

は両科目間で相当に重複するため，十分な連携と

導入教育としての体系化が必要と認識され，本取

組を機会に検討が進められている。 

 とくに近年では，より基本的な「読む，書く，

聞く，話す」のコミュニケーション基礎力につい

ての教育が必要になっており，導入教育の中で，

これらの教育を重視する方向にある。  

(2) 基礎英語教育の組織的運営 

 従来より，全学共通の英語科目については，そ

の教育効果の観点から，内容の統一と組織的運営

が検討されてきた。本取組を機会に，これを2年計

画で実施することとした。その要点は次のとおり

である4。 

－組織的運営の強化 

－そのためのテキスト等の統一教材の開発 

 教材の統一は，本科目全体を組織的に運営する

ためには必要不可欠である。そこで今回，本学学

生の特性への対応，および本学が目指す英語教育

の実現の観点から，独自の教材を開発して望むこ

ととした。以下，この教材について報告する。 

 開発した教材は通常の紙ベースのテキストとこ

れに基づく電子教材である。電子教材は学生の自

習・復習用にインターネットを介して利用できるe

ラーニング教材として開発した。用意した電子教

材は次のとおりである。テキストをリーディン

グ・リスニングしたのち，練習問題で理解度を確

認するといった学習法を想定している。テキスト

と音声はダウンロードし，学生のパソコンあるい

はiPodなどの携帯情報端末で利用することもでき

る。 

                                                  
4 この取組は本学国際英語学科により開発中の

KEEP（Koka English Education Program）によ

る。 
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－リーディング用テキスト（文字）およびリス

ニング用音声 

－練習問題 

 このほか，iPodでの利用を想定して，画面に表

示されるテキストを見ながらイヤホンで読上げの

音声を聞くコンテンツの開発を試みた（山本他，

2008）。このコンテンツはポッドキャストとして

配信している。学生は，自身のパソコン上で配信

サイトの登録をしておけば動画・音楽の再生・管

理ソフトiTunesを使用して自動的に最新のコンテ

ンツをダウンロードすることができる。ダウンロ

ードしたコンテンツはiPodで視聴できる（図5.5）。 

 これらの教

材を使用した

英語教育は1

年次の英語

（基礎英語）

で，20年度か

ら実施してい

る。全学科で

統一した授業を組織的に実施している。1年次の英

語は現在，すべての学科で週2回，学生は必修科目

として履修する。従来，この2回で内容が異なるも

のを履修してきた。今回は，いずれも同じテキス

トを使用し，週2回の授業で1つの内容の科目を受

講する形になっている。ただ，既存のカリキュラ

ムの上で実施していることもあり，体系的・組織

的英語教育の効果を上げるにはさらに改善が必要

である。そこで，22年度入学生からはカリキュラ

ムを変更し，これをさらに徹底する。とくに新設

するキャリア形成学部では，修得レベルに応じた

ステージ制を導入するなど，大きな改善を予定し

ている。 

 

5 社会人基礎力の養成 

 以下の能力を基礎に，「問題発見・解決」に自立

的・能動的に当たることができる力を養成する。

これは，経済産業省の提唱する「社会人基礎力」

（「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く

力」）（表 5.2 参照）の養成を目指したものである

（経済産業政策局産業人材政策室，2009）。 

－調査分析力（問題の発見・解決に必要な情報

を探索・収集し，これを分析する能力） 

－プレゼンテーション力 

－レポート作成能力 

－コラボレーション力（他人と共同して問題解

決に当たることができる能力） 

－ICT（情報通信システム）活用能力 

 社会人基礎力の養成は基本的能力の養成を経て，

その発展として位置づけている。従って主に，3，

4 年次を中心とする専門課程教育と正課外の講座

で行っている。  

(1) 社会人基礎力養成講座 

社会人基礎力養成講座としては，厚生労働省の

YES プログラム5（厚生労働省，2009）に準じた

講座として，正課外でⅠ，Ⅱ，Ⅲの 3 つの講座を

実施している。このうちⅠ，Ⅱは 2 年生，Ⅲは 3

年生を対象にしている。各講座の内容は表 5.3 の

とおりである。その受講状況は表 5.4 に示すとお

りである。表に示すように，受講者数は目標をか

なり下回る。就職面接や資格対策などのスキルア

ップ講座では比較的多くの受講者があるのと対照

的である。その要因はいくつか考えられるが，よ

り基礎的な能力の習得といったものへの関心が不

十分であることや時間設定などが主要な要因と考

えられる。前者については，低学年，とくに初年

次でのキャリア教育をしっかり行うことが肝要と

考えられる。その意味で，初年次の基礎ゼミの役

割は重要である。後者については，平成 21 年度か

ら平日（それまでは土曜日）に回数を 15 回から 8

回程度とする対策をとった。  

(2) 専門科目における社会人基礎力養成 

                                                  
5 厚生労働省が推進する「若年者就職基礎能力支

援事業」。企業が若年者に求める就職基礎力の内容

とそれを身につけるための目標を提示している。

YES プログラムとは，Youth Employability 
Support Program による。 

図 5.5 iPod 用音声入り 

テキストの画面 
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専門課程教育では主に，専門ゼミ等の演習科目

と専門実習科目において，社会人基礎力養成の要

素を意識的に取り入れた。問題発見・解決，レポ

ート作成，プレゼンテーションを主題としている。

その方法・結果を連絡会で報告・議論することに

より，有効な教育法を追求している。専門ゼミ等

において，発表・討論の時間の増加，社会を意識

したテーマの設定，さらには PBL（問題やプロジ

ェクトにもとづく学習）の導入など，その影響が

現れている。 

 

6 ICT システムの活用 

 取組の課題を解決する方法として，「個別指導・

個別対応教育」と並んで ICT の活用を考えた。本

取組の特徴の一つである。ここでは，その導入・

活用状況について報告する。 

(1) キャリア形成・キャリア支援面談システム 

 図 5.6 にシステムとその運用の概念を示す。図

のように，本システムには入学時および在学中に

発生する各種の学生情報を収録する。その情報を

学生への個別指導等に活用し，学生のキャリア形

成と就職活動の支援を行う。本システムは，学生

総合情報管理・提供システム「光華 navi」6内に用

意した。計画では，次の情報を収録することとし

た。 

 

図 5.6 キャリア形成・キャリア支援 

面談システムとその運用 

 

                                                  
6 学生が必要とする修学・生活情報を一元的に提

供する学生ポータルの役目を果たす Web 情報提

供サービス。 

－学生のアセスメントデータ 

基礎学力，性格，意識（キャリアマインド），

適正などの自己分析結果 

－教職員による面談・指導の記録 

面談の日時，目的，内容，経過など 

アセスメントとしては，1 年次と 3 年次を対象

として，基礎学力，性格，意識，適正などのテス

トを実施し，全学年を対象に社会人基礎力評価の

テスト（HQ テスト）を実施している。これらは

一部，システムへの入力を行っているが，システ

ムの機能上の問題などで，まだ全面的にシステム

へ収録するには至っていない。一方，面談・指導

の記録については，個人情報保護やプライバシー

への配慮などの問題が指摘され，その解決にあた

っているところである。 

面談記録・閲覧のシステムの導入と試験運用は

予定通りに進んだが，本運用にあたってはこれら

の課題を順次解決しているところである。その中

でキャリア支援面談については，平成 20 年度末に

一部解決し，21 年 4 月より，学生キャリア支援セ

ンターにて運用中である。キャリア支援センター

では現在，次の項目についてシステムへの記録を

行っている。 

－面談日（必須） 

－面談者（自動記録のため入力不要） 

－面談事項（必須。カテゴリー化） 

－種別（必須。メニューより選択） 

－担当教員・関連他部署（学生サポートセンタ

ー，学生キャリア支援センター）に伝えたい

こと。（任意） 

 これらの記録はこれまで，同センターで手書き

のカードを使って行われてきたものであるが，同

センターでの参照を容易にするとともに，担当教

員（ゼミ，クラス担当）も随時閲覧することがで

き，学生の指導に役立てられるものと考えている。 

 本システムは今後，本学の総合学生支援（平成

20 年度学生支援 GP にて選定）に引き継がれる。

同取組では，学生の過去・現在の状況についての
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総合評価（アセスメント）を支援の基礎に置いて

おり，上記の課題の解決策について検討中である。 

(2) ラーニングポートフォリオ（eポートフォリオ） 

 ラーニングポートフォリオは，学習目標，学習

計画，学習結果など，学生の学習・生活活動を記

録し，自己の省察および教員とのコミュニケーシ

ョンによって，学生のスキル，精神面，人格形成

などさまざまな面での成長を支援するものである。

とくに，その成果を数量的に評価することが困難

なものについて有効であるとされている。就労意

識の喚起・醸成あるいは社会人基礎力の育成とい

った課題には有効であろうと考えられる。 

 現在，本学で実施している e ポートフォリオの

使用形態は次の 2 とおりである。 

－教員が設問形式で記入させる形式 

 たとえば，学年初めに，その学年での達成目

標とその計画を回答させる。これに設問者の教

員がコメントすることにより，教員と学生のコ

ミュニケーションを図り，学生を励ましアドバ

イスを与えることによって支援しようとするも

のである。図 5.7 にその 1 例（学生が開く設問

の画面）を示す。これは筆者の一人が，担当の

ゼミで行っている例である。 

－学生が自身で記録する形式 

 学生が日記のように，自身の学習や生活につ

いての目標，計画，活動などの記録を行い，自

身の意識と行動を確かめ省察することによって

成長してもらおうとするものである。 

 このように通常，ポートフォリオは学生の自発

的な書込みを前提としている。これが原因と考え

られるが，書込みは多くない。ゼミなどで担当教

員が授業の一環として（成績評価の対象として）

回答を要請したときのみ，書込みが多くなるとい

う状態である。そこで，ポートフォリオの運用に

ついて，次の 2 点を提案しておきたい。一つは，

学生に対して書込みを強制するような方法をとる

必要があるということである。授業の一環とする

のもその一つである。幸い本学では，基礎ゼミな

どでキャリア形成を主題としていくので，この方

法が可能になると思われる。もう一つは，教員が

コメントを丁寧に行うということである。ポート

フォリオは学生と教員の密接なコミュニケーショ

ンにより成果が得られるものであり，丁寧なコメ

ントは不可欠である。これが学生のポートフォリ

オへの信頼と期待につながるものと考えられる。 

(3) e ラーニングコース 

 LMS（学習支援システム）上に自習用コースと

して，次のような学習コースを用意している。 

－リメディアル等 

統計学，日本語（ASP を利用），英語（本学

独自開発） 

－スキルアップ 

TOEIC 対策，レポート作成，プレゼンテーシ

ョン，ディベート 

－就職活動支援 

就職面接対策，働く意義と会社の仕組み，社

会人マナー 

 その目的は，e ラーニングの「いつでもどこで

も学習できる」ユビキタス性を活用し，学生へ幅

広い学習機会を提供することにある。利用状況は

全体にやや低調であるが，一部のコースでは利用

者が多いものもある。20 年度末に利用状況を分析

し，利用率の向上策を検討した。その結果，学生

への周知に最大の課題があるとして，授業での案

内など，その対策を強化している。 

(4) 実習支援システム 

この ICT システムは，学外実習の円滑な実施と

その学習効果の向上を図ることを目的としている。

図 5.7 e-ポートフォリオの画面例 
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学外実習がかかえるさまざまな問題，とくに実習

生への支援を，IT を利用することによって解決し

ようとするものである。インターネット上に構築

される仮想的なコミュニケーション空間のユビキ

タス性を活用し，大学・実習先・実習生との間で

リアルタイムで高密度な連携および支援を実現す

る。支援の第 1 は，学外実習期間中の学生への迅

速で十分な支援である。第 2 は，実習先施設およ

び実習先指導者との連携の問題である。第 3 は，

実習中に他の授業を欠席せざるを得ない場合への

学習支援である。 

このシステムが対象とするのは，社会福祉学科

の学外実習（社会福祉援助技術現場実習），健康栄

養学科の学外実習（臨地実習），教育実習，博物館

実習である。この中から社会福祉学科の学外実習

を対象に試験システムを開発し，平成 20 年度に試

験運用を行った，その結果，いくつか改善点はあ

るが，上記支援における基本的な目的は達成でき

るものであることが確認できた。そこで 21 年度は

これを拡大して，教育実習などその他の学外実習

に適用しているところである。また，当初の対象

に加えて，インターンシップへの活用を準備中で

ある。 

 

7 アセスメント 

 本取組みではこれまで述べたように，高い就労

意識，基本的能力，社会人基礎力をその教育目標

としている。これらの現状と習得状況を評価する

ため，次のようなアセスメントを行っている（表

5.5 参照）。これらの受診状況は表 5.6 のとおりで

ある。 

－プレースメントテスト 

－自己発見レポート 

－HQ テスト 

－就職適性検査 

 プレースメントテストは基礎学力を調べるもの

で，入学時，2 年，3 年への進学時に行っている。

科目は国語，英語，数学である。現在，学科によ

って実施学年と実施科目は異なるが，今後はこれ

を統一していく方向で計画している。それぞれ，

関係の科目での習熟度別クラス編成など学生の学

習支援に役立てている。 

 自己発見レポートは，進路に対する意識，性格

の傾向，問題解決のスタイル，基礎学力，社会的

強み，職業への興味を測定する。入学時に全学生

を対象に実施している。21 年度入学生の受診率は

62%である。現時点では，20，21 年度の実施結果

より，本学学生の現状の評価とその分析を行った

ところであり，本取組みで挙げる基本的能力の強

化と就労意識は強化すべき課題としてあらためて

認識された。 

 HQ テストは，社会人基礎力を評価するものと

して，全学年を対象に実施している。学生の現在

の能力と可能性，行動の傾向，性格，職業適性な

どが評価される（株式会社ジェイ・エス・エル，

2009）。学生はこれを，進路選択に生かすことが

できる。大学としては，学生の個々の指導・支援

に生かすことができる。とくに，就職支援には重

要な情報となる。その結果は，Web によって担当

教員が閲覧でき，学生の指導・支援に活用するこ

とができる。ただ，このテストは 1 回約 40 分を要

し，やや受診者の負担が大きく，改善を要すると

考えている。 

 就職適性検査は 3 年生を対象に実施している。

就職活動を開始するにあたって，学生の就職適正

を検査し，就職先の選択やアピールポイントの認

識など，就職活動の戦略・戦術の検討に役立てて

いる。平成 20 年度，179 名の受診があり，対象者

の約半数が受診しており，比較的関心が高い。 

このように，学生への個別対応と個別的対応教

育に必要な情報として，現在，さまざまな測定を

行い，その有効性を検証しているところである。

そのため，ここで示したように測定内容が相当に

重複しているところがある。21 年度中に今後の評

価システムを確定したいと考えている。その要点

は次のとおりである。 
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－全体の体系化 

－エンロールメントマネージメント（付録 1）

の一環としての実施。 

－学生の負担を最小限にするコンパクトなテス

ト 

表 5.3 社会人基礎力講座の構成と内容 

対象学年 １・２年生 ３年生 

講座 社会人基礎力養成講座Ⅰ 社会人基礎力養成講座Ⅱ 社会人基礎力養成講座Ⅲ

内 容 ①基礎学力（読み書き） 
・説明文を書く  

 ・要約文を書く  

 ・意見文を書く  

②基礎学力（計算） 
 ・整数の計算 

 ・分数・小数の計算 

 ・方程式 

 ・集合 

 
 

③基礎学力（社会人常識） 
 ・税金の仕組み 

 ・環境問題 

 ・高齢化社会 

 ・情報化社会 

 ・日本の歴史と文化 

④キャリアデザイン（職業人意識）
 ・大学生活、何してる？何しよう？ 

 ・会社で働くということ 

 ・いろいろな仕事 

 ・社会で求められる力 

 ・私のキャリアデザイン 

⑤コミュニケーション 
 ・分かりやすく話す 

 ・意見の主張 

 ・プレゼンテーション 

 ・的確に聴く 

 ・ディスカッション 

⑥社会のマナー 
 ・挨拶の基本 

 ・言葉遣いと敬語 

 ・電話と訪問のマナー 

 ・来客対応のマナー 

 ・仕事の基本と気配り 

表 5.4 社会人基礎力講座の受講状況 

講 座 内容 対象学年 受講者数 

社会人基礎力養成講座Ⅰ 読み書き・コミュニケーション 2 13* 

社会人基礎力養成講座Ⅱ 計算・社会人常識 2 10* 

社会人基礎力養成講座Ⅲ ビジネスマナー 3  63** 

* 平成 20 年度，** 平成 21 年度 

表 5.5 学生の意識・能力評価の実施年次と評価目的 

種別 １年生 ２年生 ３年生 

自己発見 自己発見レポート 

・基礎学力 
・学習スタイル 
・性格の傾向 
・社会的強み 

プレースメントテスト 

・基礎学力 

自己ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚﾎﾟｰﾄ 

・成長感 
・行動レベルの自己評価 
・学びへの度合い 
・学びへの考え方 

就職適性検査 

・社会的強み 
・能力の強み 
・好きな仕事分野 
・適性職種 

ＨＱ 
(Human Quotient） 

第１回ＨＱ診断 

・性格 ・思考 ・態度 

・スキル ・行動 

第２回ＨＱ診断 

・性格 ・思考 ・態度 

・スキル ・行動 

第３回ＨＱ診断 

・性格 ・思考 ・態度 

・スキル ・行動 

表 5.6 各種アセスメントの受診状況 

テスト 対象学年 
受験者数 

20 年度 21 年度 

自己発見レポート 1 167 253 

就職適正検査 3 179 － 

HQ テスト 全学年 151 約 700 

就労意識調査 1 325 － 
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Ⅵ まとめ 

 

本取組の計画とその実施状況について述べた。

そこで述べてきたようにこの取組は，今，社会が

大学に求める「社会人としてふさわしい人材の育

成」に応えるため，その教育課程を「キャリア教

育」の視点から見直し，大学の教育を社会に対し

て責任を果たせるものとするための教育改革であ

る。実施状況に見る限り，その最終的な成否はま

だ判定できないが，解決法は少しずつ明らかにで

きつつある。また各取組事項ではそれぞれ，計画

した事項を着実に実施している。取組完了時には，

これらの実施結果から十分な情報が入手され，上

記の視点からのキャリア教育の在り方と有効な方

法が見出せるものと期待している。以下，この取

組によりこれまでに認識できた事項について述べ，

本論のまとめとする。 

 

6.1 大学の在り方とキャリア教育 

 大学は今，これまでになく大きな社会的責任を

問われている。同時に期待もされている。その回

答を考えるには，50%を超える若者が大学へ進学

する大学大衆化を前提とする必要がある。大学に

課せられているのは社会が期待する社会人を育成

することである。これを「大衆化」と合わせて考

えると，大半の大学の使命（ミッション）はまず，

「大衆」を育成するということになろう。そこか

ら，大学においていかにキャリア教育が重要であ

るかが分かる。今，「キャリア」の意味は従来の狭

い意味，すなわち「ワークキャリア」から「生き

方そのもの」と考えることが増えている。その意

味では，大学で提供するキャリア教育は，従来の

狭い意味で「キャリア」を捉えるのではなく，広

い意味で考えることが必要である。その視点に立

ってキャリア教育を行うことにより，真に求めら

れる社会人を送り出すことができよう。  

そこで修得させるべき能力が「社会人基礎力」

ということになるが，それは単に企業における業

務遂行能力ではなく，自らの生き方を自ら考え決

定していくことのできる「生き方」についての自

立的な能力と考えるのが適切であろう。そのよう

な能力を大学では，可能な限り学生に修得させる

責任がある。その意味で，大学は「何が学べるか

（どのような分野が学習できるか）」から「何を修

得できるか」へ大きく舵を切る必要があると考え

る。そのため本学では平成 22 年度に，このような

理念に基づく新たな学部「キャリア形成学部」を

開設する。この学部は，本取組の構想とそこで得

られた知見から，これをさらに発展・実践しよう

とするものである。 

 

6.2 この種の取組を推進するポイント 

 このような教育改革，さらには大学改革を推進

するには大きな原動力を必要とする。大学では一

般に，その原動力は強くない。とくに「教育機能」

についてはその傾向が強く，「大学競争時代」にあ

って教育力が問われる現在，どの大学でも苦慮し

ている状況にある。これをどのように高めるかは

最大の問題であるが，その問題についての議論は

またの機会として，ここではその他の要素につい

て，本取組の経過から，現実に十分解決可能であ

ろうと考えられる問題について述べておく。 

 第 1 は関係者への周知活動である。関係者と言

えば教職員を想起するであろうが，同様にあるい

はそれ以上に重要な関係者は学生である。教職

員・学生への周知活動が最も重要な課題であると

考える。その意味で，本取組で連絡会を設け，で

きるだけ多くの関係者が参加する形で，繰り返し

取組の趣旨を確認してきたことは効果的であると

評価している。それでも，開始後 2 年を経過して

も全教職員に十分にその趣旨や実施内容が伝わる

には至っていない。活動の一つひとつについて，

― 125 ―



全教職員にその都度伝える必要があろう，またそ

れが，学生への周知を図ることにもなる。一方，

対学生においては，さらに周知活動は十分でなく，

個々の取組に参加している学生も取組の趣旨を理

解していることは少ない。学生が取組の趣旨を理

解して参加することは取組の成功につながるので，

重要な問題である。以上の点については現在，そ

の改善に取り組んでいる。 

 第 2 に，実施に際して既存の学内文化との融合

を図ることである。大学にはどこでも，取扱事項

別に「委員会」がある。大学の管理・運営はこの

「委員会」を基礎に行われている。したがって，

このような取組を行う場合はまず，既存の委員会

との関係を考えることになる。そこには大きな無

理（矛盾）がある。この種の取組は，既存の取り

扱い事項のカテゴリーの一つ（たとえば「教務」）

に当てはまるわけではない。既存の委員会は横の

連携はきわめて不得手であり，取組は横の連携を

必要とする。したがって，別途，他の委員会に優

先する委員会を作ることになり，その結果，その

活動は他から遊離してしまう。そこに工夫が必要

である。本取組では，委員会方式をとらず，キャ

リア教育推進センターが立案した実施事項を連絡

会において各担当学科・部署へ依頼し実施しても

らうという方式を採った。結果的に，この方式が

成功しているように思われる。 
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付 録 

 

付録 1 本学におけるエンロールメント・マネー

ジメントの概要 

エンロールメント･マネージメントとは，大学の

理念や組織目標を最大限に実現させるべく，さま

ざまな資源を統合的かつ戦略的に動員し，結果と

して学生の満足度を向上させ，学業と学生生活を

質的に豊かなものにする政策群を指す。 

本学の場合は以下のような内容である。受験生

に対しては，ウェブによる全面的な情報開示，ブ

ログによる教員の紹介，オープンキャンパス，授

業の公開などによって，進学判断に必要な情報の

提供をおこなう。合格者には，入学前教育，履修

説明会，Housing の 100％保証によって，不安を

解消する。新入生に対しては，ガイダンス，導入

教育，ホームルーム，個別相談などによって

Campus Involvement を促進する。在学者には，

指導と評価の精緻化，TA による学年縦断的な教

育体制，奨学金制度の拡充などによって，学習効

果を保証する。同時に，キャリア教育，キャリア

アップ講座，資格取得サポートによって人的資本

の向上を図り，個別の就職支援とあわせて確実に

就業するまでをバックアップする。卒業生に対し

ても，資格取得のサポート，転職や就業上の相談，

カウンセリングなどで生活環境の向上に力を添え

る。そして，統合的な情報処理システムにより，

以上すべての政策を有機的に運用する。要するに，

京都光華女子大学のエンロールメント・マネージ

メントとは，入学前から卒業後にいたるまでの一

貫した個別対応教育を通じて，学生のあらゆる不

安や疑問に徹底的に対応し，さらにその過程で主

体的な学習意欲を引き出すことによって，より高

度な水準で教育理念の具体化を目指す，というも

のである。 

（平成 19 年度現代 GP 申請書より） 

 

付録 2 学習効果を保証するための新たな教育プ

ログラム（個別対応教育プログラム） 

本教育システムは，《指導の精緻化》と《評価の

精緻化》を指導方針の骨格に据えながら，学生一

人ひとりの熟達度に見合ったプログラムを構築す

ることで，学生の主体的な学習意欲を引き出し，

あらかじめ設定された学力（知識・技能の習得）

水準への到達を実現しようとするものである。《指

導の精緻化》は「丹念な学力の把握」と「個別指

導」の2 点から構成される。前者は，学生の熟達

度を教員と学生の双方が逐次的に把握するため頻

繁に熟達状況をチェックし，これを学生にフィー

ドバックする制度である。具体的には，授業期間

中に数度の宿題や小テストを課し，すみやかに採

点のうえ返却するという方法をとる。たとえば「デ

ータ解析入門」という授業では，定期試験のほか

に，小テスト3 回，宿題7 回，出席確認は毎回行
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う。小テスト，宿題とも，採点結果はウェブ（LMS）

に掲示し，翌週の授業中に解答と解説を行う。後

者は，熟達度に応じた丁寧な個別指導を行う制度

である。クラス全体を対象とした指導（全体指導）

では，個々の学生の疑問に答えたり，個々の学生

の学習課題を指摘したりすることには限界がある

ため，これによって全体指導を補完する。また，

複数の科目で学力に伸び悩んでいる学生に対して

は，クラスアドバイザーが指導計画を策定し，定

期的に面談を行う。 

《評価の精緻化》は，「厳密な成績評価」，「出席

確認の体系化」，および「GPA による精密な学力

指導」の3 点から構成される。「厳密な成績評価」

は，定期試験一本での不安定な成績評価を脱却し，

宿題，小テスト，出席など複数の評価ポイントに

よって成績を評定することである。これにより，

努力と能力に応じて公正かつ適切に評価が行われ，

学生には授業期間全体を通じて学習の努力を促す

こととなる。「出席確認の体系化」は，科目横断的

に出席確認を体系化し，情報を教員が共有するこ

とによって，個々の学生の出席動向を把握する制

度である。出席率の低下は科目単位で発生するだ

けでなく，学生単位で（複数の 

科目で同時に）発生する。履修科目全体で出席率

低下の学生は，容易にドロップアウトにつながる。

学生単位で出席動向を把握することにより，こう

した問題に早期に対処することができる。各学生

の履修科目全体での成績状況を把握するため，

GPA（Grade Point Average：評定平均値）を導入

する。全科目対象だけでなく，さまざまな下位ス

コアを算出する。細目の数値化により，各学生の

成績動向を精密に把握し，個別指導の材料とする。

また，GPA 上位の学生にはTA 採用等の優遇策を

講じる。_ 

（平成 19 年度現代 GP 申請書より） 
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あとがき  
 

 平 成 1 9 年 度 に 文 部 科 学 省「 現 代 的 教 育 ニ ー ズ 取 組 支 援 プ ロ グ ラ ム 」と し て 選

定 を 受 け 、 2 年 半 に 渡 っ て 「 学 生 個 人 を 大 切 に し た キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 」 に 取

り 組 ん で き た 。 本 報 告 書 は こ の 取 組 み で 実 施 し て き た こ と 、 取 組 み の 成 果 、 お

よ び そ の 評 価 に つ い て 報 告 し た も の で あ る 。 本 取 組 は そ の サ ブ タ イ ト ル に あ る

よ う に 、 個 別 対 応 と 個 別 対 応 教 育 と い う 本 学 が 長 年 大 切 に し て き た 教 育 法 を さ

ら に 発 展 さ せ 、 大 学 が 社 会 か ら 付 託 さ れ て い る 「 社 会 人 養 成 」 と い う 課 題 に 取

り 組 ん だ も の で あ る 。そ の 中 心 は 、就 労 意 識 の 喚 起・醸 成 、基 本 的 能 力 の 養 成 、

そ し て 社 会 人 基 礎 力 の 養 成 に あ る 。 い ず れ も 大 き な 課 題 で あ り 、 方 法 が 確 立 し

て い る わ け で は な か っ た 。 本 学 で は こ れ に 、 個 別 対 応 教 育 と 学 生 支 援 と い う 本

学 独 自 の 総 合 学 生 支 援 「 エ ン ロ ー ル メ ン ト マ ネ ー ジ メ ン ト 」 の も と に 取 り 組 ん

で き た 。そ の 結 果 、 1， 2 年 次 の 基 礎 ゼ ミ の プ ロ グ ラ ム を は じ め と し て 、 そ れ ぞ

れ の 課 題 へ の 取 り 組 み 方 と キ ャ リ ア 形 成 教 育 の あ り 方 に つ い て 、 一 定 の 知 見 が

得 ら れ た よ う に 思 う 。 そ の 成 果 は と く に 次 の よ う な 点 で 強 く 感 じ ら れ る 。  

 

①  本 取 組 は 全 学 的 に 推 進 す る も の で あ る こ と か ら 、 教 育 ・ 学 生 支 援 の 全 学 的

推 進 体 制 を 組 み 、そ の 推 進 を 通 し て 機 能 さ せ る こ と が で き た 。こ れ に よ り 、

全 学 プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 、 お よ び こ れ を 組 織 的 に 進 め る ノ ウ ハ ウ を 修 得 す

る こ と が で き た 。  

②  本 取 組 で は 全 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム を「 学 生 の キ ャ リ ア 形 成 」の 視 点 か ら「 総

合 キ ャ リ ア 教 育 」と し て 体 系 化 し 、こ れ を 組 織 的 に 実 施 す る こ と を 試 み た 。

こ れ に よ り 、 教 育 課 程 の 体 系 化 と 組 織 的 実 施 に つ い て の 学 内 理 解 が 進 ん だ 。 

③  本 取 組 に は 全 教 員 が 参 加 し 、 そ の 担 当 科 目 と 学 生 支 援 活 動 に お い て 、 キ ャ

リ ア 形 成 教 育 と 就 職 支 援 を 行 う こ と に な っ た 。 そ の 結 果 、 教 員 の 間 で キ ャ

リ ア 形 成 教 育 の 必 要 性 に つ い て の 理 解 が 格 段 に 進 ん だ 。   

 

 本 取 組 の 成 果 を 受 け て 平 成 2 2 年 度 よ り 、恒 常 的 な 機 関 と し て「 キ ャ リ ア 教 育

推 進 セ ン タ ー 」 を 設 置 し 、 学 生 の キ ャ リ ア 形 成 教 育 を 中 心 と す る キ ャ リ ア 支 援

に あ た る こ と と し た 。 学 生 の キ ャ リ ア 支 援 に つ い て は ま だ ま だ 未 解 決 の 課 題 が

多 く 、 今 後 と も 試 行 錯 誤 を 続 け る こ と に な る が 、 こ の 活 動 に よ り 、 社 会 の 大 学

に 対 す る 期 待 に 応 え て い き た い と 考 え て い る 。  

 最 後 に 、 本 取 組 み に 熱 意 を も っ て 参 加 い た だ い た 関 係 教 職 員 の 諸 氏 に 謝 意 を

表 し た い 。 ま た 、 外 部 評 価 を い た だ い た 諸 先 生 、 な ら び に 本 取 組 み と し て 開 催

し た シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 い た だ い た 方 々 を は じ め 、 い ろ い ろ な 形 で 本 取 組 み を

支 援 し て い た だ い た 方 々 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ た い 。  

 

キ ャ リ ア 教 育 推 進 セ ン タ ー 長  

山 本  嘉 一 郎  
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